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プ ロ グ ラ ム
平成13年12月6日(木)・7日(金)
12月6日(木) 12月7日(金)
開 会 挨 拶10:00.10:05
一
一 '…'一 価 弓勢
一
講 演10:05-10:45
「南大洋に おけ る日 ・中の海洋観 則計画 」
口頭 発 表10:45-12:00
講 演10:00-12:10
「北 極 に お ける 陸上 生 物 研 究 の 展 望 」
昼 食12:00.13:15 昼 食12:10.13:20
口頭 発 表13:15.15:30 講 演 続 き13:20-14:00
ポ ス タ ー 発 表15:30-17:00
15:30-16:30の 間 、発 表者 は ポ ス タ ー
の前 で御 説 明願 い ます
ポ ス タ ー 発 表14:30-16:30
14:30-15:30の 間 、 発 表者 は ポ ス ター
の前 で御 説 明願 い ます
懇親 会17:30.19:00 閉 会 挨拶16:30.16:35
平成13年12月6日(木)
開会挨拶 国立極地研究所長 10:00.10:05
講 演:海 洋 生 物
座 長:谷 口 旭(東 北 大)
OM12001/02年 に 開 始 す るJARE第VI期5ヶ 年 計 画 に お け る 海 洋 生 物 研 究 計 画10:05-10:25
福 地 光 男 、 小 達 恒 夫 、 渡 邉 研 太 郎 、 工 藤 栄 、 内 藤 靖 彦(極 地 研)
OM-2　 Chinesc　 Marinc　 Scicnces　 in　the　P()lar　Occans　 lO:25-10:45
　 　 　 　 　 　 1)ong,　 Z.　(Polar　 Rescarch　 lnst.　China)
口 頭 発 表:海 洋 牛 物
座 長:武 田 重 信(東 大)
OM-3　 JAREの 記 録 か ら 見 い だ さ れ る 南 大 洋 イ ン ド洋 セ ク タ ー 表 面 水 の ケ イ 酸 分 布 の 特 徴10:45-11:05
大 槻 晃 久(北 大)、 渡 辺 修 一一 (　JAMSTEC)、 　 小 達 恒 夫 、 福 地 光 男(極 地 研)
OM.4　 1'axon-.Spccific　 S.Subs,　urfacc　 Chlorophyll　 Maxima　 in　thc　Southcnl　 Occan　 South　 of　rl-asnlania　 　 日:()5-1125
　 　 　 　 　 Wright,　 S.W.,　 van　 dcn　 Elldcn,　 R.L.　 (AAD,　 Australia),　 Grit'fiths,　F.B.
　 　 　 　 　 　 (CISRO,　 Australia)
OM-5　 Picoplanktonic　 phytoplankton　 in　Antarctic　 watcr　 ll:25-11:45
　 　 　 　 　 1shikawa,　 A.　(Mie　 Univ.),　 Wright,　 S.W.,　 Marchant,　 H.,　Davidson,　 A.,





　 　 　 　 　 Chcn,　B.,　Cai,　M.　(Polar　Research　 Inst.　China.)
OM-71996年 ～2001年 の1幸ゴ極 海 ブ リヅ ヅ湾 沖 の深 海 測 点 に お け る 沈 降 粒 子最の 長期 変動
佐 々木 津、 鈴 木 英勝(石 巻 専修 大)、 小 達恒 夫、 福 地 光 男(極 地 研)
OM8蛍 光 色 素標 識 法 に よ る南極 海 に 生 息 す る 二枚 貝類 と腕足 類 の成 長解 析





OM-9ウ ミガ ラ ス に お け る潜 水 時 の体 温 上昇
新 妻 靖 章(科 技 団)、　 Gabrielsen,G.W.(NorwegianPolarInst.)、
佐藤 克 文 、 内藤 靖 彦(極 地 研)、 綿貫 豊(北 大)
OMIO　 　　繁殖 期 ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ のエ ネル ギー 要 求 度 に応 じた摂 餌 潜水
佐 藤 克 文(極 地研)、 三 谷 曜 子(総 研 大)、Camer・n,M.Siniff,D.(Univ.of










神 田 啓 史(極 地 研)
OT-2北 極 ニ ー オ ル ス ン 氷 河 後 退 域 に お け る 生 態 系 炭 素 循 環
中 坪 孝 之(広 島 大)
OT-3ア ラ ス カ に お け る 北 極 陸 域 生 態 研 究 の 進 展 と 現 況
小 島 覚(東 京 女 子大)
OT4　 Modcling　 spectral　 rctle・ctancc　 from　 tundra　 in　Alaska　 for　satcllitc　data　intcrprctation
　 　 　 　 　 　 Kushida,　 K.　(Hokkaido　 Univ.),　 Kojima　 S.　(1"okyo　 Womcn's　 Christian　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 Kim,　 Y-W.　 (llltcniational　 Arctic　 Rc.search　 Center,　 Ulliv.　of　Alaska,　 USA)







座 長 小 島 覚(東 京 女 子 大)
OT.5　 PotcntialCO。 一－flux　froma　 Sibc　rian　tundra　 environment　 13:20-14:00
　 　 　 　 B61tcr,　 M.,　 Mucllcr-Lllpp,　 W.,　 Mocller,　 R.　(lnst」　for　Polar　 licology,　 Kicl　Univ.),
　 　 　 　 　 Takata,　 K.(Frontier　 Rcscarch　 Systcm　 for　Global　 Change),　 Kodama,　 Y.,　Ohata,　 T.,　Yabuki,　 IL
総合討論









ポ スター発表:植 物 プラ ンク トン ・動物 プラ ンク トン
PM4　 昭和基地での海色衛星観測
渡邉研太郎、平詳 享、福地光 男(極 地研)
PM-2オ ホー ツク海南 西部 におけ る春期 ブルームの年 々変動 一衛星 マルチセ ンサ リモー トセ ンシ ングによる
ア プローチー
松本千鶴、 齋藤誠 一、若土正暁(北 大)
PM-3好 冷性植物 プランク トン光合成 系の光環境馴化機構
菓子野康浩 、佐藤 和彦(姫 路工大)、 工藤 栄(極 地研)
PM-4南 極海 にお ける植物 プラ ンク トンの色素分布
橋渡史 典、菓 子野 康浩、佐藤和彦(姫 路 工大)、 梅 田晴子(総 研大)、 濱田 千昭(日 油
技研)、 工藤 栄 、平課 享、渡 邉研太郎、福 地光 男(極 地研)
PM52000/01年 夏季南極海 イン ド洋 区におけ る一次生産過程 の特性
小達恒 夫(極 地研),今 井圭理(科 学技術振興 事業団),野 尻 幸宏(環 境研)、 福地光男
(極地研),　Wright,　S.,　Hosie,　G.W.　(AAD,　Australia)
PM-61999/2000年 の南極海 イン ド洋区におけ る珪藻群集の水 平分布
五 味泰 史(東 北大)、 梅 田晴子(総 研 大)、 濱田千昭(日 油技研)、 渡邉研太 郎、
福地光 男(極 地研)、 谷 口 旭(東 北大)
PM-7南 大 洋にお ける連続 プラ ンク トン採集器(CPR)と 光学的プラ ンク トンカ ウンター(OPC)の 比較
梅 田晴 子(総 研 大)、 工藤 栄、 小達恒 夫、平課 享、福 地光男(極 地研)
PM81997～1999年 の ノース ウォ一 夕ポ リニア海域にお ける生物起源 粒子の沈降過程
三瓶 真、佐 々木 洋(石 巻専修大)、 服部 寛(北 海道 東海大)、 福 地光男(極 地研)
PM-9初 期形成期の海氷 中の微生 物動態
今井亜紀、柴 田 晃(創 価大)、 福 田 秀樹(東 京 大)、 大井信 明、田 口 哲(創 価 大)
PM-10根 室海峡 にお ける流氷後退後 の動植物 プランク トン量の 変化
清水幾太郎、廣井 修 、関 二郎(さ け ・ます資源管理セ ンター)、 新 井田順 二、
佐 々木孝夫(日 栄 電気工業)
PM-11安 定 同位体 自然存在比 を通 した越 冬カ イアシ類群集 の摂餌履歴 の解析
佐藤 愛、 佐 々木 洋(石 巻専修大)
4一
PM-12JARE-26,27,34,39に よ り東南極 陸棚域 か ら採取 された海底 表層堆積 物 中の イi孔虫群集
五 卜嵐厚 夫(極 地研)、 岩見哲夫、沼波秀樹(東 京家政 学院大)、 福地 光男(極 地研)
PM-13南 極 及び深海産棘 皮動物のホ メオボ ヅクス遺伝 子群の進化 ・系統 学的解 析(都 合 によ り7日 に発表)
小川麻 里(慶 応大)、 伊村 智(極 地研)、 小島茂 明(東 大)、 倉持 卓司(葉 山 し
お さい博物館)、 長沼 毅(広 島人)
PM-14サ ウスシ ェ トラ ン ド諸島周辺海域 におけ るナ ンキ ョクオ キア ミ漁業 で混獲 されたナ ンキ ョクカ ジカ
Gobionotθthen　gil)berifrθns　(1.6nnbcrg)
岩見 哲夫、 安部淳r(東 京家政 学院大)、 一井太 郎、川 口 創、永延 幹 男(遠 洋水枡)
PM-15デ ー タロガー による 自由遊泳 中の マダイの心拍 と行動 の同時記録
小島隆人(日 大)、 河邊 玲(北 大)、 白須邦夫(日 本水産 中央研)、 内藤 靖彦(極 地研)
PM.16昭 和 基 地 周 辺 で の航 空 機 に よ るペ ンギ ンセ ンサ ス
渡邉 研 太 郎(極 地研)、 吉田 三教(慈 恵 医 大)、 加 藤 明 子(極 地 研)
PM-17松 島水 族 館 で飼 育 さ れ た ペ ン ギ ン類 の 安定 同位 体 比 の組 成
佐 々 木 洋 、 一三瓶 真 、 重藤 直 樹(石 巻 専修 大)、 渡 辺 亜紗 子(三 重 大)、 神宮 潤 一(松 島 水 族 館)
PM,18Short　 undcrwater　 opcning　 of　thc　beak　prior　to　diving　in　pcnguins:　 Chcmorcccption　 Proccs.　s　or　Ii}itiation　.Sisn}al
　　　 of　thc　` `Diving　Rcsp(mse"?
　 　 　 　 　 Ropcrt　Coudcrt,　Y.　(JSPS,　NIPR),　 Kato,　A.　(NIPR),　 Wilg,　on,　R.P.　(lnst.　Fiir　Mccrcskundc,　 (;crnlal]y)
　　 　 　 　 Kurita,　M.　(Nagoya　 Public　Aquarium)
PM-19ウ ミス ズ メ科 鳥類 の 潜水 中 の沈 降浮1二 角 度 と羽 ば た き
綿 貫 豊(北 大)、 新 妻 靖 章(科 技 団)、　Gabrielsen,G.W.　 (N()rwcgian　 P・lar　Inst.)
加藤 明 子、 内藤 靖彦(極 地 研)
PM-20北 部 日本 海 に お け る海鳥 の分 布 と海 洋環 境 の 季 節 的 変化
出 日智 広(北 大)、 和 田 昭彦(道 水 試)、 小 田 孝 治(北 水 研)、 齋藤 誠 一一、
綿 貫 豊(北 大)
PM-21地 磁 気 デ ー タ に よ る ウェ ッデ ル アザ ラ シの3次 元 潜 水 経 路 計 算 法
三谷 曜 子(総 研 大)、 佐 藤 克 文 、 内藤 靖 彦(極 地 研)
PM22ウ ェ ヅデ ル ア ザ ラ シの3次 元 潜 水 経 路 と餌 生 物 の分 布 密 度
浴 曜 子(総 研 大)、 佐 藤 克 文(極 地 研)、　Camero11,　 M.,　Sniff,　D.　(Univ.　of　Minnes()ta)、
内藤 靖 彦(極 地研)
5
PM-23ア ザ ラ シの 視 点 か ら見 た海 中 の餌 分 布
渡 辺 佑 基(東 大)、 三谷 曜 子(総 研 大)、 佐 藤 克 文、 内藤 靖彦(極 地 研)
PM-24オ ー ス トラ リア ・ア シ カ の採 餌 潜 水:遊 泳速 度 の理 論予 測 と潜水 深 度 の 予 測 可能 性
南 川 真 吾(科 技 団)、 内藤 靖彦(極 地 研)、　Shaughnessy,P.(CSIRO,Australia)
　 　　　　 Gale,　N.　(AAD,　 Australia)




ポス ター バ ク テ リア ・ ・微 生物
PT-1　 ()loning　 and　scquencing　 of　the　fatty　acid　desatu　 rase　genes　 of　a　phychrotropic　 /Vostθc　from　 Antarctica
　 　 　 　 　 Shivaji,　 S.,　Kumar,　 C.S.　(Centr　 e　for　Cellular　 and　 Molecular　 Bi()10gy,　 India),
Prakash,　 J.SS.,　 M肛a砥N.　 (National　 InsL　of　Basic　 Biology,　 Japan)
PT-2北 極 お よ び 南 極 域 の イ オ ウ 酸 化 細 菌 の 系 統 と 生 理
杉 山 千 乃 、 長 沼 毅(広 島 大)、 増 沢 武 弘(静 岡 大)、 伴 修 平(滋 賀 県 立 人)、
伊 村 智 、 神 田 啓 史(極 地 研)
PT-3南 極 テ ラ ノ バ ベ イ 基 地 お よ び 昭 和 基 地 域 か ら 分 離 さ れ た 広 塩 菌
長 沼 毅 、 岡 本 拓i:(広 島 大)、 増 沢 武 弘(静 岡 大)、 伴 修'F(滋 賀 県 立 人)、 伊 村 智 、
神 田 啓 史(極 地 研)
lyr-4　 南 極 産 酵 母 に よ る 低 温 下 で の 窒 素 除 去
'F山 け い こ、 小 池 優 子 、 金 子 栄 廣(山 梨 人)、 西 川 二 郎(東 京 理 科 大)、 平 山 公 明(山 梨 大)
PT-5南 極 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 に お け る コ ケ に 壊 死 リ ン グ を 起 こ す 不 完 全 担 子 菌 の 発 生
東 條 元 昭(大 阪 府 立 大)、M油lhauscr,　 II.M.　 (Univcrsidad　 Central　 de　Chile　 ),
星 野 保(産 業 技 術 総 研)、 神 田 啓 史(極 地 研)
PT-6警 備 病 菌 、　Typhula　 LshikariensLsの 増 殖 に お よ ぼ す 培 地 成 分 の 影 響
星 野 保 、 切 明 路 子(産 業 技 術 総 研)、 　Tronsmo,　 A.M.　 a'lamtcforsk,　 Norway)、 湯 本 勲 、
横 田 祐 司(産 業 技 術 総 研)、 松 本 直 幸(農 環 研)
PT-7ヘ リ ト リ ゴ ケ 類 のNy－ 入lesund　 (Spitzbergen)と 日 本 と の 共 通 種 と そ れ ら の 地 理 分 布
井1二il三 鉄(秋 田 大)
PT-8　 Frcezing　 induccd　 changes　 of　mechanical　 propertics　 in　permafrost　 at'fc'　ctcd　 soils
Mullcr-1.upp,　 W.,　 B61tcr,　 M.　 (lnst.　ibr　Polar　 I三cology,　 Kicl　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 Horn,　 R.　(lnst.　for　Plant　 Nutrition　 alld　Soil　Scicnce,　 Kicl　Univ.)
PT-9　 Constraints　 for　soil　microbiological　 activity　 and　 soil　propcrtics　 in　permafrost　 soils
　 　 　 　 　 Mllellcr-Lupp,　 W.,　Boclter,　 M.　 (lnst.　for　Polar　 Ec()logy,　 Keil　 Univ.),
　 　 　 　 　 　Takata,　 K.　(Fronticr　 Rcssearch　 System　 for　Global　 Change),　 Kodama,　 Y,　 Ohata,　 T.,　Takata,　 K.,　Yabuki,　 H.
PT-10顕 微 蛍 光 法 に よ る 、 富 士 山 に お け る 生 き て い る 微 生 物 数 の 高 度 分 布
吉 村 義 隆 、 河 崎 行 繁 、 辻 尭(三 菱 化 学 生 命 研)、 大 谷 修 司(島 根 大)、 増 沢 武 弘(静 岡 大)
PT-ll海 洋 ・1生南 極 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 の コ ケ 群 落 に 生 息 す る 線 虫 類 の 垂 直 分 布
鬼 頭 研 二(札 幌 医 大)　 ,　Miilhauser,　 H.　A.　(Universidad　 Ccntral　 de　Chile),
人 山 佳 邦(極 地 研)
7
ポスター発表:藻 類 ・コケ類 ・湖沼
PT-12南 極マクマー ドドライヴァレー地域から分離 した単細胞藻類の光合成活性 と凍結耐性
長島秀行、秋山洋子(東 京理科大)、井上源喜(大 要女子大)
PT-13す りばち池の生物学的特徴




伊村 智(極 地研)、板東忠司(京 都教育大)、大谷修司、瀬戸浩二(島 根大)、
工藤 栄、神田啓史(極 地研)
PT-16ス カルブスネス湖沼群における水生コケ群落中(コ ケ坊主)の 藻類の種組成
大谷修司(島 根大),工 藤 栄(極 地研),土 屋泰孝(筑 波大),巣 山弘介(島 根大),
伊村 智(極 地研)
む
PT-17　 Algal　primary　 succession　 on　deglaciated　 moraine,　Ny-Alesund,　 Svalbard
　　　　　　 Brynychova,　 K.,　Elster,　J.,　Kubeckova,　 K.,　Lukcsova,　 A.　(Academy　 of　Sciences　 of　thc　Czech
　　　　　　 Republic),　 Kanda,　H.　(NIPR)
PT-18マ リモ の世 界 的 分 布 と分 子 系統 学 的 相 同性
若 菜 勇(阿 寒 町 教 育 委 員 会)、 羽 生 田岳 昭 、 植 田 邦彦(金 沢 大)、
　 　 　 　 　 Einarsson,　A.　(Myvatn　 Research　 Station,　Iceland),　Zimmcrmann,　 S.　(Technical　Univ.
　 　 　 　 　 of　Munich,　 Gemlany),　 Reitalu,　T.　(Univ.　of　Tartu,　Estonia),　Czamecki,　 D.
　 　 　 　 　 (Loras　College,　USA),　 Kahlert,　M.　(Uppsala　 Univ.,　Swcden)
PT-19ア イ ス ラ ン ド ・ヴ ァ トナ 氷 河 の マ リゴケ
若 菜 勇(阿 寒 町 教 育 委 員 会)、　 Einarsson,A.(MyvatnResearchStation,Iccland)、
Bjornsson,　 H.　(Kvisker,　Oraefi,　Iceland)、　伊村 智(極 地 研)
PT-20南 極 雪 鳥 沢 で の環 境 操 作 に と もな う蘇 類 繁殖 体 バ ン クの 反 応
鮎 川 恵 理(総 研 大)、 伊 村 智 、 神 田啓 史(極 地 研)
PT-21南 極 昭和 基 地 周 辺 に 分布 す る蘇 類群 落 の 構 造 と更新 動 態
沖 津 進(千 葉 大)
PT-22富 士 山 山 頂 にお け る蘇 類 群 落 の 分 布 と永 久 凍 土 に つ い て
増 沢 武 弘 、 鈴木 俊 宏(静 岡 大)、 藤 井理 行 、 神 田啓 史(極 地 研)
PT-23バ イ カ ル 湖 のBDP96&98堆 積 物 コ ア 中の 有機 成 分 に よ る過 去1200万 年 間 の グ ロー バ ル な環境 変 動
松 本 源 喜 、 尾形 理 恵 、 長 谷 川香 織(大 要 女 子 大)、 高 松 信 樹(東 邦 大)、 河 合 崇 欣(環 境 研)
一8
ポス ター発表:種 子植 物 ・森林
PT-24高 山植 物 の 耐 凍性 とFDA染 色 に よ る生 存 率 測 定
矢 守 航 、 小 神 浩 幸 、増 沢 武 弘(静 岡大)
PT-25カ ナ ダ 北極 域 にお け るCassiope　 tetrago〃aの ナ形態 学 的研 究
増 沢 武 弘 、 八 十 島 悠 貴(静 岡 大)、 西谷[且 見(日 本 医科 大)、 神 田 啓 史(極 地 研)
PT-26北 極 圏 の ム カ ゴ トラ ノオ に お け る、 フ ェ ノ ロ ジ ー と葉 の特 性
西 谷 里 美(日 本 医 科 大)、 増 沢 武 弘(静 岡 大)
PT-27北 極 ニ ー オ ル ス ンに お け る,異 な った 水 分 条 件 一ドで 生 育 して い る ム ラ サ キ ユ キ ノ シ タ の 生 育 形 別 の 炭
素 同位 体 比 の 比較
久 米 篤(九 人)、 別 宮 由 紀 子(都 留 文 科 大)、 半場 祐 子(岡 山 人)、 神 田啓 史(極 地 研)
PT-28ニ ー オ ル ス ン氷河 後 退 域 の.Salix-.Saniθ〃ia群 落 に お け る生 態 系 純 生 産 贔
内 田雅 己(岐 阜大)、 英 文 紅(筑 波 人),中 坪 孝之(広 島大),村 岡 総 山(岐 阜人)、
神 田啓 史(極 地 研)、 小泉 博(岐 阜大)
PT-29　 Sccd　entrapmcnt　 of　thrcc　hcrbs　in　alpinc　ccosystcm　 of　Mt・　Fllji:　Rclationships　 bctwccn　 soil　particlc　sizc　and
　　　 sced　morpPhology
　 　 　 　 　 Nlisuzzaman,　 G.M.　(Sizuoka　 Univ.)
PT-30チ ン グル マ と チ ョ ウ ノス ケ ソ ウの 花 粉 発 芽特 性 と温度 依 存ll生
和 田 直 也、 厚 木 勝 洋(富 山大)
PT-31岩 を這 うチ ン グル マ の 生 態 的 特 徴 とそ の周 辺 植 生 の 多様 性
柳 川 朋 美 、 和 田 直 也(富 山大)
PT-32　 Taiga-tundra　 treclinc　as　an　indicator　of　thc　global　changc　 of　the　climatc　ill　the　Northcnl　 I　Ieniisphcrc
　　　　　　 Katcnin,　A.E.　(Komarov　 Botanical　 IIlst.　Russia)
PT-33中 央 シ ベ リア の 亜 寒 帯 に お け る森 林 高 お よび 森 林 被 覆 率 の 地 理II勺分 布
都 築 勇 人 、 日 ド部 朝 子、 末 田 達 彦(愛 媛 大)
PT-34中 央 シ ベ リア 亜寒 帯林 の葉 面積 指 数 の 分 布
日 ド部 朝 子、 都 築 勇 人、 末m達 彦(愛 媛 大)
prr-35シ ベ リア永 久 凍 土地 帯 にお け る河 岸 効 果 一樹 木 に 対 す る川 堤 の 成 長 促 進 効 果 一
池 添 浩 之 、 都築 勇 人 、 日 下 部 朝 子 、 下 川 元 三,末 田達 彦(愛 媛 大)
PT-36ア ラ ス カ、 チ ュ ガチ 山脈 亜高 山帯 にお け るAlnussi〃 〃ata群 落 の 植 生構 造
小 島 覚(東 京 女 ∫二大)
PT-37縞 枯lllの 縞 枯 現 象 へ の 生理 生 態 学 的 ア プ ロー チ




PT-39乗 鞍岳 ・森林限界付近のオオシラビソが冬季に受けたス トレスの後遺症が夏季の生産に及ぼす影響
丸田恵美子(東 邦大)、池田武文(京 都府大)
PT-40富 士山の森林限界の異なった植生遷移段階におけるカラマヅ実生の枯死要因
小口 愛、丸田恵美子(東 邦大)、 中野隆志(山 梨県環境科学研)
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 [Future plans for oceanographic observation 
in the Southern Ocean by Japan and  China) 
Oral Presentations 10:45-12:00
Lunch  12:00-13:15
Oral Presentations  13:15-15:30
Poster Presentations 15:30-17:00 
 Author is requested to present his(her) 
 poster from 15:30-16:30
Get together Party  17:30-19:00
Lectures 10:00-12:10 
 [Japanese projects on the terrestrial biology in 
the Arctic and their  prospect.]
Lunch  12:10- 13:20
Lectures to be continued  13:20- 14:00
Poster Presentations 14:30-16:30 
  Author is requested to present his(her) 
  poster from 14:30-15:30
Closing Remarks  16:30- 16:35
December 6 Thursday, 2001 
Opening Remarks: Director-General,NIPR  10:00-10:05
 Lectures: Marine  Biology 
 Chairperson:  Taniguchi,  A.  (Tohoku Univ.) 
 0M-1 Marine biology program in the next five years (phase 6th of JARE :Japanese Antarctic Research Expedition) 
      starting in 2001/2002  season 
     Fukuchi, M. (NIPR) 10:05-10:25 
 OM-2 Chinese Marine Sciences in the Polar Ocean 10:25-10:45 
             Dong, Z. (Polar Research Inst. China) 
 Oral  Session  :  Marine  Biology 
 Chairperson:  Takeda,S.  (Univ.  Tokyo  ) 
 OM-3 Features of Surface Si02 distributions in the Indian sector of the Southern Ocean, found from the  JAR] 
 records. 10:45-11:05 
            Otsuki, A.  (Hokkaido Univ.),  Watanabe, S. (JAMSTEC), Odate,  T., Fukuchi, M. (NIPR) 
 OM-4  Taxon-Specific Subsurface Chlorophyll Maxima in the Southern Ocean South of Tasmania 11:05-11:25 
             Wright, S.W., van den Enden, R.L.  (AAD, Australia), 
            Griffiths, F.B. (CSIRO, Australia) 
 OM-5 Picoplanktonic phytoplankton in Antarctic waters 13:15-13:35 
              Ishikawa, A. (Mie Univ.), Wright, S.W., Marchant,  II., Davidson, A., van den Emden, R.L., 
            Nash, G. (AAD, Australia)





                                 Chairperson: Taguchi, S. (Soka  Univ.)  • Watanahe,K.  (NIPR) 
Diatom flux under sea ice cover in Nella Fjord, Larsemann Hills, East Antarctica 13:15-13:35 
 He, J. (Polar Research Inst., China, Xiamen Univ.), Chen, B., 
      Cai, M. (Polar Research Inst., China) 
Long-term observation of downward particle flux at a deep station off Prydz Bay in the Antarctic Ocean 
(1996-2001). 
      Sasaki,  II., Suzuki,  II. (Senshu Univ. Ishinomaki),  Odate, T., Fukuchi, M. (NIPR) 
Analysis of growth performance in  Antarctic bivalve and  brachiopod by fluorescent substance 13:55-14:15 




                                           Chairperson: Miyazaki, N.  (ORI, Otsuchi)  
Increase of body core temperature during diving in  Brunnich  's Guillemot 14:15-14:35 
      Niizuma, Y. (JSTC), Gabrielsen, G.W. (Norweigian Polar Inst.), Sato, K., Naito, Y. (NIPR), 
      Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.) 
Deep foraging dives in relation to the energy demands of Weddell seal mothers during lactation 
      Sato, K. (NIPR), Mitani, Y. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Cameron, M., Siniff, D. (Univ. Minnesota) 
  Naito, Y. (NIPR) 14:35-14:55
Genera  1 discussion
Coffee Break
















 Lectures: Terrestrial  Biology. 
                                                  Chairperson: Masuzawa, T
Japanese projects on the terrestrial biology in the Arctic and their prospect 
      Kanda, H. (NIPR) 
Ecosystem Carbon Cycle on a Glacier Foreland in Ny-Alsund,  Svalbard 
 Nakatsubo, T. (Hiroshima Univ.) 
Progress and current state of research  on terrest  rial ecology of arctic Alaska 
      Kojima, S. (Tokyo Women's Christian Univ.) 
Modeling Spectral reflectance from tundra in Alaska for satellite data interpretation 
      Kushida, K.  (I  lokkaido Univ.), Kojima, S. (Tokyo Women's Christian Univ.), 
       Kim, Y-W. (International Arctic Research Center, Univ. of Alaska, USA) 
 Shibuya, M.  (I lokkaido Univ.), Tsuda, S.  (Gifu Univ.), Fukuda, M.  (Gifu Univ.)
 lunch
 






 Chairperson:  Kojimai  S.  (Tokyo  Women's  Christian  Univ) 
Potential  CO2-flux from a Siberian tundra environment 13:20-14:00 
       Bolter, M., Muller-Lupp, W. , Moeller, R. (Inst. Polar Ecology, Univ.  Kiel, Germany), 
      Takata, K. (Frontier Research System for Global Change), Kodama, Y, Ohta, T.,  Yabuki,










December 6 Thursday, 2001 












 es i   Phy plankton plankton 
Satellite ocean-color observations at Syowa, East Antarctica 
       Watanabe, K., Hirawake, T., Fukuchi, M. (NIPR) 
Interannual variability of spring bloom in the southwestern Okhotsk Sea — Approach using satellite 
multi-sensor remote  sensing  — 
       Matsumoto, C., Saitoh, S., Wakatsuchi, M. (Hokkaido Univ.) 
Acclimation of  psychophysicsphytoplankton to the light environment 
      Cashno, Y., Satoh, K. (Himeji Inst. Technology), Kudos, S.  (NIPR) 
Phytoplankton pigment distribution in the  Ocean 
       Hashihama, F., Kashino, Y., Satoh, K. (Himeji Inst. Technology), Umeda, H. 
       (Grad. Univ. Adv. Studies), Hamada, C. (Nichiyu Giken Kogyo Co., Ltd.), 
       Kudoh, S., Hirawake,T., Watanabe,K., Fukuchi, M.  (NIPR)
Characteristics of primary production in the Indian sector of the Antarctic Ocean in austral summer of 2000/01 
      Odate, T. (NIPR), Imai, K. (JSTC), Nojiri, Y. (NIES), Fukuchi, M. (NIPR), 
      Wright, S., Hosie,G.W. (AAD, Australia) 
Horizontal distribution of diatom assemblages in the Indian sector of the Antarctic Ocean in 1999/2000. 
      Gomi, Y.  (Tohoku Univ.), Umeda, H. (Grad. Univ. Advanced Studies),
      Hamada, C. (Nichiyu Giken Kogyo Co., Ltd.), Watanabe, K., Fukuchi, M. (NIPR), 
      Taniguchi, A.  (Tohoku Univ.) 
Comparison of Zooplankton Abundance revealed by Continuous Plankton Recorder (CPR) and Optical 
Plankton Counter (OPC) in the Southern Ocean. 
       Umeda, H. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Kudoh, S., Odate, T., Hirawake, T., Fukuchi, M. (NIPR) 
Sedimentation processes of biogenic particles in the North Water (NOW) Polynya in 1997-1999 
       Sanpei, M., Sasaki, H. (Senshu Univ. of Ishinomaki), Hattori, H. 
      (Hokkaido Tokai Univ.), Fukuchi, M. (NIPR) 
The microbial dynamics during the initial formation of fragile ice at Saroma -kolagoon, Hokkaido 
      Imai, A., Shibata, A. (Soka Univ.), Fukuda, H., Ohi, N. (Univ. Tokyo)
      Taguchi, S. (Soka Univ.) 
Variation of phyto- and zoo- plankton biomass in the related period of sea ice in the Nemuro Strait. 
      Shimizu, I., Hiroi,  0., Seki, J. (Na tional Salmon Resources Center), Niida, J., 
      Sasaki, T. (Nichiei Electronic Technology) 
Study on the feeding history of overwintering copepods through stable isotope analysis 
      Sato, M., Sasaki, H. (Senshu Univ. Ishinomaki), Fukuchi, M. (NIPR)
14
Poster Session: Benthos  • Fish  
PM-12 Foraminiferal assemblages recovered from surface sediments collected by JARE-26, 27, 34, and 39 from the 
      continental shelf off East Antarctica. 
             Igarashi, A. (NIPR), Iwami, T.,  Numanami,  II. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Fukuchi, M.  (NIPR) 
PM-13 Molecular phylogenetics of homeobox genes of the echinoderms from Antarctic and deep-sea habitats 
      (to  be presented on 7 December) 
             Ogawa, M. (Keio Univ.), Imura, S. (NIPR), Kojima, S. (Tokyo Univ. Ocean Research Inst.), 
             Kuramochi, T. (Hayama Shiosai Museum), Naganuma, T.  (Hiroshima Univ.)
PM-14  Gobionotothen gibberifrons  (Lonnberg)  incidentally caught by Japanese Antarctic krill commercial fishery in 
      the vicinity of the South Shetland Islands 
 Iwami, T., Abe, J. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Ichii, T., Kawaguchi,  S.,Naganobu, M.  (NRIFSF) 
PM-15 Recording heart rate and behavior in red sea bream during rest and  swimming by micro data logger 
             Kojima, T. (Nihon Univ.),  Kawabe, R. (I  lokkaido Univ.), Shirasu, K. (Nippon Suisan Ltd.), 
            Naito, Y. (NIPR)
Poster Session: Birds  • Marine Mammals 
PM-16 Airborne census of penguins in the vicinity of Syowa, East Antarctica 
 Watanabe, K. (NIPR), Yoshida, T. (Jikei  Univ.  ), Kato, A.  (NIPR) 
 PM-17 Stable isotope compositions of penguins reared in the Matsushima Aquarium. 
             Sasaki, II., Sampei, M., Shigeto, N. (Senshu Univ. Ishinomaki),  Watanabe, A. (Mie Univ.), 
             Jingu, J. (Matsushima Aquarium) 
PM-18 Short underwater opening of the beak prior to diving in penguins:  CHEMORECEPTION PROCESS OR 
     INITIATION SIGNAL OF  TIIE  "DIVING RESPONSE"? 
             Ropert-Coudert, Y. (JSPS, NIPR), Kato, A. (NIPR), 
             Wilson, R. P.  (Institute. fur  Meercskunde, Germany), Kurita, M. (Nagoya Public Aquarium) 
PM-19 Descent and ascent angle and wing beat of diving alcids 
             Watanuki, Y.  (Hokkaido  Univ.  ), Niizuma, Y. (JSTC), Gabrielsen, G. W. 
             (Norwegian Polar Inst.),  Kato, A. , Naito, Y. (NIPR) 
 PM-20 Seasonal changes of the distribution of  seabirds and marine environment in the northern area of the Sea of 
       Japan. 
 Deguchi, T.  (I  lokkaido Univ.), Wada, A.  (Hokkaido Fisheries Experimental Station), Kooka, K. 
 (I  lokkaido National Fisheries Reserch Inst.), Saitoh, S., Watanuki, Y.  (I  lokkaido Univ.) 
PM-21 Calculations of three dimensional diving paths of free  -ranging Weddell seals from  geomapetic data. 






Three dimensional diving paths of free -ranging Weddell seals in relation to prey abundance 
      Mitani, Y. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Sato, K. (NIPR), Cameron, M.,  Siniff, D. (Univ. Minnesota), 
     Naito, Y. (NIPR) 
Visual information on vertical prey distribution of free-ranging Weddell seals 
      Watanabe, Y. (Univ. Tokyo), Mitani, Y. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Sato, K., Naito, Y. (NIPR) 
Foraging dives of Australian sea lions: Theoretical  predict  ion of swimming speed and predictability of target 
depth 
      Minamikawa, S. (JSTC), Naito, Y. (NIPR), Shaughnessy, P. (CSIRO, Australia), 
Whale bones in the nearshore geoecosysytem of Admiralty Bay (King George Island, Antarctica) 
      Rakusa-Suszczewski, S. and  Nedzarek, A. (Polish Academy of Sciences)
16
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Cloning and sequencing of the fatty acid  desaturase genes of a phychrotropic  Nasloc  from Antarctica 
      Shivaji, S., Kumar, C.S. (Centre  for Cellular and Molecular Biology, India), 
       Prakash, J.S.S., Murata, N. (National Inst.  Basic Biology, Japan) 
Phylogenetic and physiological characterization of  thioautotrophic bacteria from Arctic and Antarctic habitats 
       Sugiyama, C., Naganuma, T.  (Hiroshima Univ.), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.),
      Ban, S. (Univ. Shiga Pref.), Imura, S., Kanda, H. (NIPR) 
Euryhaline halophilic bacteria isolated from Antarctic terrestrial habitats 
       Naganuma, T., Okamoto, T.  (Hiroshima Univ. ), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.), Ban, S. 
      (Univ. Shiga Pref.), Imura, S. & Kanda,  H. (NIPR) 
Removal of nitrogen by Antarctic yeast cells at low temperature 
 Katayama-I  lirayama, K., Koike, Y., Kaneko, II. (Yamanashi Nishikawa, J. 
      (Science Univ. Tokyo),  IIirayama, K. (Yamanashi Univ.) 
Occurrence of sterile  bsidiomycetes causing dead rings in moss mat on King George Island, Antarctica 
      Tojo, M. (Osaka Pref. Univ.), Miihlhauser,  H.M.(Universidad Central de Chile), 
 lIoshino, T. (AIST), Kanda,  II. (NIPR) 
Effects of culture media on mycelial  growth of snow mold  fungi, Typhula ishikariensis 
 IIoshino, T., Kiriaki, M. (AIST), Tronsmo, A.M. (Planteforsk Norway), Yumoto, I., Yokota, Y. 
      (AIST), Matsumoto, N. (NIAES) 
 Lecideoid lichens  growing in both Ny-Alesund  (Spitzbergen) and Japan, and their phytogeography 
      Inoue, M. (Akita Univ.) 
Freezing induced changes of mechanical properties in  permafrost affected soils 
      Muller-Lupp, W., Bolter, M. (Inst. Polar Ecology,  Kiel Univ.), 
 Horn, R.(Inst. Plant Nutrition and Soil Science,  Kiel Univ.) 
Constraints for soil microbiological activity and soil properties in permafrost soils 
      Mueller-Lupp, W.,  Bolter, M.(Inst. Polar Ecology, Keil Univ.), 
      Takata, K. (Frontier Ressearch System for Global Change), Kodama, Y., Ohata, T.,  Yabuki, 
Enumeration of viable microorganisms with altitude in Mt. Fuji by a new fluorescent microscopic method 
      Yoshimura, Y., Kawasaki, Y., Tsuji, T. (Mitsubishi Kagaku Inst. Life Sciences),
      Ohtani,  S. (Shimane Univ.),  Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)
Vertical distribution of nematodes in a  moss community in King George Island, maritime Antarctic. 
 Kilo, K. (Sapporo Medical Univ.),  Miilhauser, II. A. (Universidad Central de Chile,  (711111), 
      Ohyama, Y. (NIPR)
17
Poster Session: Algae, Mosses, Lakes/Ponds 
PT-12 Freeze tolerance and photosynthetic activity of unicellular algae isolated from the McMurdo Dry Valleys, 
       Antarctica 
              Nagashima, H., Akiyama, Y. (Science Univ. Tokyo), Matsumoto, G.I. (Otsuma Woman's Univ.) 
PT-13 Biological characteristic in Lake Suribachi 
             Ban, S. (Univ. Shiga Pref.), Imura, S. (NIPR), Kudo, I. (Hokkaido Univ.) 
PT-14 Water column stratified  structure and subbottom environment in the Lake Nurumeike on the L  iitzow-Holm 
       Bay, Antarctica. 
             Seto, K. (Shimane Univ.) 
PT-15 Distribution of aquatic mosses in the lakes in the vicinity of Syowa Station area, Antarctica. 
             Imura, S. (NIPR), Bando, T. (Kyoto Univ. Educ.), Ohtani, S., Seto, K. (Shimane Univ.), 
            Kudoh, S. (NIPR), Kanda, H. (NIPR) 
PT-16 Species composition of freshwater algae in benthic moss pillars in lakes, Skarvsnes, Antarctica 
             Ohtani, S.(Shimane Univ.), Kudoh, S.(NIPR), Tsuchiya, Y.(Univ.  Tsukuba), 
             Suyama, K.(Shimane Univ.), Imura S.(NIPR) 
PT-17 Algal primary succession on deglaciated moraine, Ny-Alesund, Svalbard. 
               Brynychova, K., Elster, J., Kubeckova, K., Lukesova, A. 
            (Academy of Sciences of the Czech Republic), Kanda, H. (NIPR) 
PT-18 Global distribution and molecular phylogenetic homology of the freshwater  green alga Marimo, Aegagropila 
 linnaei 
              Wakana, I. (Akan Town Board of Education),  Hanyuda, T. (Kanazawa Univ.), 
              Ueda, K. (Kanazawa Univ.), Einarsson, A. (Myvatn Research Station,  Iceland), Zimmermann, S. 
 (Technical Univ. Munich, Germany), Reitalu, T. (Univ. Tartu, Estonia), Czarnecki, D. 
             (Loras College, USA),  Kahlert, M. (Uppsala Univ., Sweden) 
PT-19 Moss balls on the glacier Vatnajokull, southern Iceland 
             Wakana, I. (Akan town Board of Education), Einarsson.  A. (Myvatn Research Station, Iceland), 
             Bjornsson, H. (Kvisker, Oraefi, Iceland), Imura, S. (NIPR) 
PT-20 Response of the moss propagule bank to a controlled environment in the Yukidori -Valley, Antarctica. 
             Ayukawa, E. (Grad. Univ. Adv.  Stud.  ), Imura, S., Kanda, S. (NIPR) 
PT-21 Vegetation structure and dynamics of the bryophyte communities around the Syowa Station, Antarctica. 
            Okitsu, S. (Chiba Univ.) 
PT-22 Distribution of moss community and permafrost on summit of Mt. Fuji 
             Masuzawa, T., Suzuki, T. (Shizuoka Univ.), Fujii, Y., Kanda, H. (NIPR)
18
PT-23 Global environmental changes in the last  12 million years  inferred from organic components in  13DP96&98 
 sediment cores from Lake Baikal 
               Matsumoto, G., Ogata, R., Hasegawa, K.  (Otsuma  Women's Univ.), Takamatsu, N.  (Toho Univ.), 
              Kawai, T.  (Natl.  In  st.  Environ.  studies) 
Poster Session:Forests 
PT-24 Cold tolerance of alpine plants and measurement of survival percentage by FDA-staining 
              Yamori, W., Kogami,  H., Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)
PT-25 Morphological study on Cassiope tetragana at Canada  arctic area. 
             Masuzawa, T., Yasoshima, Y. (Shizuoka Univ.), Nishitani, S. (Nippon Medical School) 
            Kanda, 11. (NIPR) 
PT-26 Phenology and leaf traits of arctic Polygonum  viviparum 
             Nishitani, S. (Nippon Medical School), Masuzawa,  1'. (Shizuoka Univ.) 
    /- --,. 
tI-2 Carbon isotopic composition  (12C/13C) of different  growth forms of Purple Saxifrage, Saxifraga oppositifoliaI,., 
 o 
       in the high arctic, Ny -Alesund,  Svalbard. 
 Kume, A. (Kyushu Univ.),  I3ekku, Y.  Mum Univ.), I  lanba-T, Y.  (Okayama Univ.), 
            Kanda, 11. (NIPR) 
. . 
  -2 Net ecosystem production  ofSalix-Sanionia community on a glacier foreland in Ny-Alesund,  Svalbard. 
  -, 
             Uchida, M.  (Gifu Univ.), Mo W.  (Tsukuba Univ.),  Nakatsubo, T.  (I liroshima Univ.), 
             Muraoka, 11. (Gifu Univ.), Kanda, II. (NIPR),  Koizumi,  1I. (Gifu Univ.) 
PT-29 Seed entrapment of three herbs in alpine ecosystem of Mt. Fuji: Relationships between soil particle size and 
       seed morphology. 
 Anisuzzaman, G.M., Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.) 
'T-3  Temperature-dependency of  pollen  germination in Sieversia  pentapetala and  Dryas  octopoetala 
              Wada, N.,  I  lohnoki, K.  (Toyama Univ.) 
 PT-31 Ecological traits of Sieversia pentapetala creeping on the rock surfaces and its influence on the  surrounding 
      vegetation  stmctures and diversity 
              Yanagawa, T.,Wada, N. (Toyama Univ.) 
PT-32  Taiga-Tundra treeline as an indicator of the global change of the climate in the Northern I  lemisphere. 
 Katenin,  A.E.  (Komarov  Botanical Inst., Russia) 
PT-33 Geographical distribution of forest height and cover density in  boreal zone of Central S iberia. 
             Tsuzuki,  II.,  Kusakabe, T., Sweda, T.  (Ehime Univ.) 
PT-34 Distribution of forest leaf area index in central Siberian taiga 
 Kusakabe, T., Tsuzuki,  II., Sweda, T.  (Ehime Univ.) 
PT-35 Riverbank effect on tree  growth in permafrost region of Siberia 







Ecophysiological approach to "Shimagare" type dieback on Mt. Shimagare 
       Suzuki, A., Okuyama, Y., Yamazaki, J., Maruta,E., Kamimura, Y.  (Toho Univ.) 
Vegetation structure of  'Vitus  sinuata community in the Subalpine Zone of the Chugach Mountains, Alaska 
Kojima, S. (Tokyo Women's Christian Univ.) 
Ecophysiological significance of red-brownish needle color change in Abies  mariesii grown at timberline on 
Mt. Norikura 
       Hashimoto, Y., Yamazaki, J., Maruta, E., Kamimura, Y.  (Toho Univ.) 
Effects of winter stresses on dry matter production  of  Abies  mariesii at the  tree  -line on Mt. Norikura 
      Maruta, E.  (Toho Univ.), Ikeda, T. (Kyoto Pref. Univ.) 
Factors affecting the mortality of larch seedlings in different successional stages on Mt. Fuji. 








2001/02年 に開始 す るJARE第Vl期5カ 年 計画におけ る海洋 生物研究計lllli
Marine　 biology　 program　 in　the　 next　 five　years　 (phそ1se　6th　 orJARE　 :　Japan(}se　 Antarctic
　 　 　 　　 　 　 　　 Research　 Expedition)　 starting　 in　2001/2002　 season
福 地 光 男 、 小 達 恒 夫 、 渡 邉 研 太 郎 、 工 藤 栄 、 内藤 靖 彦(極 地 研)
Fukuchi,　 M.,　 Odate,　 T.,　Watanabe,　 K,　 Kudoh,　 S.,　Naito,　 Y.　(NIPR)
　 　 The　 first　 year　 of　five　 years　 program　 of　JARE(Japanese　Antarctic　 Research　 Fjxpedition:　 Phase
Vlth)　 starts　 in　 2001!2002　 season　 by　 the　 JARE　 43rd　 expedition.　 The　 marine　 science　 I)rogram
focusing　 of　the　 phase　 Vlth　 have　 been　 dis(⊃ussed　 and　 p}anned　 among　 polar　 marine　 scientists　 for
many　 years.　 Workshops　 and　 symposia　 on　 science　 plan　 have　 been　 organize(l　 at　 Nalional　 lnst、it,ut,e
of　 Polar　 R、esearch,　 the　 Oceanographic　Society　 of　 ,Japan　 and　 the　 Austmlian　 Antarctic　 Division.
Chartering　 an　 oceanographic　 polar　 ship　 is　one　 of　iml)ortant　 plans　 of　the　 program,　 which　 f'u1{'illg.　the
limit、ation　 of　oceanographic　 work　 on　 the　 icel)reaker　 Shirase.　 The　 JARE　 headquarter　 has　 approved
the　 marine　 scjence　 program　 inCluding　 a　charter　 ship.　 The　 charter　 pla由s　 the　 f'irst　attempt　 of　the
JARE　 and　 the　 JARE　 43rd　 will　 charler　 the　 RV　 T'angaroa.　 The　 Tangaroa　 is　going　 to　work　 in　the　 sea
ice　 area　 around　 140° 　E　 in　 mid-summer　(February　 2002),　 when　 biological　 pr()duction　 becomes
aCtive　 in　 the　 Antarctic　 Ocean.　 「1'he　relationships　 between　 biological　 production　 and　 greenhouse
effect,　 gas　 production　 and　 the　 verticahransport　of　organic　 mat,eriak丘om　the　 surlllce　 to　deep　 ocean
will　 be　 the　 lbcused　 on.　 Since　 furlher　 observations　 fbr　 sev(、ral　 yearsal、 ρr　the　 summer　 of　2001!2　 will
be　 required　 to　 understand　 the　 role　 of　the　 Antarctic　 Ocean　 in　 glol)al　 climate　 change,　 the　 second
charter　 plan　 lbr　JARE　 44　 is　proposed.
国立極地研究所 の海 洋研究者 を中心 とした南極海洋研究グルー プは、 平成13年 度か ら始 まる
JARE第VI期 計画の主要研究課題 と して、氷縁域 に起 こる物理 ・化学 ・生物海洋学的現象 を中心に据
えた 「南極海総合研究計画(Ant,arct,ic　Ocean　in　Earth　Systems　AC)ES　project)」 を立案 して きた。 しか
しなが ら、従来のJAREの 枠組みの中では、様々な制約か ら、水線域における時空間的 に連続 した観測、
特に生物生産が活発 となる盛夏の観測を行 うことは困難であった。時空間的な観測を行 うためには、「し
らせ」以外の海洋観測船 を導入する必要がある。
現在進めてい る海洋観測船 を導入 した観測計画では、観測対象重点海域を昭和基地沖(A海 域)、ケ
ルゲレン海台を含む海域(B海 域)及びタスマニア南方海域(C海 域)の3海 域 と している(図1)。A海 域は、
長年にわた りJAREで の観測実績がある海域であ り、南大洋イ ン ド洋区の中でも海氷の張 り出 し・退行
が大 きい海域である。B海 域では、　pCO2や クロロフ ィル濃度のアノマ リーが観測 されてお り、ケルゲ
レン海台の存在 と海洋物理構造の変化との関連が指摘 されている。C海 域は、海氷の張 り出 し ・退行が
きわめて小さい海域であ り、A海 域 との比較によ り、生物生産過程及びそれに伴 う地球温暖過程に及ぼ
す海氷の役割 を解明できる。
南極地域観測第VI期5ヵ 年計画初年度にあたる平成13年 度出発の第43次 南極地域観測隊(以下、
JARE-43)で は、「しらせ」で行動する観測隊本隊(夏 隊 ・越冬隊)に よる観測 とは別に、「専川観測船」
の夏隊による海洋観測が初 めて認め られた。JARE-43の 隊員構成は、従>k通 り、越冬隊40名 、夏隊20
名の計60名 である。副隊長の2名 の内1名 は 「専川観測船」乗船 の副隊長、夏隊の研究観測8名 の内
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3名 は 「専用観測船」乗船 の隊員である。「専用観測船」乗船の隊員構成は、 隊員4名(副 隊長1名 、
隊員3名)と 同行者21名 である。 これ まで観測隊の同行者 として参加できる大学院学生は総合研究大
学院大学の学生 に限 られて きたが、今回、同行者に関わる規則 を改正 し、他大学の大学院学生が参加で
きるようになった。
JARE・43で の 「専用観測船」 を用 いた観測計画では、今 まで 「しらせ」の観測では困難であった
生物生産が活発 となる盛夏の観 測を行 う。中心研究課題名を 「季節海氷域の光合成に始まる物質循環機
構の解 明」とし、生物生産 と地球温暖化 に関わるガス成分の生成過程及び有機物の鉛直輸送過程 を明 ら
かにすることを 目標 とする。「専用観測船」に乗船するJARE隊 員は 「南極地域観測第VI期5ヵ 年計画」
に関わる観測実施項 目を行い、関連する研究項 目として 「南極海 と地球環境に関する総合的研究」の一
部が同行者によって実施 される。両研究課題は有機的に関連 してお り、地球規模 の気候変動に果たす南
極 海の役割を理解するために役立つ ものである。「専用観測船」の観測海域は、海域Cで ある。
行動計画を以下に示す。
平成14年2月2日 空路 日本 を出国




平成14年3月7日 オース トラ リア ・ホバー ト入港
平成14年3月10日 空路 日本へ帰国
「しらせ」以外 の 「専用観 測船」による海洋観測がJARE-43で 実施 される。これは40年 以上 に
渡 る日本南極地域観測史上初 めての ことである。南極観測隊の 「オー ロラ・オース トラ リス号」の航海、
2001年1月 に実施 され る東京人学海洋研究所「白鳳丸」の航海に続 くもので、対象海域での時系列デー
タを取得 する上でまた とない機会である。なお、同海域には3月 中旬 にJARE-43の 「しらせ」が立ち
寄ることになっている。
灘 丁譲ヂ羅墓隻譲ギfftt$　{贔,欝 羅#〉##ti繧 纐 総総t鵠 藍裟慕
0M2
CHINESE MARINE SCIENCES IN THE POLAR OCEANS 
 Zhaoyian Dong 
              Polar Research Institute of China 
          451  Jinyiao Rd, Shanghai 200129, China
    This report outlines Chinese marine sciences including marine biology  both in the Southern Oceans and 
the Arctic Ocean  fbr facilitating consideration of international collaborations in  hi-polar oceans. Field 
investigations and research  for the past five years and the scientific plan for the next five years (2001  --2005) 
are briefly introduced. 
   During the period of  1995-2000, the major field investigation and research areas in the Southern 
Oceans were in the Prydz Bay region (65° S to the Antarctic continent or ice edge,  70  30 --75°  30 E) 
and the  Bransfield Strait (the Central and the Eastern Basins) in the north of  the  Antarctic Peninsula. Further 
more, two semi-circumpolar samplings on property and productivity of the surface water and upper ocean 
underway trawling along the northern edge of sea ice in the Southern Oceans and two Sippican XBT/XCTD 
sections north of  theWeddell Sea and from the Prydz Bay to Fremantle were also carried out. During 
July-September 1999, the First Chinese Expedition to the Bering Sea,  Chukchi Sea and the Canadian Basin in 
the Arctic Ocean was successfully carried out  for a comprehensive study. The detail of what we achieved 
for this activity can he seen in Men.  Nall Inst. Polar Res., Sepc. Issue, 54, 331-336, 2001. 
   The National Tenth-Five-Year plan between 2001 and 2005  for the SouthernOceans and the Arctic 
Ocean will he concentrated in the  Ibllowing scientific directions.
 1. Mechanism and dynamic pattern of the Antarctic Circumpolar Waves (ACW) and the Antarctic 
    Circumpolar Current (ACC). 
2. Processes of the Antarctic and the Arctic water masses and their dynamic transportation. 
3. Variability of Antarctic circumpolar sea ice in relation to climate change. 
4. Carbon flux and its  hiogeochemistry processes in the Southern Indian Ocean. 
5. Sea ice ecology and its contribution to the environment of the polar oceans. 
6. Biology, ecology and resources of the Antarctic krill. 
7. Specific property of microorganism in the polar low temperature and its practical applications. 
8. Monitoring of ocean environment in the  hi-polar oceans. 
The general cruise plan is as following: 
 CHINARE-18(2001/02):  Shanghai-0 Christchurch(along the ice edge in the south  Pacific)-0Great 
                   Wall Station(through north of Weddell  Sea)-0Zhongshan  Station-0 
                   Frementle-0Shanghai  (tour months and fifteen days). 
 CHINARE-19(2002/03):  Shanghai-0Frementle-0Zhongshan  Station—*  Frementle-0 Shanghai. 
The Second National Arctic Expedition(2003): Bering Sea, Chukchi Sea and the Canadian Basin. 
CHINARE-20(2003/04): The same as  CHINARE-18. 
 CH  INARE-21(2004/05): The same as  CH  INARE-19. 




Features　 of　surface　 SiO2　 distributions　 in　the　 Endian　 sector　 of　the　 Southern　 Ocean,　 found　 from　 the　 JARE　 records.
大 槻 晃 久(北 大 院 地 球 環 境)、 渡 辺 修 一(JAMSTEC)、 小 達 恒 夫 、福 地 光 男(極 地 研)
　 Akihisa　 Otsuki　 (Hokkaido　 Univ.),　 Shuichi　 Watanabe　 (JAMSTEC),　 Tsuneo　 Odate　 and　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
Using　 the　 JARE　 data,　 characteristics　of　 surface　 water　 SiO2　 distrib山ons　 in　 the　 Indian　 sector　 of　 the
Southern　 Ocean　 were　 inves七gated.　 Surface　 SiO2　 concentrations　 were　 high　 in　A　 and　 C　zone,　 but　 they　 were　 Iow　 in
B　 and　 D　 zone　 (see　 Fig.　 1).　These　 differences　 were　 made　 by　 existence　 of　 cyclonic　 gyres　 along　 the　 Antarctica.
Fur廿1ermore,　 5-10　 year　 period　 cycle　 of　interannual　 variation　 of　the　 SiO2　 concentration　 was　 found　 in　the　 southern
part　 of　 C　 zone　 (Fig.　 2).　 lt　is　 considered　 that　 this　 variability　 is　 related　 with廿1e　 atmosphehc　circulation　 and

















C海 域においては、1965年 の「ふじ」就航以来、30年 以上にわたってデータが得られており、経年変動を論じることが可能







　　 　　 　　 　 　　 　　 　　Year
Figure　 1　:Averaged　 surface　 water　 SiO2　 concentrations　of　the　 JARE　 data.
Figure　 2:Interannual　 variability　 of　surface　 SiO2　 concentrations　 in　59-60　 S　area　 of　the　 C　 zone.
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TAXON-SPECIFIC SUBSURFACE CHLOROPHYLL 
MAXIMA IN THE SOUTHERN OCEAN SOUTH OF 
            TASMANIA
S. W.  Wright  1, R. L. van den  Enden  1, F. B. Griffiths2 
 'Australian Antarctic Division
, Kingston, Tas., Australia 
2 CSIRO Marine Laboratories
, Hobart, Tas., Australia
     Phytoplankton populations in a transect through waters of Subtropical 
(STZ), Subantarctic (SAZ) and Inter-Polar Front (IPFZ) zones south of 
Tasmania were analyzed from HPLC pigment signatures, microscopy and flow 
cytometry in March  1998. CHEMTAX software was used to apportion total 
chlorophyll between diatoms, dinoflagellates, chlorophytes, prasinophytes, 
cryptophytes, cyanobacteria and two groups of haptophytes (derived from 
Jeffrey and Wright,1994): 'hapto3s' (e.g. coccolithophorids) and 'hapto4s' (e.g. 
Phaeocystis sp.). This allowed analysis of the distribution of phytoplankton 
populations in much more detail than possible by microscopy. 
    Average chlorophyll a standing stocks in the STZ and SAZ were very 
similar, 27.4 and 26.0  mg.m-2, respectively, but were lower in the IPFZ (16.1 
 mg.m-2). Picoplankton and nanoplankton dominated the primary production 
except at one station in the IPFZ. CHEMTAX analysis suggested that the main 
components of phytoplankton in the STZ and SAZ were hapto4s (about 20%), 
 chlorophytes (about 16%) and prasinophytes (about 20%). Cyanobacteria 
averaged about 20% in the STZ, decreasing steadily to 2% in the IPFZ. 
Diatoms were a minor component (10%) in the STZ but averaged 39% (range 
12-59%) in the IPFZ. Hapto3s averaged about 5% in the  STZ  , but 10% in the 
SAZ and IPFZ. Other groups made minor (<10%) contributions. 
     Vertical profiles showed subsurface chlorophyll a maxima (SCMs) in the 
IPFZ (large and  >100m deep, where CHEMTAX found predominantly diatoms, 
hapto4s and cryptophytes) and STZ  (s  hallower and smaller, predominantly 
cyanobacteria,  chlorophytes and prasinophytes). CHEMTAX also suggested the 
presence of taxon-specific SCMs (tsSCMs) within chlorophyll stocks across the 
whole transect. Even within the relatively uniform distribution of chlorophyll in 
the SAZ, taxa were stratified at various depths. Hapto3s lay at 50m in the STZ 
and northern SAZ, deepening to 100 m in the southern SAZ and IPFZ. 
Cyanobacteria lay at 30m in the STZ and 60 m in the northern SAZ. In the SAZ, 
prasinophytes were typically found at 60-75 m, chlorophytes and diatoms at 
40 m, while cryptophytes, dinoflagellates and hapto4s were usually shallower 
than 30 m. The changing depths of taxa suggest this is not a simple pigment 
optimization artefact, but microscopical data were insufficient to confirm these 
findings. The tsSCMs lie across gradients in light and nutrient concentrations 
and could also involve species succession. Further studies are required to 
determine their significance in the formation of more general subs urface 
chlorophyll maxima, common features of the Southern Ocean.
Jeffrey, S.W., Wright S.W. 1994.  In: Green, J.C., Leadbeater, B.S.C. The 
Haptophyte Algae. Clarendon Press, Oxford, pp. 111-132. 
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Picoplanktonic phytoplankton in Antarctic waters
Akira ISHIKAWA*, Simon  WRIGHT**, Harvey  MARCHANT**, Andrew  DAVIDSON**, 
                Rick van den ENDEN** and Gerry NASH** 
                *Mie University , **Australian Antarctic Division
 The abundance and distribution of  picophytoplalkton (< 2  vm) in Antarctic waters have been 
described in manystudies. However,  little is known of species composition ofthe picophytoplankton. 
In this study, we report the community composition of the picophytoplankton, based on electron 
microscopy (SEM and  TEM), HPLC of pigments and subsequent CHEMTAX analysis. 
  Water samples were collected from the  shii3s clean seawater intake (7 m deep) in Antarctic coastal 
waters (27 January to 12 February, 2001). Samples were filtered through a Whatman GF/F glassfiber 
filter in duplicates for analysis of total chlorophyll a using  HPLC. The picoplankton fraction was 
obtained by duplicate filtrations using a 2  vm pore-size Nuclepore filter. An aliquot ofeach filtrate was 
then filtered through a GF/F filter in duplicats for HPLC and CHEMTAX analysis. Another pico 
aliquot was filtered through a 0.2  vm pore-size Nuclepore filter that was stored in 1 % glutaraldehyde 
in seawater at 4°C for subsequent SEM observation. The pico fraction was also concentrated using a 
centrifuge and organisms were put on grids at sea for subsequent TEM observation. 
  SEM observations revealed the presence of small and spindle- shaped thin intact diatoms, such as 
Fragilariopsis, Cylindrotheca, Nitzschia and  Pseudo-nitzschia species, as well as Parmales in the pico 
fraction. Nitzschioid pennate diatoms passed through the 2  !AM filter, even though their apical length 
exceeded 10  Inn or 20  1A,M, because their passage is determined by their width rather than length. 
Shadow cast TEM samples revealed the  presence of Phaeocystis sp. in the pico fraction as well as 
diatoms and  Parmales. Concentrations  of  > 2  vm chlorophyll a (total chlorophyll a minus < 2  1AM 
chlorophyll a) ranged from 0.04 to 0. 35  vg  11. Concentrations  of  < 2  !LIM chlorophylla were very low 
(0.007 to 0.033  lig  14) representing 6.5 - 29.3 % of the total chlorophyll a. Nine major phytoplankton 
groups were classified in the CHEMTAX analysis: Cryptophytes, Dinoflagellates, Prasinophytes, 
 Chlorophytes, Cyanobacteria, Diatoms and three categories with Haptophyte pigmentation 
representing coccolithophorids (type 6), and two groups (types 5a, b) that may contain Phaeocystis 
antarctica, Pelagophyceae and/or Parmales. Cyanobacteria contributed most of the chlorophyll a 
(mean 44%), Hapto5a and Hapto5b accounted for 16 and 20 % respectively, Cryptophytes 10% and 
Diatoms only 7 %. However, as pico chlorophyll a increased, the relative contribution by 
Cyanobacteria declined  (r2. 0.56, p < 0.005). 
 Although Antarctic picophytoplankton are commonly minor components in the total phytoplankton 
population, their abundance in terms of chlorophylla may vary greatly with location and season in 




DIATOM FLUX UNDER SEA ICE COVER IN NELLA FJORD, LARSEMANN HILLS, 
                    EAST ANTARCTICA
              Jianfeng He 1.2 Bo Chen  1 Minghong Cai 
   1. Polar Research Institute of China, 451 Jinqiao Road, Shanghai 200129. China 
2. Xiamen university, 422 Simingnan Road ,  xiamen, Fujian 361005, China
     Sedimenting particles under the fast ice were collected  by sediment traps at one station in Nella 
Fjord, Larsemann Hills, from July 1 to December 30, 1997. The sampling intervals were 26-44 days in 
winter and about one week after mid November. Vertical diatom fluxes varied from 0.4 to  175.0x10  6  cells 
 M-2(1-1 out of the euphotic zone and 0.2 to  462.4x106cells  M-2  d-1 at  140-m depth near  the sea floor. A peak 
in mid December and a small peak in mid November were observed at both depths. The higher fluxes of 
empty diatom frustules occurred obviously at  140-m  layer, especially in austral winter, caused  by 
resuspension of sediments on the floor. 
    Microscopic analysis of particles revealed that  Nitzschia  curia and N.  cylindru.s were common during 
winter and Enomeneis  kjellmannii, a typical species associated with sea ice, was predominant between 
November and early December. In mid December  lhalassiosira antarctica became the dominant diatoms 
and it was replaced by  Nitzschia  barkelyi and N. curia at the end of December. 
   The POC fluxes ranged from 6.9 to 132.0 mg C  m-2  d-1 out of the euphotic zone and from 15.3 to 
 160.7  mg C  m  d-1 at140-m  depth, respectively. The seasonal variations of diatom carbon fluxes showed a 
similar tendency of those of the POC fluxes except at the end of December when  Phaeocystis sp. bloomed 
in the underlying upper water column. 
   The calculation based on the cell plasma volume of diatoms revealed that the diatom carbon 
contributed from 0.1 to 64.8  % of the POC fluxes during the study period, with averages of 34.5 % out of 
euphotic zone and 23.5  (N, at  140-m  depth, respectively. In which,  E.  kjellrnanii contributed 48  % and 42  ^ 
of diatom carbon  fluxes at two depths, respectively. So at least 1/6 of POC flux originated from  sea ice 




1996年 ～2001年 の南極海 ブリッツ湾沖 の深 海 測 点 にお ける
沈 降粒 子 量の長 期 変動
Long-term　 observation　 of　downward　 particle　 flux　 at　a　deep
station　 off　 Prydz　 Bay　 in　the　 Antarctic　 Ocean　 (1996　 ・2001).
佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)、 鈴 木 英 勝(石 巻 専 修 大)、 小 達 恒 夫(極 地 研)、
福 地 光 男(極 地 研)
　　 H.　Sasaki　(Senshu　 Univ.　Ishinomaki)　 H.　Suzuki　 (Senshu　 Univ.　Ishinomaki),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T.　Odate　 (NIPR),　 M.　Fukuchi　 (NIPR)
Long-term　 observations　 using　 sediment　 traps　 have　 been　 made　 as　 part　 of　 JARE
(Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition)　 activities　 at　deep　 sites　 off　 Prydz　 Bay　 of　 the
Antarctic　 Ocean　 since　 l996　 (JARE38).　Amarked　 seasonal　 variability　 of　 downward
particle　 flux　 was　 observed;　 high　 in　summer　 (mid-November　to　 mid-February)　 and　 low
in　winter　 (mid-February　 to　mid-November).　Multiple　 peaks　 of　flux　 were　 found　 during
the　 summer　 period,　 suggesting　 sporadic　 increases　 of　 sinking　 particle　 mass　 occuring　 in
meso-　 and　 bathypelagic　 waters　 probably　 due　 to　heterogeneous　 environments　 in　surface
layers　 of　seasonally　 ice-covered　 zone　 of　the　 Antarctic　 Ocean.
日本 南 極 地 域 観 測 隊 による、南極 海域 長 期 観 測 計 画 の 一 環 として、1996年 以 降 南 極
海 インド洋 区 の ブ リッツ湾 沖 の 定 点 にお ける、セ デ ィメントトラップ 継 続 的 係 留観 測 が行 わ
れた。観 測機 器 の トラブル などのため 、これ まで の期 間の 全 ての試 料 が揃 っては いない が、
1996年12.月 ～1997年2月 、1998年3月 ～12月 、1999年12月 ～2001年2月 まで の
観 測 結 果 につ いて報 告 す る。フラックス(粒 子 乾 重 量 、下図)は 夏 季 に高 く、冬 季 に低 い 、
明確 な季 節 変 化 が認 められ た。しか し夏 期 間(11月 中 旬 ～2.月 中 旬)に お いては 、11月 ～
12月 にか けて急 激 な増加 が観 測 されるなど、その 変動 も激 しい。この ようなフラックスの 変






Analysis　 of　growth　 performance　 in　Antarctic　 bivalve　 and　 brachiopod
by　 fluorescent　 substance
大 越 和 加(東 北 大 院 ・農)・ 大 越 健 嗣(石 巻 専 修 大 ・理 工)
Waka　 Sato-Okos,　 hi　(Tohoku　 Univcrg.　ity)　and　 Kc巾OkqDshiα 由in`Dmaki　 Scnshu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Univcrsity)
Thcre　 are丘bw　 aiialytical　 studies　 on　 the　 growth　 pcrformance　ill　Alltarctic　 species.　 The　 molhlsc　 shells
colltain　 a　record　 of　 bolh　 thcir　 li1℃　hist()ry　 alld　 environmental　changes.　 Tlle　 object　 of　 this　 shldy　 is　to
develop　 a　mcthod　 of　 markillg　 lhe　 shells　 of　 Alltarctic　 bellthic　 molluscswith　a　lh ores cllt　 ubstancc　 in
order　 to　 obtain　 effectivc　 illlbrmatioll　 on　 shell　 formation　 alld　 growth.　 Growlh　 rate　 dctermillalioll　 ill
Laternula　 sp.　 inhabiting　 Skarvslleswas　ltempted　 usillg　 a　nuorescellt　 substance,　 tetracyclillc(TC),　as　 a
growth　 markeL　 Thcspecimens　wcrc　 exposcd　 lo　TC　 solution　 of　 200　 mg乃for　 periods　 of　 24　 h　al　about　 2　°C
without　 food.　 Dis加ct　 alld　 narrow　 yellow　 ihlorcsccllt　 lille　 was　 identificd　 from　 umbonal　 parUo　 ventral
margin　 in　 allimals　 cxamined.Diflbrence　i l　growth　 rate　 was　 observed　 amollg　 the　 part　 of　 tllc　 shcl1.　 hl
umbollal　 rcgion,　 relalivcly　 rapid　 growth　 was　 observcd.　 Whercas　 ill　the　 celltral　 parUower　 growth　 rate　 was
obscrved.　 Similarity　 ()f　growlh　 pcrformallcc　 bctween　 the　 lcll　 valve　 alld　 right　 olle　 was　 observed　We
measured　 the　 dislance　 bclw㏄n　 the　 lluorescelll　 mark　 and　 the　 hmer　 s"rface　 ()f　the　 dorsovelltral　 sectioll　 of
the　 shell　 andestimated　 daily　 growth　 rate　 o{'　Latern　 u!a　 sp.
極域 に生息す る貝類の成長過程や寿命については不明な点が多い。これ らの年齢査定は}三に貝
殻に見 られる成 長縞 という構造 によって行なわれているが,縞 の形成は貝 自身の生理的要因や環
境要因に左右 されるこ とが明 らか となってお り,成 長縞 のみの解析 では成長速度や年齢の特定は
困難な場合が多い。本研究では、演者 らが開発 し,貝 殻形成過程の解析法 として有効性 が確認さ
れてい る蛍光色素標 識法を川いて,南 極海に生息する貝類の貝殻への標識の可能性 と貝殻形成の
特性解析 を検討 した。南極海 リュヅオ ・ホルム湾のスカルブスネスで ドレッジにより採集 された
オキナガイ科　(Laternulidae)　の1枚 貝　Latern〃1a　s.　p.　ではTC濃 度200mg/1,処 理時間24時Hllで
明瞭な標識が可能であった。また,低 温(2℃)で 標 識が可能であることが今回は じめて明 らか
にな り、よって本法は極域 に生息する貝類にも適川で きることが確 かめ られた。背腹切片 の観察
か ら貝殻の厚 みを増 す肥厚成長は殻頂部に近い部分が 単位時間あた りの成長 最が多いことが明 ら
かにな った。 したがって成長量は部位別 に異なることが明 らかにな り,ま た左右殻では肥厚成長




ウ ミ ガ ラ ス に お け る 潜 水 時 の 体 温 上 昇
Increase　 of　body　 core　 temperature　 during　 diving　 in　Brunnichs　 Guillemot.
新 妻 靖 章(JST),ガ ブ リエ ル セ ンGW(NP),佐 藤 克 文(NIPR),内 藤 靖 彦(NIPR),
綿 貫 豊(北 大)
NIIZUMA　 Yasuaki　 (JST),　Geir　W.　GABRIELSEN　 (NP),　SATO　 Katsufumi　 (NIPR),
　 　 　 NAITO　 Yasuhiko　 (NIPR),　 and　WATANUKI　 Yutaka　 (Hokkaido　 Univ.)
　 　 Many　 avian　 species　 frequently　 dive　 longer　 than　 calculated　 aerobic　 diving　 limits.
From　 the　 view　 of　 their　 diving　 behavior　 and　 efficiency,　 however,　 it　is　 a　 convincing
concept　 that　 they　 do　 not　 accumulate　 anaerobic　 by-products　 in　 most　 dives.　 Recent
studies　 suggest　 that　 reduction　 of　 body　 temperatures　 could　 enable　 to　 metabolize
aerobically　 throughout　 longer　 dives.　 In　this　 study,　 body　 core　 temperatures　 and　 diving
depth　 of　 Brunnich's　 Guillcmot　 (Uria　 lonviのwere　 measured　 by　 using　 an　 implant　 data
logger　 while　 they　 were　 free　 diving.　 Their　 body　 temperatures　 significantly　 increased
when　 they　 had　 long　 and　 deep　 dives　 than　 when　 they　 did　 short　 and　 shallow　 ones.　 These
results　 show　 no　 evidence　 that　 reduction　 of　 body　 temperature　 extends　 aerobiC　 diving
time　 in　the　 Guillemot.
多 くの潜水性の鳥類は理論的に求め られた有酸素潜水限界時間よ り長 く潜
水することが知 られている.し か し,潜 水効率の点から考慮すると,そ れ らの
鳥が頻繁に無酸素呼吸によって潜水 しているとは考 え難い.近 年,よ り長い潜
水 を有酸素呼吸によって可能 とする生理的メカニズムとして潜水中の低体温が
注 目されている.本 研究では,野 外で 自由行動するウミガラス(Uria　lonviのの体
温 と潜水行動を自動記録系を用いて測定 した.ウ ミガラスが長 く深 く潜水する





繁 殖 期 ウェッデ ル ア ザラシ のエ ネル ギ ー 要求度 に応 じた摂 餌 潜 水
Deep　 foraging　 dives　 in　relation　 to　the　energy　 demands　 of　Weddell　 seal　 mothers
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　during　 lactation
佐 藤 克 文(極 地 研)・ 三 谷 曜 子(総 研 大)・M.キ ャ メ ロ ン(ミ ネ ソ タ 大)・
D.ス ニ フ(ミ ネ ソ タ大)・ 内 藤 靖 彦(極 地 研)
Katsufumi　 Sato　(NIPR),　 Yoko　 Mitani　 (Grad.　 Univ.　 Advanccd　 Study),　 Michacl　 Camcron　 (Univ.　 of
Minnesota),　 Donald　 Siniff　(Univ.　of　Minncsota),　 Yasuhiko　 Naito　(NIPR)
This　 study　 examined　 thc　 bchavioral　 adaptations　 of　 Weddell　 seals　 (Leptonychotes　 wedde〃 のto
the　 increasing　 cncrgy　 dcmand　 of　 lactation.　 Ficld　 studies　 were　 held　 from　 thc　 cnd　 of　 Octobcr　 to
early　 Decembcr　 at　brccding　 colonics　 in　Antarctica,　 around　 the　 Japancsc　 Syowa　 station　 (69.00　 S,
39.58　 E),　 in　 1999,　 and　 in　Ercbus　 Bay,　 McMurdo　 Sound　 (77.75　 S,　166.50　 E),　 in　2000.　 Scvcral　 data
loggers　 (dcpth,　 tcmpcraturc　 and　 still　 picturc)　 wcrc　 used　 to　monitor　 thc　 bchavi(、r　 of　 adult　 l℃malcs
with　 12-　 to　49-day-old　 pups.　 Thc　 loggcrs　 wcrc　 dcploycd　 on　 frec-ranging　 scals　 (1999,　 n　=　 11;　 2000,
n　=　30)　 for　 more　 than　 one　 day.　 At　 loggcr　 dcpl()ymcnt,　 scals　 wcrc　 ancsthctizcd　 with　 thc　 inhalation
ancsthctic　 scvonurane.　 Thc　 standard　 lcngth　 and　 axillary　 girth　 of　 cach　 animal　 wcrc　 mcasurcd　 to
calculatcねtncss　(=　 girth　 /　lcngth).　 Diving　 bchavi(、r　 varicd　 markedly　 among　 individuals.　 Somc
scals　 did　 not　 dive　 bclow　 50　 m,　 while　 others　 spent　 morc　 than　 30%　 (、f　thetimc　 on　 rcpcatcd　 dccp
dives.　 The　 pictures　 takcn　 by　 thc　 undcrwatcr　 camcra　 mountcd　 on　 scals　 illustratcd　 that　 thcy
somctimcs　 encountcrcd　 prcy-1ikc　 particlcs　 scattering　 at　the　 dcpth　 around　 300　 m　 and　 capturcd　 fish
in　somc　 cases.　 Total　 time　 pcrccntage　 cngaged　 to　thc　 deep　 dives　 significantly　 corrclated　 with　 date,
pup　 age　 and　 fatness　 of　 thcmsclvcs.　 Dccp　 diving　 bchavior　 appcars　 to　 compcnsatc　 lbr　 incrcasing
encrgy　 demandof　 pups.　 Since　 thinncr　 fcmalcs　 spent　 more　 time　 on　 dccp　 diving,　 wc　 concludcd　 that
nursing　 Wcddcll　 scals　 adjust　 thcir　 bchavior　 according　 to　thcir　 own　 energy　 storcsdccrcasing　during
lactation.
南極における野外実験は,ウ ェッデルアザラシ繁殖期の ユ0月から]2月 にかけて,昭 和基地(1999年)お よび
マクマード基地(2000年)周 辺において行われた.各 個体が,授 乳期のエネルギー要求度に応 じて示す行動
的適応を調べるために,深 度 ・温度 ・静止画像を記録するデータロガーを,生 後12日 から49日 の新生仔を持
つ雌個体41頭(昭 和基地周辺で11頭,マ クマード基地周辺で30頭)に 装着した.個 体は麻酔により不動化 し
てロガーを装着した.そ の際,胴 回り長と標準体長を測定して,各 個体の肥満度(=胴 回り長/体 長)を計算し
た.]か ら3日後にロガーは回収した.潜 水行動は個体毎に大きく異なっていた.50m以 深の深い潜水を全く行
わない個体がいる一方で,30%以 －iiの時間を深い潜水に費やす個体もいた.個 体に装着した画像ロガーによ
って得られた映像 によると,アザラシは300m前 後まで潜った際に,し ばしば餌状の粒子が濃密に分布する層
に遭遇した.魚 を捕獲するシーンをとらえた画像も得られた.各 個体 が深い潜水に費や していた時間割合は,






Japanese　 projects　 on　the　terrestrial　 biology　 in　theArctic　 and　 their　 prospect
神 田 啓 史(極 地 研)
　　　　 　　　Hiroshi　 KANI)A　 (National　 Institute　 of　Polar　 Research)
　 The　 history　 of　 the　 research　 pr()jects　 perf()rmed　 in　 the　 Arctic　 by　 Japanese　 is　young.　 The
geological　 and　 biological　 researches　 set　 in　Svalbard　 since　 1985　 were　 probably　 the　 first　pr()ject.
A丘er　 the　 collapse　 of　Soviet　 Union,　 a　tendency　 toward　 the　 intemational　 cooperation　 relevant　 to　the
Arctic　 regions　 had　 been　 enhanced.　 At　 the　 time,　 Arctic　 Environmental　 Research　 Cent6r　 (AERC)
was　 established　 in　NIPR　 in　 l990　 and　 opport皿ities,　 which　 Japanese　 scientists　 can　 access　 to　the
Arctic　 regions,　 have　 been　 increased.　 Since　 NIPR　 also　 prepared　 the　 Japanese　 Ny-Alesund
Observatory　 in　Spitzbergen,　 Svalbard,　 more　 than　 30　 scientists　 of　the　terrestrial　 biology　 have　 studied
there.　 Similarly,　 the　 recent　 situation　 in　Japanese　 projects　 conceming　 with　 Alaska,　 Arctic　 Canada
and　 Siberia　 is　increasilgly　 going　 to　change.　 The　 preliminary　 researches　 have　 carried　 o㎡iat'several
sites　in　the　 Canadian　 High　 Arctic　 in　July,　 2001.　 Expedition　 Fiord,　 White　 Glacier　 in　Axel　 Heiberg
Island　 and　 Oobloyah　 Bay,　 glaciers　 of　Krieger　 Mountains,　 Weber　 Glacier　 in　Ellesmere　 Island　 are
selected　 as　 candidate　 fields.　 Comparing　 with　 the　 ecological　 study　 at　the　 glacier　 fbreland　 in
Spitzbergen　 Island,　 new　 research　 pr()ject　 will　 commence　 to　 clarify　 the　 ecological　 change　 of
vegetation　 and　 eco-physiological　 characteristics　 at　the　 glacier　 in　the　 Canadian　 High　 Arctic,　 which


































Takayuki　 NAKATSUBO　 (Graduate　 School　 of　 Biosphere　 Sciences,　 Hiroshima　 Univ.)
中坪孝之(広 島大 ・院 ・生物圏)
Current　 global　 warming　 predictions　 indicate　 that　 warming　 will　 be　 more　 pronounced　 at
high　 latitudes　 in七he　 Nor七hern　 Hemisphere.　 It　 is　 considered　 tha七the　 matter　 flow　 rates
in　 the　 high　 arctic　 ecosystem　 are　 strongly七empera七ure-1imited　and七herefore　 especially
sensi七ive　 to　 the　 warming.　 However,　 quanti七ative　 da七a　 on　 the　 matter　 flow　 in　 七he　 high
arctic　 terrestrial　 ecosystem　 are　 limited.
In　 order　 to　 study　 the　 carbon　 cycle　 in　 the　 high　 arctic　 terres七rial　 ecosystem　 and
to　 construct　 a　compartment　 model　 for　 describing　 the　 cycle,　 we　 conducted　 a　series　 of
む
fieldstudies　 inadeglaciated　area　 in　 Ny-AIesund.　The　 poolsand　 flows　 of　carbon　 studied
are:　 total　 soil　 carbon,　 ρ1ant　 biomass,　 microbial　 biomass,　 total　 soil　 respira七ion,　 roo七
respira七ion,　 primary　 production　 of　 七he　 vascul　 ar　 pl　an七 　 S∂　7　ix　 po　 7ar　is　 and　 pri　mary
production　 of　 mosses.　 The　 data　 sug9est　 that七he　 ecosystem　 is　 likely　 to　 be　 a　ne七sink
of　 carbon.　 However,　 recent　 studies　 on　 the　 net　 ecosystem　 production　 (NEP)　 have　 shown
that　 NEP　 varied　 considerably　 depending　 on　 climatic　 conditions　 and　 on　 the　 physiological
status　 of　 the　 plants.　 Ecological　 meaning　 of　 七hese　 results　 is　 discussed　 in　 relation




演者 らの研究 グループは、高緯度北極 の陸上生態系の炭 素循環 を明 らかに し、その コ ンパ
ー トメ ン トモデ ルを作成す る 目的で、北極 二 一オル セ ンにお いて一連の野外測定 を行 な って
きた。 これ まで に、土壌炭 素プール、植物 お よび微生物 のバ イオマス 、全土壌 呼吸 、根 の呼
吸 、キ ョクチヤ ナギ および蘇類の 一次 生産量 のデ ータが得 られてい る。 これ らの結果 か ら、
調査地の生態系 が炭素の シ ンクになっている ことが示唆 され た。 しか し、最近行 なわ れた測
定 か ら、生態系 純生産量(NEP)が 気象条件 や植物 の生理状態 によって きわめて大 き く変動 す
るこ とも判 明 した。 これ らの結果 の意味 と今後 の研 究の展望 について述 べ る。へ蕊や
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Progress and current state of research on terrestrial ecology of arctic Alaska
   /.1‘a 
Satoru Kojima  (T.W.C.U., Tokyo, Japan)
 OT3
      Alaska is one of the regions in the north, that have been very well studied hence become 
quite well known for its ecological characteristics owing to the researchers' effort mainly of the 
University of Alaska and their associates. Research status, nevertheless, used to be  rudimentary 
before 1950s because of extremely harsh physical environment, remoteness of the region, and very 
poor accessibility. Only handful of  studies primarily on flora and fauna existed  sporadically.  However, 
since 1950s Alaska became a focal point of research stimulated by increasing social concern and 
interests from the national defense and resource exploration point of view. Yet, it was late 1960s to 
early 1970s that full-scale research on terrestrial ecosystems was initiated in conjunction with the IBP 
(International Biological Programme) and U.S. TBP (Tundra Biome Program) activities. Barrow was 
designated as an intensive study site for IBP.  Tremendous research effort was then made to analyze 
and describe ecosystem structure, primary productivity, biogeochemical cycles,  CO2 evolution, 
microbial communities, and so on. As a result, a fare amount of knowledge and information about the 
Alaskan arctic ecosystems have accumulated. In 1970s, MAB  (Man and Biosphere) started, which 
resulted in developing the ITEX research later in 1990. Toolik Lake became a central point of the 
ITEX studies in Alaska. In the mean time in  1970s, large-scale environmental impact assessment 
studies were carried out in conjunction with the construction of the Alaska Pipeline, which brought up 
a considerable knowledge on various features of northern ecosystems. In 1980s, a new research 
initiative, IGBP (International Geosphere-Biosphere Programme), started to promote global changes 
science. IGBP related studies focused upon functional aspects of ecosystems such as assessment of 
GHGs emission, evaluation of carbon budget and role of northern ecosystems, prediction of response 
and feedback of the northern ecosystems to global environmental change, and so on. Four sites were 
selected  to link Alaska to  FLUXNET and  AMERIFLUX. Meanwhile, IASC (International Arctic 
Science Committee) adopted FATE as a comprehensive research plan related to terrestrial  ecology. 
       As for Japanese involvement in ecological research in Alaska, not many activities were found 
until 1990s. There were some sporadic studies conducted by individuals or some university teams. I  
late 1990s,  however, an institutional Japanese involvement in Alaska was initiated to develop a 
research station IARC (International Arctic Research Center) in the University of Alaska, Fairbanks. 
It is a research station established, managed and operated jointly by U.S.A.  (Univ. of Alaska, NSF) 
and Japan (NASDA, JAMSTEC). The station was opened in 1997 and research projects are presently 
going on. As far as terrestrial ecology is concerned, a project administered by Dr. K. Kushida of 
Hokkaido University is currently under way. Its main aim includes: 1) to identify ecological zones of 
Alaska along a north-south transect from the North Shore to the Pacific Coast, 2) to describe 
vegetation and soil characteristics of representative zonal ecosystems, 3) to determine optic 
characteristics of the representative ecosystems via remote sensing technique, 4) to determine forestry 
characteristics, and 5) to elucidate fire history and ecological significance of wild  fires in Alaska.
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Modeling spectral reflectance from tundra in Alaska for  satellite data interpretation.
Keiji  Kushidal, 
Masami  Fukudal






Institute of Low Temperature Science, Hokkaido University, Sapporo, Japan 
College of Arts and  Sciences Tokyo Women's Christian University, Tokyo, Japan 
International Arctic Research Center, University of Alaska, Fairbanks, Fairbanks, USA 
Graduate School of Agriculture, Hokkaido University, Sapporo, Japan 
Institute for Basin Ecosystem Studies, Gifu University  Gifu, Japan
We measured and modeled  spectralretlectance factors on an Alaskan north-south transect in 
order to understand possibilities of spectral decomposition of tundra, and forest  floors of 
tundra-taiga transition and taiga vegetation Vegetation distribution in tundra zone indicates 
distribution of methane emission from tundra as well as active layer thickness and vegetation 
change with climate change. These distributions relate terrestrial carbon budget in tundra. 
In tundra-taiga transition zone, vegetation classification concerns with both methane emission 
and forest  tire influence. Radiative transfer modeling gives a basis for interpreting remotely 
sensed data on taiga and tundra  vegetation.  There are many radiative transfer models of 
vegetation canopies, however, little field measurements of spectrum of tundra and taiga 
forest elements except for studies by Daughtry (1989) and Mesarch et al. (1999) in North 
America or BOREAS Project (Williams,  1991; Sellars et al., 1997) in Canada. If number of 
tundra and taiga forest components are enough small that we can easily decompose the whole 
spectrum into the components, accumulation of the componential spectral characteristics and 
interpretation of the whole spectral reflectance from this are useful. Tundra vegetation and 
taiga forest floors are composed by small patch of plant species. Some plant species may  he 
spectrally separated, and others may not. Spectral decomposition of plant species 
corresponding different methane emission shows usefulness of remote sensing for methane 
emission distribution mapping. As a result of principal component analysis of multispectral 
data observed in about twenty points in each of the five quadrats along the Alaskan north 
—south transect, each of the spectrum of: (1) coastal tundra, (2) alpine tundra, and forest floor 
of (3) tundra — taiga transition, (4) taiga (Coldfoot), and (5)  taiga (Fairbanks) were expressed 
as a liner combination of 7 to 5 component spectrums. These liner mixture models are 
useful for interpreting the satellite data in this region.
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                   Potential CO2-flux from a Siberia 
                   M.  Boelteri, W.  MUller-Lupp, . Take 
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      During a field study in August 1999 measurements 
      different soil profiles in an Arctic tundra  environm( 
      Siberia. Samples from 6 discrete depth layers, from 
      table at 49 cm, were incubated at in situ temperature! 
      show different characteristics, they are  Psammc 
      Aquiturbels in the deeper horizons. The soil  respirati
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D  a fi  y  gust 9 9 easurements were performed on CO2-evolution from 
ifferent oil profiles in an Arctic tundra  environment at Samoylov Island, Lena Delta, East 
i eria. amples from 6 discr te depth layers, from surface horizon down to the permafrost 
le t 9 cm, were incubated at in situ temperatures in a dynamic chamber system. The soils 
ow i ferent characteristics, they are  Psa m^turbels in the top layers and Glacic 
uiturbels in the d eper horizons. The soil  on data were combined with temperature 
measurements in depth layers of tundra environment near Tiksi. Records were obtained for 6 
depths within the active layer (0 — 49 cm) with thermistors and recorded by an automatic 
weather station (GAME-Siberia Project). Data are available for the time period between 
September 1997 and August 1999. The temperature data are split into intervals  of  -5  —  0,  0  — 5, 
5 — 10, 10 — 15, and >15 centigrades, and appropriate time spans for these temperature ranges 
are calculated for each month. These periods are regarded as time spans for different levels of 
soil microbial activity, as described by the in situ CO2 production. Corresponding values of 
CO2 production rates for the time spans of the temperature ranges are taken from the field 
measurements. Time spans of the temperatures (in hours) and CO2 production rates (mg CO2 
 g-1  h-1) can be used to calculate overall flux rates for a specific environment. Thus obtained 
results show high potential flux rates. By converting these data to area related figures we find 
fairly high CO2 production rates for individual months, at levels of about 100 g CO2  m-1  d-1, 
e.g., for July 1999. However, the CO2 production is at zero level for long time in the year. 
These data are discussed in relation to results from other studies. Although changing effects 
due to changing substrate conditions, the effects of physical factors, especially freezing and 
thawing, show a central position in the control of the CO2 flux from tundra soils.
1  corresponding author's address: 
Institute for Polar Ecology 
University of Kiel 










Satellite　 ocean　 color　 observations　 at　Syowa,　 East　 Antarctica
渡 邉 研 太 郎 ・平 詳 享 ・福 地 光 男(極 地 研)
　 　 　WATANABE,　 Kentaro,　 HIRAEAKE,　 Tooru　 and　FUKUCHI,　 Mitsuo　 (NIPR)
　 An　 ocean-color　 satellite　 data　 receiving　 system　 was　 installed　 at　Syowa　 station　 (69°Oo's,　 39°35'E)
and　 the　 data　 has　 been　 received　 since　 late　 January,　 2000　 for　 monitoring　 primary　 productivity　 in　the
Indian　 Sector　 of　the　 Southern　 Ocean　 north　 of　Syowa.　 The　 antenna　 was　 installed　 oll　the　 tiorth　 slope
near　 the　 environment　 research　 building　 at　Syowa　 and　 the　 number　 of　 the　 data　 received　 changed
seasonally　 (Fig.　 1).
　 The　 data　 were　 brought　 to　 the　 Center　 for　 Antarctic　 Environment　 Monitoring　 at　the　 Nati()nal
Institute　 of　 Polar　 Research(NIPR)inTokyoforprocessing　to　 transfer　 to　 Goddard　 Space　 Flight
Center　 of　 NASA.　 The　 coverage　 of　the　 station　 includes　 Kerguelen　 Is.　and　 Weddell　 Sea.　 The　 increase
of　estimated　 chlorophyll　 concentration　 was　 observed　 in　the　 water　 north　 of　fast　 ice　edge　 near　 Syowa
in　March,　 2000　 after　 R/V　 S田RASE　 left　for　 home　 from　 Syowa.
昭和基地 周辺海域の基礎 生産 をモニターするため、第41次 南極地域 観測隊 にお いて、漁色 衛星 受信 シ
ステム　(TeraScan、 　 SeaSpace　 Co.)　を基地(69°00'S,39°35'E)に設 置 し、2000年1月 末 よ り衛 星
漁 色データ　(SeaWiFS/Orbview-2)　 の受信 を開始 した。受信 アンテナ(直 径1.2m)は 環境科 学棟海側 の北
向 き斜面 に設置 し、約70mの ケーブルで同棟内の受信処理装 置へ接続 した。記 録用DDSテ ープ交換 のほ
か、毎週度電子 メー ルで送 られて くる軌 道情 報の更新な どを行 った。可視光域 の衛星か らの観 測が昼 間の
領域 に限 られ るた め、100ラ イ ン以上の受信パ ス数、月間最 大受信ラ イン数 は図1の 様 な季節 変化 を示 し
た。
4月 上旬 に入 り受信 ライ ン数が減少 し、1週 間ほ どで受信 で きな くなった。 受信 アンテナの アラ イメン
ト調整 を行 なって一 時復旧 したが、再び次第 に受信 ライン数が減少 した ため適 宜ア ライメン ト調整 を繰 り
返 した。11月 にな りアラ イメ ン ト調整 の必要が な くなった ことな どか ら低温 障害 と考 え られ る。第43次
隊 で レ ドーム内の ヒーター容量 を大 き くす る計画で ある。
データは日本 へ持ち帰 り、国立極 地研究所の南極圏環境 モニタ リング研究セ ンターで処理 され、　NASA
との契 約に従 ってGoddard　 Space　Flight　 Center　 へ送 られ、研究者の利用 に供 されて いる。 受信範 囲 は
イン ド洋南部のケルゲ レン島か らウェ ッデル海 に及 ぶ範囲 をカバー してお り、 「しらせ」 が昭和基地 か ら
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Figure　 1.　Seas　 onal　 variations　 of　the　 number　 of　passes　 and　 themonthly　 maximum　 number





Intera皿ual　 variability　 of　spring　 bloom　 in　the　 southwestern　 Okhotsk　 Sea
-　 ApProach　 using　 sateRlite　 multi-sensor　 remote　 sensing－
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　 We　 examined　 year-to-year　 variability　 of　 chl-a　 distribution　 in　spring　 bloom　 during　 1998-2000,　 by
use　 of　 8days　 mean　 chlorophyll　 a　 (ch1-a)　 concentration　 image.　 To　 study　 the　 relationship　 between
chl-a　 concentration　 and　 sea　 ice,　 we　 employed　 SSM/1　 8days　 sea　 ice　 concentration　 image.　 In　 1998,
the　 regions　 where　 chl-a　 concentration　 became　 maximum　 were　 two　 types.　One is　that　 the　 period
when　 chl-a　 concentration　 became　 maximum　 was　 the　 same　 period　 when　 sea　 ice　 melted.　Another　 is
that　 the　 period　 when　 chl-a　 concentration　 became　 maximum　 was　 late　 fbr　 sea　 ice　 melted.　In　 1999,
almost　 all　of　the　 regions　 show　 the　 same　 period　 when　 chl-a　 concentration　 became　 maximum　 and　 sea
ice　 melted.　 In　 2000,　 the　 period　 when　 chl-a　 concentration　 became　 maximum　 was　 same　 in　almost　 all
the　 regions,　 and　 did　 not　 correspond　 so　 much　 with　 sea　 ice　 melted.　Consid r about　 entire
southwestem　 Okhotsk　 Sea,　 in　 l998,　 sea　 ice　 melted　 early　 and　 chl-a　 concentration　 peak　 was　 also
early　 (April.7-Aplil.14　 (6.25mg/m3)).　 Whereas,　 in　 1999,　 sea　 ice　 melted　 later　 than　 in　l998,　and　 chl-a
concentration　 peak　 was　 later　 and　 larger　 than　 l998　 (May.1-May.8　(9.19mgl3)).　 It　may　 suggest　 that
the　 time　 when　 sea　 ice　 melted　 and　 the　 amount　 of　 the　 sun　 light　 increased　 and　 became　 stratification
were　 matched　 up.　 Although,　 in　2000,　 sea　 ice　 melted　 as　 late　 as　 in　 l999,　 there　 were　 no　 remarkable
chl-a　 concentration　 peak　 and　 chl-a　 concentration　 was　 extremely　 low.
本研究ではオホーツク海南西部における1998年 ～2000年 の春季ブルームの年々変動の
詳細について解析することを目的とする。オホー ツク海南西部のク ロロフィル　a　(chl-a)濃
度分布はSeaWiFS　 8days平 均画像か ら解析 した。SeaWiFS　8days　chl-a濃度画像 とSSM/18days
海氷密接度分布画像 とを用いて海氷 と春季ブルームの関連性を調べた。
chl-a濃 度が最大になる時期は海氷が最も早 く融解 した1998年 では、海氷融解時期とchl-a
濃度最大値を示す時期がほぼ一致 している場所 と海氷融解時期か ら遅れてch1-a濃 度の最
大値 を示す場所 とが混在 していた。1999年 では全体的に海氷の融解が早かった場所か ら
chl-a濃 度の最大値を示 した。2000年 では似た時期にchl-a濃 度の最大値を示す場所が多く、
海氷融解時期 との一致は少なか った。南西部全体でみると1998年 では海氷の融解が早 く、
chl-a濃 度も早期か ら高ま りを見せ ピークを迎える時期は3年 間で最 も早かった(4月7日
～4月14日(6.25mg/m3))。 一方、海氷の消失が遅かった1999年 では、　chl-a濃 度の増加量が
大 きく、ピーク時のchl-a濃 度 も3年 間で最 も高 い値を示 した(5月1日 ～5月8日(9.19mg/m3))。
理由 としては、海氷融解時 と日射量が増え、成層化が起 こる時期とが重なったことが考え
られ る。 しか し1999年 同様、海氷融解が遅か った2000年 では他の2年 間のような大きな




Acclimation　 of　psychrophilic　 phytoplankton　 to　the　 light　 environment
菓 子 野 康 浩1、 佐 藤 和 彦1、 工 藤 栄2(1姫 路 工 大 ・理 、2国 立 極 地 研 究 所)
Kashino　 Yl,　Satoh,　 Kl,　Kudoh　 S2,　(1Himeji　 Institute　 of　Technology,　 2NIPR)
For　 the　 precise　 understanding　 of　 light-adaptation　 mechanisms　 in　ice　 algae,　 we
investigated　 the　 composition　 changes　 of　 their　 photosynthetic　system　 and
photosynthetic　 pigments　 under　 the　 different　 growth　 irradiance.　 Ice　 algae,
which　 were　 isolated　 from　 Saroma-ko　 Lagoon,　 and　 two　 species　 of　 mesophilic
diatom　 were　 cultivated　 under　 different　 irradiance.　 The　 changes　 of　 pigments
were　 analyzed　 by　 HPLC.　 The　 alteration　 of　 photosystems　 under　 different
irradiance　 were　 assayed　 by　 77K　 fluorescence　 spectra.　 The　 changes　 of
polypeptide　 composition　 in　photosynthetic　 system　 were　 assessed　 by　 a　modified
SDS-PAGE　 system　 in　conjunction　 with　 immuno-staining.　Those　 obtained　 data
suggested　 the　 unique　 light-adaptation　 mechanisms;　 the　 light　 harvesting　 system
decreased　 under　 low　 irradiance,　 the　 ratio　 of　 photosystem　 I　to　 photosystem　 II
changed　 drastically　 under　 different　 irradiance.
珪 藻類 は種 々の海域 で優 占群集 を形 成す る。海 氷 の発達す る海 域 にお い
て もアイスアル ジーや春 季～夏季 にか け海 洋 表層 におい て主要な構成 要
素 とな り基礎 生産活 動 を営んでい る。 これ らの珪 藻類 は海 氷 存在の有 無
や 季節 的な 日射 の変動 、あ るいは海 洋表層 の鉛 直混合 の変化 に伴 った光
環境 の変化 に対 して光合成機構 を調 節 し、そ の環境 での生命 の維 持 は も
ち ろん、効率 的な基礎 生産活動 を営む こ とで優 占群集 とな ってい る と思
われ る。 私た ちは、主 に常温性 の珪 藻 を使 って この調節機 構 につい て調
べ、その機構 が よ く調 べ られ てい る高等植 物や 緑藻 な どの場合 とは大 き
く異 な ってい る可能性 を指摘 して きた。 つ ま り、弱光 下で補助 色素 の割
合 、そ して系1の 割 合 を大 きく減 ら してい る とい うもので ある。今 回、
サ ロマ湖か ら単離 した アイ スアノレジ一株 、そ して比較 のた め常温性 の珪
藻Chaetoceros　 gracilisお よaS　Phαeodαctylum　tricornutttmを 使 って解析 し
た結 果 を報 告す る。 高速 液体 クロマ トグ ラフ ィー　(HPLC)に よる色 素
組成分析、そ して液体窒素温度での蛍光発光 スペ ク トル解析 、電気泳動 ・
免疫染 色に よるタ ンパ ク質組成分析 を組み合 わせ る ことに よ り、生育光
強度 が変わ る ことに よ り、光捕集系 を含 めた光合成 系 が どの よ うに調節
され るか を総合的 に分析 した。
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南 極 海 に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 色 素 分 布
Phytoplankton　 pigment　 distribution　 in　the　Antarctic　 Ocean
橋 渡 史 典1、 菓 子 野 康 浩1、 佐 藤 和 彦1、
梅 田 晴 子2、 濱 田 千 昭3、 工 藤 栄4、 平 課 享4、 渡 邊 研 太 郎4、 福 地 光 男4
(1姫 路 工 大 ・理 、2総 研 大 、3日 油 技 研 、4国 立 極 地 研 究 所)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F　Hashihamal,　 Y　 Kashino1,　 K　 Satohl,
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(iHimeji　 Inst.　Tech.,　 2Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies,　 3Nichiyu　 Giken　 Kogyo　 Co.,　Ltd.,　4NIPR)
In　 the　 high　 latitude　 waters　 such　 as　 the　 Antarctic　 Ocean,　 many　 kinds　 of　 organisms　 constitute　 an
ecosystem,　 whose　 biomass　 is　large.　 In　 this　 ecosystem,　 the　 phytoplankton　 havearole　 of　primary
producer.　 And,　 an　 underwater　 light　 environment　 fbr　 the　 photosynthesis　 is　diffrerent　 in　 depths　 or
places.　 It　 is　 considered　 that,　 fbr　 the　 ef丘cient　 photosynthesis,　 the　 phytoplankton　control　 the
composition　 of　 pigments　 and　 photosynthetic　 system　 under　 different　 light　 environment.　However,
the　 light-acclimation　machinery　 of　 photosynthetic　 system　 in　 phytoplankton　u der　 the　 l w
temperature　 is　not　 yet　 well　 known.　 In　this　 work,　 we　 assessed　 the　 light-acclimation　 mechanisms　 of
phytoplankton　 in　 the　 Antarctic　 Ocean　 based　 on　 their　 pigment　 composition.　The　 phytoplankton
was　 collected　 by　 filtration　 of　seawater　 (2　to　43L)　 from　 different　 depths　 in　 l6　 stations　 between　 early
December　 l999　 and　 mid-March　 2000.　 The　 photosynthetic　 pigments　 of　 collected　 phytoplankton
were　 analyzed　 using　 HPLC.
The　 distribution　 of　pigments　 in　this　 area　 during　 the　 sampling　 period　 appeared　 through　 this　 analysis.
It　 allowed　 us　 to　 estimate　 the　 composition　 of　 phytoplankton.　Here,　 we　 will　 mainly　 focus　 on
diatoms　 dominated　 in　the　 high　 latitude　 waters　 and　 discuss　 its　acclimation　 system　 to　the　 change　 of
light　 environment.
南極海 のような高緯度地域の海域で も多種の生物が生息 し、生物量も豊富である。そ し
て、その生態系では多種の植物プランク トンが基礎生産者 の役割 を担っている。その光合
成 を行 うために必須条件 となる光環境は深度や場所 によって異なっていて、その光環境に
合わせて植物プランク トンは色素組成 ・光化学系の量比を調節 し、効率的な光合成を行っ
ていると考え られている。現在の ところ、低温下での光環境変化 に対 して植物プランク ト
ンが光合成系をどのように調節す るのか未解明な部分が多い。そこで、本研究では南極海
における植物プランク トンの光合成系が(光)環 境の変化に対 して どのよ うに応答 してい
るのかを明 らかにする 目的で、夏期の南極海で採取 した植物プ ランク トンについてHPLC
による色素分析を行った。採取 したサンプルは、1999年12.月 上旬か ら2000年3月 中旬
にかけて合計16地 点(110°Eに 沿って42°～59°Sで5地 点、150°Eに 沿って47°～63°Sで5
地点、80°E・61°S付近で2地 点、昭和基地近海で4地 点)で 、深度を変えて2～4.3Lの 水
を汲み上げ、それを濾過す ることによって得 られた。
この分析により、採取時点、採取地点における色素分布が明 らかにな り、またその色素
組成 よりどの ような種類の植物プランク トンがどのような割合で存在 しているかを推定す




2000/01年 夏季 南極海 イ ン ド洋 区 にお ける一 次生産過程 の特 性
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Phytoplankton　 abundance　 and　 production　 were　 investigated　 in　the　 Indian　 sector　 of　the　Antarctic　 Ocean　 in　January
and　 February　 of　2001,　 during　 the　 Voyage　 6　0f　RMV　 Aurora　 Australis.　 Primary　 productivity　 using　 l3C　 uptake
method　 was　 measured　 after　 24　 hours　 of　 incubation　 (simulated　 in　situ).　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 High　 chlorophyll　 a　 concentrations
(1.81±0.64　 pg・L'1)　 and　 production　 rates　 (25.6士12.4μg　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 CIU1・day'i)　 occurred　 in　Prydz　 Bay　(south　of　67°S),　whereas
they　 were　 low　 in　 the　 open　 waters　 north　 of　 67°S　 (0.24士0.14μg・L'1and2.8土2.l　Ltg・L'1,　respective y).　 A
significant　 relationship　 was　 obtained　 between　 chlorophyll　 o　 concentration　 and　 production.　 Relationship
between　 total　 daily　 photon　 flux　 and　 light　 utilization　 efficiency　 suggests　 that　 phytoplankton　 production　 was　 not
limited　 by　irradiance　 and　 was　 effectively　 conducted　 under　 low　 light　 intensity　 in　the　surveyed　 area.
南極 海 イ ン ド洋 区 に お け る 一・次 生 産 過 程 の
特 性 を調 べ るた めに、 オー ス トラ リア 南極観 測
隊 「オー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス}封 の航海 に乗
船 した。
〈材 料 ・方法 〉 植 物 プ ラ ン ク トンの生 産量 は、
13Cを 用 い た 疑似 現 場 法 で 見積 っ た。 ク ロ ロ
フ ィルa濃 度 は 、DMF抽 出に よる蛍 光法 で求 め
た 。 航 海 中 の 環 境 デ ー タ は 、　Marine　 Science
Support　 (AAD)　 に よった。
〈 結 果 ・考 察 〉 表 面 水 中 の ク ロ ロ フ ィル μ濃
度 は 、0.08～3.27Ft9・L-1のIMで変 動 した 。1.O
p9・L'iを 超 え る 値 は 、 ブ リ ッ ツ湾 奥 部 で 観 測 さ
れ た(図1)、,南 緯67度 以 南 の 海 域 に お け る'ド
均 濃 度 は 、1.81士0.64μg・ul(n=14)であ り、 南
緯67度 以 北 の0.24土0.14μg・U](n=43)に比 べ 、
約7倍 で あ っ た 。
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図1.表 面水中の クロロフィル(1濃 度の水平分布.
生 産 量 は 、0.5～46.6ttgC・L'1・day'iの 間 で 変 動
し た 。 ク ロ ロ フ ィルa濃 ・度 と1同 様 に 、10
μgC・じ1・day'1を 超 え る値 は 、ブ リ ッ ツ 湾 奥 部 で観
測 され た 。南 緯67度 以 南 の 海 域 に お け る 平均 濃
度 は 、25.6±12.4ptgC・L'i・day'i(n=14)であ り、
南 緯67度 以 北 の2.8士2.lptg・L'1(n=43)に比 べ 、
約9倍 で あ っ た 。
ク ロ ロ フ ィルo濃 度 と 生 産 量 の 間 に は 有 意 な
関 係 が 得 られ た(p〈0.Ol)(図2)。 一方 、 光
合 成 有 効 放 射 硅(PAR)　 と ク ロ ロ フ ィル 当 た り
の 生 産 量 の 問 に は 有 意 な 関 係 が み られ な か っ た。
ま た 、　PARと 光 利 川 効 率(Ψ)の 間 に は 双 曲 線
? ?
?
　 　 を ヨ あ
　　　　　　　　　　 Ch1・r・phyll　(t　c・ncenti'ati・n　q・g　L-i)
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図3.　 PARと 光 利 用 効 率(Ψ)の 関 係.黒 丸 が 本 研 究 、
赤 丸 はFalko、1　 ski　&Raven　 (　1　997).
の関係 とな った(図3)。 今回得 られたΨは、
過去の報告 に比べ若干高 めで、特 にPARが 低い
ところでその傾向が顕著であった。 こ うした結
果か ら、 当海域 にお ける …次生産過程 は、光に










1999/2000年 の南極 海イ ン ド洋区におけ る珪藻群集 の水 平分布
Horizontal　 distrlbution　 of　diatom　 assemblages　 in　 the　 Indian　 sector　 of　the　 Antarctic　 Ocean　 in
1999/2000.
五味泰史(東 北大 ・院 ・農)、 梅 田晴子(総 研大 ・極 地研)、 濱 田千昭(日 油技研工業)
渡邉研太郎(極 地研)、 福地光 男(極 地研)、 谷 口旭(東 北大 ・院 ・農)
Y.　 Gomi　 (Graduate　 School　 of　 Agriculture,　 Tohoku　 Univ.),　 H.　 Umeda　 (Grad.　 Univ.　 Advanced
Studies),　 C.　 Hamada　 (Nichiyu　 Giken　 Kogyo　 Co.,　 Ltd.),　 K.　 Watanabe　 (NIPR),　 M.　 Fukuchi
(NIPR)　 &　 A.　 Taniguchi　 (Graduate　 School　 of　Agriculture,　 Tohoku　 Univ.)
南 極 海 に お け る植 物 プ ラ ン ク トンの現 存 量 や 種 組 成 は 異 水 塊 で は もち ろ んの こ と同 一 水 塊 内 に
お い て も 変 動 す る こ と が知 られ て い る 。 そ こで 砕 氷船 「し らせ 」 に よ り、 第41次 南極 地 域 観 測 隊
(1999/2000)が 昭 和 基 地 へ の往 復 の 際 に 、 東 経39～150度 、 南 緯54～67度 の南 極 海 域 にお い て バ
ケ ヅ表 面採 永 した 試 料 を用 い て植 物 プ ラ ン ク トンの種 組 成 お よび 量 の分 布 を調 べ た 。
全 試料 に お い て植 物 プ ラ ン ク トンの総 細 胞 数 の95.5%以 上 を珪 藻 が 占め て い た 。珪 藻 の 細 胞 数 は
2月17-25日 に南 緯65度 以 南 の 海 域 に お い て 平均413.6×103cells/1と 多 く、3月3-13日 に東
経90～150度 、 南 緯58～65度 の 海域 に お い て 平均135.4×103cells/1と 少 なか った 。 一 方 、12月
8～17日 に 南緯54～64度 、東 経39～110度 の海 域 にお いて は 平均205.2×103cells/1と 中 間 的 な値
で あ った 。
珪藻 群 集 で は　Chaetoceros　 curvisetum,　 Ch.　dichaeta,　 Ch.　 neglectum,　 Ch.　 sp.,　Corethron
criophilum,　 Dactyliosolen　 tenuijunctus,　 Fragilariopsis　 kerguelensis,　 F.　spP.　Pseudonitzschia
Spp.　 が 優 占 して い た 。南 緯65度 以 南 の海 域 ではDactyiiosolen　 tenuljunctusの 優 占率 が 高 く、最
高で86.2%に 達 した 。3月 前 半 の 平 均 細 胞 数 が 少 な か った海 域 で は 」Fragi!ariopsis　 Spp.　 が28.4%
も
以上(最 高63.2%)と 優 占 していた。一ー一方、12月 の南緯54～64度 、東経39～110度 の海域では
優 占す る種 が異 なるさ まざ まな群 集が不規則に分布 していた。この ような群 集の違 いを水塊 と時期
との点か ら議論 する。
The　 diatom　 spcies　 abundance　 and　 its　composition　 in　the　 sllrfa()e　 water　 in　the　 Indian　 sector　 of
the　 Antarctic　 Ocean　 was　 examined,　 using　 samples　 taken　 from　 December　 8,　 1999　 to　March　 13,
2000　 during　 by　 41st　 Japanese　 Antarctic　 Resea(}h　 Expedition　 (JARE41).　 Diatoms　 dominated,
accountillg　 fbr　 more　 than　 95.5%　 of　 total　 phytoplankton　abundance.　 Diatom　 abundance　 was
high　 (average　 413.6　 ×　103　 cells/1)　 to　 the　 south　 of　65つS　 in　 February　 17・25,　 low　 (average　 135.4×
1　03　cells/1)　 between　 58・65=　 S　 and　 90・150^　 E　 ln　March　 3-13,　 and　 intermediate　 (average　 205.2　 ×　103
cells/1)　 between　 54・65^S　 and　 39-110°E　 in　December　 8・17.　 Chaetoceros　 curvisetum,α2.　dichaθta.
Ch.　 neglectum,　 Ch.　 叩.,　 Corethron　 criophilum,　 Dactyliosolen　te皿ijunctus,　 Fragilariopsis
kergαeノ θ刀sls,五sPP.　 Pseudonitzschia　spP.　 dominated　 in　 diatom　 assemblages.　 」Dactylioso/en
tenuij'unctus　 dominated　 south　 of　 65・ 　S,　 accounting　 lbr　 up　 to　 86.2%.　 Fragilari'ρ ρsZs　 spp.
dominated　 in　 assemblages　 with　 low　 diatom　 abundance　 in　 March,　 accounting　 lbr　 more　 than
28.4%　 (maximum　 63.2%).　 Between　 54-64° 　S,　 39・110° 　E　 in　 December,　 a　mosaic　 of　assemblages
With　 different　 dOminant　 SpeCieS　 OCcurred.　 The　 CauSes　 Of　 diilbrmt　 dial,Om　 assembiages.　 Wi}　 be
discussed　 {'}・(J)m　l、he　view　 poiilt.s　 ()f　water　 Illass乏1nd　 seasOll.
一42
PM7
南 大 洋 に お ける連 続 プランクトン採 集器(CPR)と 光 学 的 プランクトンカウンター 　(OPOの 比 較
Comparison　 of　Zooplankton　 Abundance　 revealed　 by　 Continuous　 Plankton
Recorder　 (CPR)　 and　 Optical　 Plankton　 Counter　 (OPC)　 in　the　 Southern　 Ocean
梅 田 晴 子(総 研 大)・ 工 藤 栄 ・小 達 恒 夫 ・平 言睾享 ・福 地 光 男(極 地 研)
H.　Umeda　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies),　 S.　Kudoh,　 T.　Odate,
　 　 　 　 　 　 T.　Hirawake　 and　 M.　Fukuchi　 (NIPR)
　 Every　 December　 and　 March,　 Oceanographic　survey　 of surface　 water　 have　 been　 carried　 out　 in
the　 Indidan　 sector　 of　 the　 Southern　 Ocean　 austral　 summer　 as　 a　part　 of　 monitoring　 programs　 of　 thc
Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (JARE).　 During　 the　 JARE-41　 cruise,　 CPR　 (Conti皿ous
Plankton　 Recorder)　 observation　 was　 conducted　 in　 the　 three　 tracks　 (North-South　 line,　 West-East
line,　 South-　 North　 line).　 Concurrently,　 the　 continuous　 OPC　 (Optical　 Plankton　 Counter)　 observation
on　 board　 was　 carried　 out,　 which　 counted　 particles　 in　water　 pumped　 up　 from　 hull　 during　 the　 same
three　 tracks.　 The　 plankton　 abundances　 detected　 by　 CPR　 and　 OPC.　 Correlation　 between　 CPR　 and
OPC　 fluctuations　 was　 not　 clear　 at　 the　 present　 preliminary　 analysis.　 The　 plankton　 abundancc
detected　 by　 OPC　 was　 several　 orders　 of　 magnitude　 higher　 than　 that　 by　 CPR.　 Further　 analysis　 of　 thc
fluctuations　 in　the　 plankton　 distribution,　 should　 be　 conducted　 for　 each　 class　 of　particle　 size・
日本南 極 地域 観 測 隊(JARE)は 、砕 氷臆 しらせ に搭 載 され た表 面海 水 モニタリングシステム を用 いて海 洋環
境や 植物プランクトン、またOptical　Plankton　Countor(OPC)を 用いて動物 プランクトンを対 象とした粒子 の 観 測
を行っている。OPCは 平 行 ビームを粒子 に照射 することによって、水 中の粒 子 の数 とサ イズを自動 測 定 し、記
録していく観 測器 であり、南 大 洋 以外 の海域 においても動 物プランクトンの微 細 水 平 分布 の解 明 に用 いられ て
いる。しか し、粒 子 そ の もの の 正 体 や粒 子 数 変動 要 因な ど、判 っていないことが 多い 。そ こで本 研 究 で は 、
JARE41(1999～2000)に おいて、表面 海水 モニタリングシステム 、OPC、 及び連 続プランクトン採集 器(CPR)に よ
る観 測を同 時に行 い、OPCで 計 測され た粒 子 のサ イズ 毎 による分 布 とCPRで 採 集され た動 物プランクトンの
分 布の 比較 を行 いOPCで 計測 され る粒 子 の特 性 につ いて検 討 した。
OPCで 計 測され た粒 子 は、CPRの ネットの 目合 である300μm以 上 のサ イズ の粒 子 数 を5マ イル 毎 に積 算
し、総粒 子 量(counts/m3/5nmile)と 示 した 。CPRに ついてはCPRの 口径(1.4×1.4cm)か ら5マ イル 分 濾過 した
水 を算 出 し、m3あ た りの 総 現 存量(inds./m3/5nmile)で 示 した。比 較 を行った海 域 は3海 域 である(North-South
(SN)　line,　Wcst-East　 (WE)　 linc,　South-North　 (SN)　line)。　CPR試 料 に出現 した種 は 、小 型の カイアシ類 である
Oithona　spp.　(SN　linc;　60%,　WE　 line;　23%,　NS　line;　24%)とLimacina　 helicina　(SN　line;　O%,　WE　 linc;　65%・
SN　line;　42%)が 最 も優 占していた 。総粒 子 量と総現 存 量 の比較 の結 果 、OPCに よる総粒 子 量 が 、CPRに よる
総現 存量 を1～2桁 上 回っていた。また、CPRの 総現 存 量 は水 温 ・塩分 と相 関 関係 にあったの に対 し、総 粒子
数 では見 られず 、総 現 存 量の 増 減 と必ず しも一 致 しているとは言 えなか った 。本 発 表 では 、OPC粒 子 の どの
サ イズ レンジがCPRの 総 現存 量 と一致す るの かについて報告 し、OPCとCPRの 整 合 性 について検 討す る。
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1997～1999年 のノース ウォータポ リニア海域における生物起源粒子の沈降過程
SedimentationprocessesofbiogenicparticlesintheNorthWater(NOW)Polynyain1997-
1999.
三 瓶 真,佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大),服 部 寛(北 海 道 東 海 大),福 地 光 男(極 地 研)
M.　Sampei,　 H.　Sasaki　 (lshinomaki　 Senshu　 Univ.),　H.　Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M.　Fukuchi　 (NIPR)
　 　 Downward　 fluxes　 of　major　 biogenic　 panicles,　 such　 as　 phytoplankton　 cells　 and　 zooplankton　 fecal
pellets,　 were　 measured　 using　 moored　 sediment　 traps　 to　 identify　 the　 factors　 that　 control　 spatial　 and
temporal　 variations　 in　biological　 production　 in　 North　 Water　 (NOW)　 Polynya,　 )ocated　 in　the　 northem
Baffin　 Bay.　 Time-series　 sediment　 traps　 were　 deployed　 at　 ca.　200　 m　 below　 the　 sea　 surface　 and　 50　 m
above　 the　 bottom　 at　 six　 stations　 (N2,　 S5,　 S4,　 S2,　 D2　 and　 D1;　 75° 　to　 78° 　N)　 from　 September　 1997
through　 August　 1999.
　 　 　 　 　 At　 S　stations　 in　late　 spring　 (June),　 there　 was　 a　marked　 decrease　 of　mean　 total　 flux　 with　 depth
from　 630　 mg　 C　 m'2　 d"'　at　50　 m　 (Michel　 et　al.,　in　press)　 to　30　 mg　 C　 m-2　 d-1　at　200　 m.　 VVhile　 the　 flux
decrease　 in　 that　 depth　 range　 (50-200　 m)　 was　 95　 %　 in　June,　 and　 was　 80　 %　 in　 July.　 A　 distinction
between　 two　 periods　 was　 found　 that　 the　 loss　 of　mean　 FPC　 in　the　 50-200　 m　 depth　 range　 at　S　stations
was　 as　high　 as　98　 %　 in　June,　 but　 only　 52　 %　 in　July.　 The　 difference　 in　the　 flux　 of　fast　 sinking　 particles
represented　 by　 copepod　 fecal　 pellets　 in　 this　 case　 between　 June　 and　 July　 suggests　 that　 retention
processes　 (mediations　 of　particle　 sinking　 by　 heterotrophs)　 dominate　 over　 the　 period　 of　 high　 primary
and　 secondary　 productions　 (spring),　 resulting　 in　the　 significant　 supPly　 of　 denatured　 sinking　 particles
into　 epipelagic　 and　 upper　 mesoplegaic　 environments.　How ver,　 in　 the　 period　 of　 moderate
productions　 (summer),　 sedimentation　 (particle　 sinking　 with　 less　 loss　 processes)　 can　 be　 an　 important
role　 in　 transports　 of　organic　 matter　 into　 mesopelagic　 and　 benthic　 environments　 of　the　 present　 NOW
area.
NOWポ リニ アの6測 点 にお いて、海表 面か ら約200m及 び海 底か ら約50mに 設置 したセデ ィ
メ ン トトラ ップ を用 いて植 物 プ ランク トン及び糞粒 フラ ックス の観測 を行 った。S測 点(S2,S4,S5)
のPOCフ ラ ックス と糞粒 フラ ックスの平均値 を表層浮遊型セデ ィメ ン トトラ ップによ り観測 され
た50mの 値 と200m層 の値 を比較す る と、50～200m間 において6月 はPOC総 量で95%、 糞粒
で98%減 少 した。一方7月 はPOC総 量で80%、 糞粒 で52%の 減少 であった。基礎生産及び50m
層 の移 出フラ ックスの高い6月 に特に糞粒 の沈 降が阻害 され てお り、効率 的な粒 子の滞留過程 の




The　 microbial　 dynamics　 during　 the　initial　 formation　 of　fragile　 ice　at　Saroma・ko・lagoon,
　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 Hokkaido
今 井 亜 紀1、 柴 田 晃1、 福 田 秀 樹2、 大 井 信 明1、 田 口哲1
(1創 価 大 学 、2東 京 大 学)
　 　 　 　 Aki　 Imai1,　Akira　 Shibata1,　 Hidcki　 Fukuda2,　 Nobuaki　 Ohii,　 Satoru　 Taguchi'
　　　　　　　　　　　　　　 (1　Soka　 Univcrsity,　 2　Univcrsity　 of　Tokyo)
　 During　 the　 initial　 formation　 of　 fragile　 ice,　 ice　 microbes　 are　 incorp()rated　 into　 ice　 fr(、m　 scawatcr.
Thcy　 adapt　 to　brain,　 which　 is　occupicd　 by　 high　 salinity　 and　 nutricnts,　 and　 subscqucntly　 to　 form
microbial　 ecosystem.　 In　 this　 study,　 in　situ　 incubation　 expcriments　 wcre　 conductcd　 to　simulatc　 thc
initial　 formation　 of　 fragile　 icc　 with　 icc　 corc　 sampling　 in　thc　 wintcr　 of　 2()01　 0t'f　Sakac-ura　 station　 in
Saroma-k(、-lagoon,　orthcast　 Hokkaido.　 Micr()bial　 dynamics　 wcrc　 dctcrmincd　 with　 Chlorophyll　 a
(Chl.のconccntration,　bactcria　 numbcr,　 virus　 numbcr　 and　 tlagcllate　 number.　 Surface　 scawater　 was
incubatcd　 in　tloating　 culture　 vcsscls　 in　 thc　 opcn　 pool,　 and　 ncwly　 formcd　 icc　 was　 collcctcd.　 Chl.　 a
conccntration,　 bacteria　 numbcr,　 virus　 numbcr　 and　 nagcllatc　 numbcr　 wcrc　 incrcascd　 with　 timc.　 Total
Chl.　 a　 and　 >10Ftm　 fraction　 ()f　Chl.　 a　 concentrations　 (r2=0.997),　 bactcria　 and　 1]agcllatc　 numbcrs
(r2-0.979),<2岬f・acti・n　 ・f　 Chl.　 a　 c・nc・nt・ati・n　 and　 nag・ll・te　 numb・ ・　 (r2=0・819)　 w・ ・c
significantly　 corrclatcd　 (p<0.05).　 Prcdator-prey　 associati(m　 was　 not　 obscrvcd　 among　 icc　 algac,
bactcria,　 virus　 and　 tlagcllate　 during　 thc　 initial　 formati()n　 of　fragile　 ice.　 Micr()bial　 food　 wcb　 might　 be
cstablishcd　 in　the　 mature　 ice　 microbial　 community　 duc　 to　thcir　 significant　 intcrrclation.
微 生 物 群 集 は海 氷 形 成 に と もな い海 氷 中 に 取 り込 まれ る。 そ の微 生 物 群集 は海 氷 中 の ブ
ライ ン とい う高塩 分 、 高 栄 養 塩 環 境 に適 応 し、海 氷 微 生物 生態 系 を構 築 して い く。 本研 究
で は 、海 氷 初 期 形 成 時 の再 現 を 目的 と した現 場 培 養 実験 と、 成 熟 した海 氷微 生 物 群 集 の 生
息 地 で あ るア イ ス コア の採 取 を行 な い 、 ク ロ ロ フ ィルa　 (Chl.　a)　濃 度 、細 菌 、 ウ ィル ス 、
鞭 毛 虫数 か ら微 生 物 群 集 の動 態 を 考 察 した。 実 験 は 北海 道 北 東 の サ ロマ 湖栄 浦 定 点 にお い
て200ユ 年 冬 季 に行 っ た。 凍 結 湖 面 に プー ル を作 り、現 場 の海 水 を注 ぎ込 ん だ培 養 槽 を浮
かべ 、新 し く形成 され る海 氷 を採 取 した。 海 氷 のChl.a濃 度 、 細 菌、 ウ ィル ス 、鞭 毛 虫数
は経 口的 に増加 した。ア イ ス コア 中のChl.a濃 度 と10μm以 一ヒ画 分 のChl.a濃 度(r2=0.997)、
細 菌数 と鞭 毛 虫数(r2=0.979)、2pm以 下画 分 のChl.　 a濃 度 と鞭 毛 虫数(r2=0.819)は そ れ
ぞ れ 有 意 な相 関 を示 した(p<0.05)。 海 氷 初 期 形 成 期 に は 、 ア イ ス ・ア ル ジ ー 、 細 菌 、 ウ
ィル ス 、鞭 毛 虫 の 間 に は捕 食 一被 捕 食 関係 は成 立 しな い こ とが 示 唆 され た。 成 熟 した 海 氷
微 生 物 群 集 で は 、小 型 の ア イ ス ・ア ル ジー 、 細 菌 、鞭 毛 虫な どの 生物 は 相 互 に関 係 し、微
生 物 生 態 系が 構 築 され て い る と考 え られ た。
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根 室 海 峡 に お け る 流 氷 後 退 後 の 動 植 物 プ ラ ン ク トン 量 の 変 化
Variation　 of　phyto-　 and　 zoo-　 plankton　 biomass　 in　the　 retreated　 period
of　 sea　 ice　 in　the　 Nemuro　 S七rait.
清 水 幾 太 郎*・ 廣 井 修*・ 関 二 郎*・ 新 井 田 順 二**・ 佐 々 木 孝 夫**
*さ け ・ま す 資 源 管 理 セ ン タ ー
,**日 栄 電 機 工 業
Ikutaro　 SHIMIZU*,　 Osamu　 HIROI*,　 Jiro　 SEKI*,　 Junji　 NIIDA**　 and　 Takao　 SASAKI**
　　　*National　 Salmon　 Resources　 Center,　 **Nichiei　 Electronic　 Technology
A　 variation　 of　 the　 biological　 production　 in　 the　 retreated　 period　 of　 sea　 ice　 was
observed　 continuously　 off　 Shibetsu　 in　the　 Nemuro　 Strait　 from　 January　 to　July　 in　2001.
It　 guessed　 a　trigger　 of　 phytoplankton　 bloom　 was　 a　change　 of　 the　 density　 structure
of　 the　 water　 mass.　 It　guessed　 a　factor　 that　 salmon　 juveniles　 migrated　 from　 the　 coast
was　 a　 change　 of　 the　 water　 mass　 due　 to　 rapid　 short　 rise　 of　 water　 tempera七ure.
流氷と生物生産の関係 を明 らかにするため1998年 から根室海峡域の羅臼沿岸 と標津沿
岸で観測を行 っている.こ れ までの観測 から流氷接岸前に栄養塩濃度の高い水塊が出現 し,
流氷後退後に植物プランク トンのブルームが起 こり,そ の後に動物プランク トンの増殖が
み られることが明らかとなった.ま た流氷後退後の一次生産の規模は流氷の動向すなわち
流氷の勢力と関係があることもわかってきた.さ らに,海 洋観測 と並行 して行われた巻網
と引網 とによる漁獲調査の結果,サ ケマス類の幼魚は6月 中旬頃に渚滞か ら沿岸一帯 に分
布を拡大 し離岸することが明 らかとなった.流 氷と生物生産の関係,さ らにサケマス幼魚
の生態 に及ぼす影響 を明 らかにするためには定期的かつ高頻度に観測を行 う必要がある.
しか し,流氷後退期の変動の激 しい時期 にそのような観測をすることは極めて困難である.
そこで流氷後退後の生物生産の変動 を連続的にとらえることを可能にするため,沿 岸情
報観測提供 システム(CANS)が 開発された.　CANSは 水温,電 導度,流 向,流 速,光 量子量,
クロロフ ィル ∂,溶 存酸素量等のセ ンサーによって測定されたデータをインターネッ ト
で リアルタイムに提供するシステムである.流 氷の接岸期間中も観測できるようにするた
め,標 津沖の2mile地 点(水 深20m)の 水面下15m層 に本体が係留され,氷 上のボンデン状
通信ユニッ トからデータが送信 された.ま たCANSに セジメン トトラップ(ボ トル数7)を 取
り付け,2週 間 ごとに試料を採取 した.第1回 目の観測期間は2001年1月 下旬から8月 上
旬 までで,4月 下旬にセジメン トトラップのボ トルを交換 した.現 在9月 下旬から第2回
目の観測 を行 っている.本 報告は定期観測結果,　CANSに よる連続観測結果およびセジメン
トトラップ採集試料を用いて流氷後退後の生物量の変動を明 らかにするものである.
その結果,塩 分は4月 上旬に急激な低下を示 し5月 上旬には急激な上昇に転 じた.植 物
プランク トンのブルームは塩分低下が起 きている4月 下旬に観測されたことから,水 塊の
密度構造の変化がブルームの弓1き金になっていると推測 された.水 温は4月 上旬 まで0°C
以下であったが,そ の後 プラスに転 じ,6月 中旬には数 日間で1°C前 後から一気に7°C代 に





Study　 on　the　 feeding　 history　 of　overwintering　 copepods　 through　 stable　 isotopic
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 analysis.
佐 藤 愛(石 巻 専 修 大)、 佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)
Megumi　 SATO　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 Hiroshi　 SASAKI　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki)
　 In　 thc　 last　 Symposium　 on　 Pdar　 Biol(、gy　 (XXIII),　 we　 showcd　 if　thc　 possiblc　 fccding　 history　 of
(、vcrwintering　 copcp()ds,　 through　 analyscs　 of　 stable　 isotopic　 compositions　 (、f　copcpods　 and　 thcir
intcrnal　 lipids.　 Thc　 isot()pic　 diffcrcnccs　 bctwccn　 POM　 and　 copcp(、ds　 in　 wintcr　 suggcstcd　 that
Calanus　 finmarchicus　 did　 n(、t　fccd　 on　 POM,　 whileル1etridia　longa　 might　 bc　 an　 occasional
omnivorous　 fccdcr.　 The　 isotopic　 changcs　 of　 lipids　 with　 thc　 lipid　 c(mtcnts　 pr(、bably　 rcflcct
mctabolic　 proccsses　 of　 lipid　 utilization　 or　 arctic　 and　 subarctic　 copcpods　 during　 thc　 ovcrwintcring
pcriod.　 In　thc　 prcscnt　 study,　 wc　 will　 rccxaminc　 thcse　 changcs　 of　is(、topc　 valucs　 of　s(、mc　 dominant
copcpods　 in　thc　 subarctic　 Pacific.
昨 年の 発 表 にお いて(第23回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム)、1999年 冬 の 西 部 ス ピ ヅヅベ ル ゲ
ン沖 にお いて 観 察 さ れ た カ イ ア シ類 の 表 層 越 冬 群集 を種 ご とに分 けて1同位 体 分析 を行 う と
と も に、 カ イ ア シ 類 の脂 質 の 同位 体 比 を推 定 し、 越 冬 群 集 に蓄 積 され て い る1脂質 の 特 性 を
調 べ た。脂 質 炭 素 同位 体 比 に 関 して 、　Calanus.　jinmarchic〃sに お い て脂 質 含 量の 減 少 と とも
に、 その 同位 体 比 も減 少 す る と い う傾 向が認 め られ たが 、　Metridia　longaに お いて は そ の よ
うな傾 向 は顕 著 に は見 られ な か っ た。 両者 に お け る脂 質 同 位 体 比 の 違 い は、 越 冬 期 間 中の
脂 質代 謝 の 差 を反 映 して い る と予想 され た 。
本研 究 で は 、 親 潮 海 域(4215.ON;14507.5E)にお い て ユ996年10月 か ら1998年7月 の
問 に 数 回、BONGOネ ッ トを用 い て 水 深0-1000m問 にお い て採 取 され た動 物 プ ラ ン ク トン
試 料 を用 い た。前 述 の 結 果 との 比較 の た め に、Neocalanus3種 とMetridia2種 を試 料 か ら取
り出 し、 ステ ー ジ ご とに分 け て 同位 体 分析 を行 っ た 。 これ らの 種 にお い て脂 質含 量 の 変 化
に伴 う脂 質 炭 素 同位 体 比 の 変 動 が 、 それ ぞ れ の ラ イ フサ イ クル や 脂 質代 謝 な どの 違 い を反
映 して い るか ど う か を検 討 す る。
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JARE-26,27,34,39によ り 東 南 極 陸 棚 域 か ら 採 取 さ れ た 海 底 表 層 堆 積 物 中 の 有 孔 虫 群 集
　 　 　 　 　 Foraminiferal　 assemblages　 recovered　 from　 surface　 sediments　 collected　 by
　 　 　 　 　 　 JARE-26,　 27,　34,　and　 39　from　 the　continental　 shelf　off　East　 Antarctica
五 十 嵐 厚 夫(極 地 研)・ 岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院大)・ 沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院大)・ 福 地光 男(極 地 研)
　 　 　 Atsuo　 IGARASHI　 (Natl　Inst.　Polar　 Res.),　Tetsuo　 IWAMI　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),
　 Hideki　 NUMANAMI　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),　 and　 Mitsuo　 FUKUCHI　 (Natl　Inst.　Polar　 Res.)
　 　 In　order　 to　increase　 the　 basic　 knowledge　 of　recent　 foraminiferal　 fauna　 in　the　 continental　 shelf　 areas　 of　 Breid,　 LUtzow-
Holm,　 Casey,　 and　 Amundsen　 Bays　 and　 the　 Gunnerus　 Bank,　 East　 Antarctica,　 faunal　 analysis　 of　foraminifera　 was　 carried
out　 by　 apPlying　 five　 beam-trawl　 and　 one　 Ekman　 grab　 sediment　 samplcs　 (water　 depth:　 196-600　 m)　 obtained　 by　 JARE-26,
27,34,and39.
　 　 Foraminiferal　 fauna　 from　 Amundsen　 Bay　 is　composed　 mostly　 of　 arenaceous　 benthic　 species,　 whereas　 the　 others
mostly　 comprise　 calcareous　 species・ 　especially　 planktonic　 species　 NeogloboquaCkina　pachy(勧ma　 (sinistral　 coiling).
Benthic　 foraminiferal　 faunas　 from　 Breid・ 　LUtzow-Holm,　and Casey　 Bays　 are　 dominated　 by　 Cibici(おs　 spP.　 and
Globocassi(加iηa　 bior&　 indicating　 typical　 shallow　 continental　 shelf　 fauna　 around　 East　 Antarctica.　 In　contrast,　Bulimina
aculeata　 which　 is　closely　 associated　 with　 the　 Circumpolar　 Deep　 Water　 (CDW),　 andAngulogerina　earlan(ti　 predomi ate
in　benthic　 fauna　 from　 the　 Gunnerus　 Bank・ 　This　 fauna　 is　considered　 to　reflect　 thc　 influence　 of　upwelling　 of　the　 CDW.
海 成 堆 積 物 中 の 有 孔 虫 化 石 は,過 去 の 海 洋 環 境 を推 定 す る ため の 指 標 の 一つ と して用 い られ る.日 本 南 極
地 域 観 測 隊(JARE)に よ る東 南極 沿 岸 で の古 海 洋 環境 復 元 の 研 究 は,最 近 に な り本 格 的 に行 わ れ 始 め てい
る(例 え ばIgarashi　 et　aL,　2001:　Mar.　Micropaleontol.　 42,　125-162)　 .　こ の研 究 に は,現 生 す る有 孔 虫 群 集 の 分
布 と環 境 因子 との 対 応 情 報 が 必 要 で あ るが,こ れ を満 足 す る基 礎 的研 究 は,昭 和 基地 周 辺 を含 む 東 南 極 沿 岸
域 に お い て 非 常 に 少 な い.こ の 基 礎 デ ー タの 蓄 積 を 目的 と して,JARE-26,27,34,39によ り東 南 極 陸棚 域 か
ら得 られ た ビ ー ム トロー ル及 びエ クマ ン グ ラ ブ試 料 の 有孔 虫 種 組 成 の 分 析 を行 っ た.
分 析 に 用 い た試 料 は,以 下 の計6試 料 で あ る.
ビー ム トロー ル試 料(エ タノ ー ル また は ホ ル マ リ ン固 定)ニ ブ ラ イ ド湾(JARE-26;2試 料;水 深276.289m,
295-310m),グ ンネ ル ス堆(JARE-27;1試 料;水 深281-282m),リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 沖(JARE.34;1試 料;
水 深237-242m),ケー シ ー湾 沖(JARE-34;1試 料;水 深196-199m).
エ ク マ ン グ ラ ブ試 料(液 浸 固定 処 理 な し.常 温 保 存):ア ム ンゼ ン湾 沖(JARE-39;1試 料;水 深600m).
ビー ム トロ ー ル 試 料 は,ふ る い で の水 洗 に よ り(1)1-0.5mm(2)05-0 .25mm(3)0.25-0.125mm
の 粒 径 残 渣 に 区分 した.エ クマ ン グ ラブ 試料 は,同 じ く0.075mm以 上 の 残 渣 を用 い た.
各 試 料 で そ れぞ れ 区 分 した粒 径 残 渣 につ い て,最 低200個 体 を鏡 下 で 拾 い出 し,種 を 同定 した.そ れ に よ
り以 下 の結 果 が 得 られ た.
ブ ラ イ ド湾:石 灰 質 種 が90%以 上.浮 遊 性 種Neogloboquadrinapachyderma(sinistralcoiling)が最 も優 勢 .底 生
種 はCibicides　 spp.,　Ehrenbergina　 glabra,　Globocassidulina　 bjoraが 優 勢.
グ ンネ ル ス堆:石 灰 質 種 が90%以 上.浮 遊 性 種Npachydema(s)が最 も優 勢.底 生 種 はAngulogerinaearlandi,
Bulimina　 aculeataが 優 勢.
リュ ッ ォ ・ホ ル ム湾 沖:石 灰 質 種 が90%以 上.　 Npachyde㎜a(s)が 最 も優 勢.底 生 優 勢 種:Cibicidesspp.
ケ ー シー 湾 沖 二石 灰 質 種 が90%以 上 ・N・pachyderma(s)が 最 も優 勢.底 生 優 勢 種:　 G.　biora,　Gbicide∫ 　spP.
アム ンゼ ン湾 沖:膠 着 質底 生 種 が90%以 上.優 勢種:　 portatrochammina　 antarctica　s.1.,　A(lercotryma　 glomeratum.
ブ ラ イ ド湾,リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 沖,ケ ー シー湾 沖 で の底 生 群 集 は,量 比 に差 は あ る もの のCibicideSSPP.,
G.　bioraが 優 占 す る こ とで お お む ね類 似 す る.こ れ は東 南 極 沿 岸 の陸 棚 浅 海域(水 深200.300m)で の 典 型 的
な 群 集 と思 わ れ る.こ れ に対 して,グ ンネ ル ス堆 か らの底 生 群 集 は,ブ ラ イ ド湾,リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 沖,
ケ ー シ ー湾 沖 で の 群 集 と同様 の 水 深 で あ りな が ら,こ れ ら群 集 とは優 勢 種 が全 く異 な る.特 にB.aculeataは
周 極 深 層 水 の 環境 下 で優 占す る こ とが知 られ て い る(例 え ばMackensen　 et　al.,　1990:　Mar.　Micropaleontol.　 16,
241-283).つ ま り,グ ン ネ ル ス堆 で は周 極深 層水 の湧 昇 に よる 影響 が あ るた め,そ れ を反 映 した 特異 な群 集
が あ らわ れ て い る と考 え られ る.ア ム ンゼ ン湾 沖 で の群 集 で 膠着 質底 生 種 が優 占 す る の は,炭 酸 カル シ ウ ム
溶 解 深 度 よ り深 い 水 深 の ため,石 灰 質 の 殻 が 保 存 され な か っ た こ とに よる もの と思 わ れ る.
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南 極 及 び 深 海 産 棘 皮 動 物 の ホ メオ ボ ッ ク ス 遺 伝 子 群 の 進 化 ・系 統 学 的 解 析
　　 Molecular　 phylogenetics　 of　homeobox　 genes　 of　the　 echinoderms
　　　　　　　　　　 from　 Antarctic　 and　 deep-sea　 habitats.
小 川 麻 里(慶 雁 義 塾 大 学 文 学 部),伊 村 智(国 立 極 地 研 究 所 生 物),小 島 茂 明(東 京 大 学 海 洋 研 究 所),
倉 持 卓 司(葉 山 しお さい 博 物 館),長 沼 毅(広 島 大 学 生 物 生 産 学 部)
　　　　　　　　Mari　Ogawa　 (Keio　Univ.),　Satoshi　 Emura　 (NIPR),　 Shigeaki　 K()jima　(Tokyo　 Univ.),
　　　　　 Takashi　 Kuramochi　 (Hayama　 Shiosai　 Museum),　 and　Takeshi　 Naganuma　 (Hiroshima　 Univ.)
　 　 　 　 The　 phylum　 Echinodermata　is　 characterized　by:　 1)　 the　 unique　 phylogenetic　posi on　 as　 the　 most
recent　 common　 ancestor　 (MRCA)　 of　 the　 deuterosomes;　an 　 2)　 the　 unique　 pentaradial　 Bauplan　 (body　 plan).
The　 echinoderms　are　 also　 unique　 in　their　 ecology,　 as　 they　 predominate　 the　 benthic　 fauna　 of　 Antarctic　 coastal
habitats　 with　 high　 species　 richness.　 In　order　 to　 elucidate　 the　 Antarctic　 species　 richness　 and　 predominance　of
the　 echinoderms,　 phylogenetic　 analyses　 of　 18S　 rDNA　 (as　 the　 phylogenetic　 gene)　 and　 Hox　 genes　 (as　 the　 body
plan-related　 genes)　 were　 conducted.　 The　 DNA　 sequences　 from　 the　 Antarctic　 and　 deep-sea　 echinoderms
were　 compared.　 Preliminary　 results　 suggests　 that　 the　 differentiations　of　 18S　 rDNA　 (speciation)　 and　 Hox
genes　 may　 not　 be　 systematically　coup ed and　 that　 diversification　 of　 Hox　 genes　 may　 have　 occurred　 before　 or
after　 the　 major　 speciations,　 i.e.　 pre-　 or　 post-speciation　diver ificat on,　 respectively.　 This　 complicated　Hox
gene　 evolution　 may　 be　 associated　 with　 the　 morphological　and ecological　 diversity　 of　the　 echinoderms.
【棘 皮 動 物 の 系統 進 化 】
深 海生 物相 の優 占種である棘皮 動物(ヒ トデ、ウニ、ナマコ、クモヒトデ、ウミユ リ)を系 統 進化 の樹 に
置 くと、「人間 に至 る系統 進化(後 口動 物)の 枝 元に位 置する=　`m・st　recent　comm・n　 ancestor　 (MRCA,共 通
祖 先)'」 と捉 えることが できる。この棘 皮 動物 は南 極大 陸 周辺 の底 生 生物 群 集で優 占し、南極 固 有種 も多い
こと(例:南 極 に生息 するナマコ類の58%,ウ ニ類 の77%は 南極 固 有種)が 知 られ ている。南 極ベントスで優 占
する棘皮 動物 の 系統 につ いて、南極 一深海 交 流の 可能 性 を考 慮 した遺 伝子 解 析 を行 ってみた。
【棘 皮 動 物 の 体 制 進 化 】
系統 進 化とは別 に、棘 皮動 物 には 「五放 射相 称 」という特 異な体制(body　 plan)が ある。五 放 射 相 称
から(人 間 の ような)左 右 相 称 の体制 へ の進 化 の道筋 を辿 ることは 、生 物 の形 態 進 化 を考える上 で重要 である。
そこで、系統進 化 的に古 いと目され る海 産 棘皮 動物 を材料 に、形 作 り遺 伝子(形 態 形 成遺 伝 子)の 進 化 を調 べ
た。対象 としたの は後 生 動物 に普 遍的 な形 態形 成遺 伝 子 一ホメオボックス遺 伝 子 である。ホメオボックス遺 伝
子 は十 数種 類 以 上の 遺 伝子 グルー プか らなる大 きな遺 伝 子 ファミリーを構 成 するた め 、近 縁種 間 の差 異 でも
鋭 敏 に検 出す ることが 期 待され る。また、ホメオボックス遺 伝子 群 について浅 海 種 一深 海種 の 系統 進 化 に関す
る比 較考 察 も試 みている。
【結 果&考 察 二遺 伝 子 分 化 は種 分 化 の 前 か 後 か 】
これ までに深 海産13種,浅 海 産18種,お よび南極 産1種 からゲノムDNAを 抽 出し、その うち、深 海
産4種 、浅海 産2種 、南 極産1種 につ いてPCRラ イブラリー作 成 および塩基 配 列 の決 定を行った 。ホメオボッ
クス遺 伝 子群(複 数のHOX遺 伝子か らなる)に 基 づいて予 察 的に分 子 系統樹 を構 築 したところ、HOX遺 伝 子の
種 類 によって進化 が種 分 化以前 に起きたケース(pre-speciation　 differentiation)　と種分 化 以後 に起 きた ケース
(post-speciation　 differentiation)の 両 方が 混合 していることが 示 唆され た。18S　rDNA　 配列 による分 子 系統 樹
の作 成を試 み ているので、Hox分 子 系統 樹 との比 較 ・考察 を行 いたい。
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サ ウス シ ェ トラ ン ド諸 島周 辺海 域 に お け るナ ンキ ョクオ キ ア ミ漁 業 で混獲 さ
れ た ナ ンキ ョク カ ジ カ(70bionotothen　 gibberifrons　 (L6nnberg)
Gobionotothen　 gibberifrons　 (L6nnberg)　 incidentally　 caught　 by　Japanese　 Antarctic
　 　 　 krill　commercial　 fishery　 in　the　vicinity　 of　the　South　 Shetland　 Islands
岩見哲夫 ・安部淳子(東 京家政学院大学)・
一井太郎 ・川 口 創 ・永延幹男(遠 洋水産研究所)
　 　 　 　 　 Tetsuo　 IWAMI　 ・　Junko　 ABE　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ)　 ・
Taro　 ICHII　 ・　So　KAWAGUCHI　・　Mikio　 NAGANOBU　(Nat.　 Res.　 Inst.　Far　 Seas　 Fish.)
　 　 During　 scientific　 observations　 on　 fishes　 incidentally　 caught　 by　 commercial　 krill　fisheries　 made
in　the　 vicinity　 of　 the　 South　 Shetland　 Islands　 (16　 December　 2000　 to　26　 January　 2001),　 a　total　 of　41　 adult
specimens　 of　Gobionotothen　 gibberifro〃s　 were　 fbund　 in　4　trawl　 catches　 conducted　 between　 40-60m.　 Twe叫y-
two　 male　 specimens　 have　 developed　 testes,　 but　 19　 females　 have　 no　 fUlly　 matured　 ovaries.　 Although　 G
gめbe砂ons　 is　thought　 to　 be　 a　typical　 demersal　 fishes　 based　 on　 its　morphological　 features,　 all　of　 the
specimens　 fed　 on　EUphausia　 superba,　 and　 other　 pelag　 c　organisms　 such　 as　salps,　 pteropods　 and　 amphipods.
On　 the　 other　 hand,　 benthic　 invertebrates　 such　 as　oph　 uroids,　 polychaetes,　 isopods,　 bryozoans　 and　 sponges
were　 also　 fbund　 in　 some　 individuals　 (10.0-32.5%　 n　 number).　 One　 reason　 fbr　 the　 migration　 of　 G
g1う ろenfrons　 might　 be　connected　 with　 an　abundance　 of　E.　superろain　 the　upper　 stratUm.
国際漁業条約科学情報収集調査の一環 として,1999年 より海洋水産資源開発センターに
よってナンキ ョクオキア ミ漁業における混獲魚類調査が行われている。今回,南 シェ トラ
ン ド諸島周辺海域でのナ ンキ ョクオキア ミ漁業において,2000年12月16日 から2001年
1月26日 の期間,123網 を対象 とした混獲調査を行 った結果,4調 査網において,合 計41
個体のナンキ ョクカジカGobionotothen　 gibbe唾oη ∫成魚が混獲 された。ナンキ ョクカジカ
はその形態学的特徴か ら,本 来底生性 と考えられてお り,底 曳網で採集 された本種がナキ
ョクオキア ミを捕食 している現象は,ナ ンキ ョクオキア ミの群が海底近 くの深度まで鉛直
移動 しているためこれを捕食 したもの と説明されている。そ こで,今 回中層域で混獲 され
たナンキョクカジカの生物学的特徴を解析 し,そ の鉛直移動の要因について考察を試みた。
今回混獲 されたナンキ ョクカジカ(標準体長331～402mm)は,い ずれ もキング ・ジ ョー
ジ島北岸沖の海底水深298～308mの 海域において,40～60mの 水深帯を曳網 した調査網
に見出された。全41個 体中,雌19個 体 ・雄22個 体で性比はほぼ1:1で あったが,精 巣
がいずれ も成熟状態なのに対 して,卵 巣は完全な成熟状態 に達 していなかった。また,標
準体長,湿 重量,胃 内容物湿重量についてはほとん ど雌雄差が認められなかった。 胃内容
物組成ではすべての個体がナンキョクオキアミを捕食 してお り,ナ ンキ ョクオキア ミ以外
にも,サ ルパ類,端 脚類,翼 足類が67.5～75.0%の 個体か ら見出された。これ らの餌生物
は基本的に中層性 と考え られ,ナ ンキョクオキア ミを捕食する際に混入 したものと推察さ
れた。一方,ク モ ヒ トデ類,多 毛類,等 脚類,海 綿類,苔 虫類な どの底生生物 も10.0～32.5%
の個体が捕食 してお り,こ れ らについては中層域 に浮上す る前に捕食 したものと推察され
た。多毛類以外の餌生物 に関 しては雄個体の方が捕食 している割合が高かったが,総 胃内
容物重量としては雌雄差が明瞭ではない こと,ま た特に雌個体の生殖腺が発達 している傾
向 も認めらないことな どか ら,そ の理由については不明である。本研究の結果か ら,本 種
が鉛直移動をす る主な理 由の一つはナンキ ョクオキアミの捕食のためと考えられたが,一





Recording　 heart　 rate　and　 behavior　 in　red　sea　 bream　 during　 rest　and　 swimming
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 by　micro　 data　 logger
小 島 隆 人(日 大)・ 河 邊 玲(北 大)・ 白須 邦 夫(日 水 中 央 研)・ 内藤 靖 彦(極 地 研)
　 　 　 　 Takahito　 KOJIMA　 (Nihon　 Univ.),　Ryo　 KAWABE　 (Hokkaido　 Univ.)、
　　　　　　 Kunio　 SHIRASU　 (Nippon　 Suisan　 Co.)　and　Yasuhiko　 NAITO　 (NIPR)
To　 obtain　 clear　 and　 continuous　 long　 tcnm　 clectrocardiograms　 from　 the丘sh　 swimming　 frcely　 is　important
technique　 to　obscrve　 bchavioural　 or　physiological　 characteristics　 undcr　 unrestrictcd　 animal　 condition　 in　the　 sca.
In　thc　 present　 study.　 we　 tricd　 to　reconfirm　 thc　 attach　 portion　 of　bipolar　 electrodcs　 to　rccord　 clcar　 and　 noiscless
ECG　 waves　 from　 rcd　sea　 bream　 Pagru.s　 mq/θr.　 From　 this　proccdurc.　 it　has　 clarificd　 that　appropriatc　 portion　 to
inscrt　 bipolar　 clcctrodes　 wcre　 at　thc　centcr　 of　pcctoral　 fins　 and　 just　 besides　 pclvic　 fins、　rcspcctivcly　 fbr　dctecting
clcar　 ECG　 wavcs　 in　red　sea　 bream.　 Subscqucntly,　 to　apply　 this　technique　 to　thc　 fish　swimming　 in　the　nct-pcn
(8×8×8m);　 cquippcd　 the　 micro　 data　 loggcr　 to　record　 ECG　 wavcs　 on　 the　 dorsal　 portion　 of　 3　tcst　 fish.　 and
connecting　 to　bipolar　 clectrodcs　 by　 thin　 lead　 lincs.　 In　addition,　 another　 loggcr　 to　dctcct　 swimming　 spccd　 and
depth　 was　 attachcd　 on　thc　opPositc　 sidc　of　ECG　 logger　 in　l　test　fish.　 ApParcnt　 ECG　 signals　 including　 clear　 QRS
waves　 without　 noise　 were　 rccorded　 from　 2　test　fish　fbr　5-6　 h,　respcctivcly,　 and　 othcr　 l　fish　was　 also　 dctcctable　 fbr
QRS　 waves.　 Heart　 rates　 changed　 widcly　 both　 by　 fish　and　 time　 of　day;　 ranging　 from　 bclow　 50　to　ovcr　 go　 bplm・
A　 dccrcase　 in　hcart　 ratc　was　 usually　 obscrvcd　 during　 night.　 Sudden　 swimming　 at　high　 spccd　 (almost　 5　BL/s)
was　 also　 obscrvcd　 somctimes　 at　dawn.　 Thcre　 are　 some　 differcnces　 in　 the　 swinlming　 pattcm　 and　 cardiac
rcsponses　 bet、vccn　 day　 and　 night.
微 小電位 を長時間記録する ことが可能 なデー タロガーの開発に より、非拘束状態で自由遊泳す
る魚類心電図の連続記録が可能 となっている。 これ を海中で 自由遊泳 する魚類 の生理 ・生態情報
の連続記録に適 用す るためにはまず、ノイズの少ない明瞭な心電図を確 実に記録する手法の確立
が求め られ る。 ここでは、国立極地研究所で開発 されたデー タロガー を用い、 これ をマ ダイ3尾
(52cminFL、2779ginBW)に 装着 して心電位 を最長24時 間まで連続記録す るとともに、遊泳 行動 を
記録するための ロガー も併 せて魚体に装着 し、 自由遊泳中の魚の遊泳 行動 と生理状態の関係 を明
らかにす ることを試みた。
供試魚を麻酔浴 した後、 ロ腔か ら強制潅流 しなが ら空 中で保持 し、胸鰭基部お よび腹鰭付近か
ら関極 、不関極をそれぞれ挿入 して瞬間接着剤で体表部に貼 り付 ける とともに、 ロガー本体 を背
部に装着 ・固定 した。陸上の タンク内 で回復 させた後、8*8*8mの 生實 に搬送 して放流 した。　ECG
ロガーの起動は装着後15～35時 間 と し、サ ンプ リング間隔 は5～8msに 設 定 した。 メモ リー容 量
によ り5～24時 間にわた る比較的明瞭な心電図 と、遊泳速度 ・水深等 の行動が記録された。心拍
数は個体差が大 きく、その幅はほぼ50～90bpmで あ った。同 じ個 体であ って も夜間の方が概ね心
拍数は少 な く、心拍間隔が不均一になることも昼間に比べ 多 く見 られ た。また、明け方に突発的





Airbome　 census　 of　penguins　 in　the　 vicinity　 of　Syowa,　 East　 Antarctica
渡 邉 研 太 郎(極 地 研)・ 吉 田 二 教(慈 恵 医 大)・ 加 藤 明 子(極 地 研)
　 WATANABE,　 Kentaro　 (NIPR),　 YOSHIDA,　 Tsuginori　 (Jikei　University)
　　　　　　　　　　　　　and　KATO,　 Akiko　 (NIPR)
Censuses　 for　 penguins　 have　 been　 carried　 out　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station　 (69°00ラS,
39°35ラE)　 as　 part　 of　 biological　 monitoring　 programs　 in　 the　 Japanese　 Antarctic　 Research
Expedition　 (JARE).　 Some　 of　the　 data　 for　 Ad　 61　ie　penguins　 at　selected　 roockeries　 have　 been
reportedtotheCommitteeonEnvironmentalMonitoringProgramintheCommission　forthe
Conservation　 of　Antarctic　 Marine　 Living　 Resources　 (CEMP/CCAMLR).　The　 numbers　 could
reflect　 availability　 of　food　 and　 environmental　 change,　 i.e.　variation　 of　sea　 ice　extent.
　　 　During　 the　 JARE-41st,　 airborne　 census　 for　 Ad61ie　 penguins　 was　 performed　 on　 28
November　 and　 5　 December,　 2000　 for　 seven　 rookeries　 on　 the　 Kronprins　 Olav　 Kyst.　 If　 the
pattem　 of　 seasonal　 change　 in　 Ad61ie　 penguin　 population　 at　Hukuro-ura　 Cove　 roockery　 in
Lang-hovde　 was　 applied　 to　the　 present　 count　 results,　 ranging　 l46-819,　 it　is　apparent　 that　 the
population　 had　 increased　 at　some　 of　the　 roockeries　 from　 that　 on　 l2　 November,　 1994.
日本南極地域観測隊(JARE)で は、生物関係のモニタ リング研究観測 として、昭
和基地(69°00'S,39°35'E)周 辺のペンギン集団営巣地(ル ッカリー)に おいて個体







天候および観測の優先順位 によ り、必ず しも観測に最適 と考えられる時期(11月
中頃)に 観測飛行ができなかったが、東部の竜宮岬(67°58'S,43°56'E)か ら二番岩
までの3つ の営巣地については2000年12月5日 、基地寄 りの屏風岩か らオメガ岬
までの4営 巣地については11月28日 に撮影 し、146な いし819個 体を計数 した。
ラングボブデ袋浦 におけるアデ リーペンギンの個体数の季節変化パターンか ら推察





Stable　 isotope　 compositions　 of　penguins　 reared　 in　the　Matsushima　 Aquarium.
佐 々 木 洋(石 巻 専 大)、 三 瓶 真(石 巻 専 大)、 重 藤 直 樹(石 巻 専 大)、 渡 辺 亜 紗 子
(三 重 大)、 神 宮 潤 一(松 島 水 族 館)
　　 Hiroshi　 Sasaki　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 M.　Sampei　 (Senshu　 Univ.
Ishinomaki),　 N.　Shigeto　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 A.　Watanabe　 (Mie　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 　 J.　Jingu　 (MatsushimaAquarium)
Stable　 isotope　 ratios　 of　nitrogen　 of　 7　species　 of　penguins　 (Spherisus　 demersus,　 S.　 magailanicus,　 S.　 humboldti,
Eudyptes　 crestatus,　 E.　chrysolophus,　 Pygoscelis　 papua,　 Apptenodytes　patagonica)　 were　 determined.
They　 have　 long　 been　 reared　 under　 1-2　 kinds　 of　 dietary　 conditions　 in　the　 Matsushima　 Aquarium.　 Enrichment　 values
between　 penguins　 and　 their　 simple　 diets　 can　 afford　 primary　 information　 on　 the　 shift　 in　diet　 and　 the　 trophic
position.
一般に生 態系内で栄養段 階が 一つ上昇すると、捕食者 の δ15N(窒 素安定同位体 自然存在 比)は 餌生物と比較 し
て3～4%・ 濃縮すると言われ ている。しか し自然環境 下では 多種類の餌に依存するなど同位体比 の変動要 因が多い。
そこで同一種 類の餌 を長期 間与えられている水族 館の飼育ペンギンを用いて、餌 とペンギン間での 同位 体比の 変
動を調べた。窒素 同位体比 は、内臓 、筋肉 、羽などの組織 間で変動が認 められるが、羽を使用してもほ ぼその個体
を代 表する値を求めることができる。測定の結果(図1)、 単一 種類の餌(ア ジ)を 与 えられたジェンツーペンギン
(Pygoscelis　papua)の δ15Nの 同位体濃縮値 は餌 の筋肉に対して4.2±0.4%・であった。またイワトビペンギン
(Eudyptescrestatus)　 、マカロニペンギン(E.　chrysol・phus)は それぞれ の餌(イ カナゴ、アジ)に 対して3.0±0.3%・ 、4.2
±0.1であった。フンボルトペンギン(Sphenisushumboldti)に おいては、2種類 の餌(イ カナゴとイワシ)に 対してそれぞ




 SHORT UNDERWATER OPENING OF THE BEAK PRIOR TO DIVING IN 
PENGUINS: CHEMORECEPTION PROCESS OR INITIATION SIGNAL OF THE 
                   "DIVING  RESPONSE"?
Yan  ROPERT-COUDERT1, Akiko  KATO2, Rory P.  WILSON and Masanori KURITA4 
1 - Japan Society for Promotion of Science. National Institute of Polar Research, 1-9-10 
          Kaga, Itabashi-ku, Tokyo  173-8515 Japan (yan@nipr.ac.jp)
2 - National Institute of Polar Research, 1-9-10 Kaga, Itabashi-ku, Tokyo  173-8515 Japan 
   3 - Institute  far Meeereskunde,  Di  sternbrooker Weg 20, D-24105 Kiel, Germany 
 4 - Nagoya Public Aquarium, 1-3 Nagoyashi Minato-ku, Nagoya city 455-0033, Japan
      Abstract. Video-camera recordings of seven captive species of penguin, Emperor 
(Aptenodytes forsteri), Humboldt (Spheniscus humboldti),  Adelie (Pygoscelis adeliae), 
Chinstrap (P. antarctica), Gentoo (P. papua), Macaroni (Eudyptes chrysolophus) and 
Rockhopper (E. chrysocome) swimming freely in Japanese aquaria, revealed that birds 
opened their beak underwater for less than a second immediately following immersion on 
initiating a dive. Overall, this beak opening at immersion, termed "BOPI", occurred in 64% 
of the immersions but was preferentially associated in all species with immersions where 
there was a quick transition between air and water, such as porpoising or dives that start 
while the head of the bird is out of the water. Based on these observations, two hypotheses 
are proposed that may help orientating further investigation into this behaviour; beak 
opening may represent a signal to initiate bradycardia, such as is observed in unrestrained 
diving animals. The second hypothesis suggests the use of chemoreception to detect left 
 `debris' by potential prey or predators.
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ウ ミス ズ メ 科 鳥 類 の 潜 水 中の 沈 降 浮 ヒ角 度 と羽 ば た き
綿貫豊(北 大)、新妻靖章(科 技団)、ガブリエンセンG.W.(ノ ルウェー極地研)、
加藤明 子、内藤靖彦(極 地研)
　　　　　　　 Descent　 and　 ascent　 angle　 and　 wing　 beat　 of　 diving　 alcids
Watanuki　 Y　(Hokkaido　 Univ.),　 Niizu皿a　 Y(JST),　 Gabrielsen　 G(NP),　 Kato　 A,　and　 Naito　 Y　(NIPR)
Diving　 seabirds　 often　 make　 dives　 lo㎎er　 than　 their　 aerobic　 dive　 limit,　 hence　 they　 are　 expected
to　 save　 oxygen　 consumption　 while　 they　 are　 descending,　 foraging　 and　 ascending皿der　the　 water.
Recently　 developed　 biomechanical　 model　 predicts　 that　 they　 maintain　 a　certain　 swim　 speed,　 which
minimize　 mechanical　 energy　 expenditure.　 To　 do　 so,　 they　 have　 to　 regulate　 the　 thrust　 power　 and
direction　 against　 rapidly　 changing　 buoyancy　 since　 they　 hold　 air　 in　respiratory　 system　 and　 feather.
We　 describe　 descent　 and　 ascent　 angle　 and　 wing　 beat　 behavior　 of　 diving　 Br㎜ich's　 Guillemots　 and
Rhinoceros　 Auklet　 in　 the　 wild　 based　 on　 the　 1/32　 Hz　 sampling　 of　 accelerations　 along　 head-tail　 axis
and　 vent-dorsal　 axis　 by　 small　 D2GT　 logger.
海鳥 は限 られた酸素 をつ かってで きるだけ長 く潜水 す るために潜水 中の酸素消 費速 度 を低 く押 さえ る
くふ うをしてい ると考え られて いる。そのひ とつ と して、抵抗係数 を最 小にする特定 の遊泳速度 を維持 し
てい るであ ろうことが、モデル実験 によ って 考え られてい る。海鳥は肺 と羽 毛中に人 品の空気 をもって潜
水す るため、 一定深度 までは浮力 をもってい る。そのため、 淀 速度で沈 降浮 ヒす るためには、水圧 によ
って刻々 と変化 す る浮力 に応 じて ド向 きあるいは11向 きの推力 を出さね ばな らない。 この推力の 調節は、
翼で羽ばた き遊泳 する鳥で は、その羽ば たき頻度や強度 と推力の 方向つ ま り体軸 角度 を変化 させ るこ とで
達成 しうる。ウ ミスズメ科鳥類 は翼をつかって飛行 し潜水 する きわめて機動 力の大 きな海鳥で あ り、北'卜
球 では海洋 生態 系におけ る1三た る高次捕 食 者のひ とつであ る。ハ シブ トウミガラス(体 重1kg)と ウ トウ
(体 重0.5kg)の 両極 は魚食性であ るが、潜水パター ンは異な っている。ノ〉年開 発され た小型(17g)
の2軸 方向の加速度 と水li{水温 を測定 す るデー タロガー(D2GT)を つか って体 軸 方lh」と背腹 方「1」のIJ[1Mk
度測定 する ことで、 この2種 の沈 降浮1:角 度 と羽ば た きを測定 した。
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北 部 日本 海 に お け る海 鳥 の 分 布 と海 洋 環 境 の 季 節 的 変 化
Seasonal　 changes　 of　the　distribution　 of　seabirds　 and　 marine　 environment　 in　the　northern
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 area　 of　the　Sea　 of　Japan.
出 口 智 広(北 大 ・農),和 田 昭 彦(北 海 道 水 試),小 岡 孝 治(北 水 研),
齊 藤 誠 一(北 大 ・水 産),綿 貫 豊(北 大 ・農)
　 　 Seabirds　 breeding　 on　 Teuri　 and　 Rishiri　 Islands　 provide　 their　 chick　 with　 pelagic　 fish,　 which　 shows
seasnoal　 migrations　 with　 the　 fluctuations　 of　the　 Tsushima　 Warm　 Current.　 Therefore,　 their　 distribution　 will　be
influenced　 by　 the　 dynamics　 of　 this　 current.　 We　 investigated　 the　 distribution　 of　 rhinoceros　 auklets,
black-tailed　 gulls　 and　 stay-backed　 gulls　 breeding　 on　 these　 lslands　 in　the　 northern　 area　 of　the　 Sea　 of　Japan
(44° 　 OO-45° 　45'N,140° 　00-142° 　40'E)　 in　May,　 June　 and　 July　 2001,the　 oceanographical　 structures　 and
the　 abundance　 of　zooplankton.　 Rhinoceros　 auklets　 were　 abundant　 in　coastal　 area　 near　 the　 TaＬri　lslands　 in
May　 and　 June,　 and　 were　 abundant　 in　further　 northern　 area　 in　July.　 Black-tailed　 gulls　 were　 not　 observed
mostly　 in　any　 transects　 in　May,　 but　 were　 abundant　 in　coastal　 area　 near　 the　 Teuri　 lsland　 in　June　 and　 July.
Stay-backed　 gulls　 were　 obsenled　 both　 in　coastal　 and　 offshore　 area　 in　every　 months.　The　 Tsushima　 Warm
Current　 flew　 strongly　 in　coastal　 area　 in　May　 and　 June,　 and　 both　 in　coastal　 and　 offshore　 area　 the　 in　July,　The
abundance　 of　euphausiids　 were　 higher　 in　45° 　30'N　 transect　 in　every　 months.　The　 abundanc 　 of　copepods
were　 higher　 in　coastal　 area　 of　most　 transects　 in　every　 months.　 The　 change　 of　distribution　 of　rhinoceros















地磁気 デ ー タによ るウェ ッデル アザ ラシの3次 元潜 水経路 計算 法
Calculations　 of　three-dimensional　div ng　 paths　 of　free-ranging　 Weddell　 seals
　　　　　　　　　　　　　　 from　 geomagnetic　 data.
三 谷 曜 子(総 研 大)・ 佐 藤 克 文(極 地 研)・ 内 藤 靖 彦(極 地 研)
Yoko　 Mitani　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Study),　 Katsufumi　 Sato,　 and
　　 　　 　　　 　　 　　 Yasuhiko　 Naito　 (NIPR)
　 By　 using　 magnetic　 sensors　 and　 accelerometers,　 we　 have　 developed　 two　 types　 of　 data　 loggers
(3MPDT　 and　 D2GT;　 Little　 Leonardo　 Corp.,　 Tokyo)　 to　 be　 applied　 to　 calculate　 the　 three.
dimensional　 diving　 Path　 of　 free-ranging　 Weddell　 seals　 (LeptθRycholes　 wedde〃1).　 The　 3MPDT
(magnetic　 lo99er;　 189　 mm　 in　 length,　 24　 mm　 ill　diameter.　 with　 a　weight　 (in　 air)　 of　 l20　 9)　 records
depth,　 swim　 speed　 and　 three-dimensiollal　geomaglletism　 at　 l　sec　 illterval,　 and　 water　 temperature　 at
30　 sec　 interval.　 The　 D2GT　 (acceleration　 logger;　 90　 mm　 in　 length,　 23　 mm　 in　 diameter,　 with　 a
weight　 (in　 air)　 of　 70　 9)　 records　 depth　 at　 l　sec　 interval,　 two-dimeIlsional　acce eration　 at　 l/16　 sec
interval　 and　 water　 temperature　 at　30　 sec　 intervaL　 When　 thc　 3MPDT　 is　attached　 to　seals'　 back,　 X-
axis　 measures　 the　 intensity　 of　geomagllctism　 of　 right-and-left　 direction,　 Y-axis　 measures　 along　 the
longitudinal　 body　 axis　 and　 Z-axis　 measures　 that　 of　 dorso-ventral　 direction・ 　These　 data　 show　 the
sine　 of　 the　 angle　 formed　 with　 the　 magnetic　 field　 direction　 of　the　 earth・ 　As　 for　 the　 D2GT,　 X-axis
measures　 the　 intensity　 of　 acceleration　 of　 right-alld-left　 direction,　 and　 Y-axis　 measures　 along　 the
longitudinal　 body　 axis.　 These　 data　 show　 the　 sille　of　 the　 anglc　 fbrmed　 with　 the　 direction　 of　 gravity.
Head　 direction　 was　 calculated　 fヤom　 geomagnetism　and　 acceleration　 of　 Y-axis.　 Three-dimensional
diving　 Paths　 were　 reconstructed　 usillg　 with　 head　 directioll　 alld　 swim　 speed・ 　We　 attached　 these　 data
loggers　 to　the　 free-ranging　 Weddell　 seals　 and　 retrieved　 aftcr　 2　days.　 These　 data　 from　 seals　 enabled
us　 to　 calculate　 the　 three-dimensional　diving　 paths　 at　 l　 sec　 interval　 and　 monitor　 the　 detailed
behaviour　 like　 a　spin.
地 磁気 ロガー(3MPDT)と 加 速度 ロガー(D2GT)を 川 い て,ウ ェ ッデル アザ ラシの3次 元潜 水経
路 を計算 した.　3MPDT　 (一長 さ189mm×i"1二 径24111m,空ll－ 重 硅120g)に よ り,水 深,遊 泳 速度,3軸 の
地磁 気 を1秒 毎,水 温 を30秒 毎 に測定 した.D2GT(長 さ　90mm　 ×　li'll径23mm,空 中 重 量709)に よ
り,水 深 を1秒 毎,2軸 の加速 度 を1/16秒 毎,水 温 を30秒 毎に測定 した.地 磁 気 ロガー をア ザ ラ シの
背 中に装 着 した場 合,X軸 は左 右 方向,Y軸 は体 軸 方向,Z軸 は背腹 方向 の地磁 気 の強 さを測 定す る
こ とが で き,そ れ ぞ れ の軸 につ いて,測 定 値か ら全磁 力線 と成す 角度 を 求 めた.加 速 度 ロガー はX軸
が左 右 方 向,Y軸 が 体軸 方向の 加速 度 を測 定す る こ とが で き,測 定値 か らそれ ぞれ の軸 につ い て 重力
方向 と成す 角度 を求 めた.ア ザ ラシの頭 の向 きをY軸 の 地磁 気デ ー タ と加 速度 デー タか ら求 め,3次
元潜 水経 路 は,ア ザ ラ シの頭 の 向 き,お よび遊泳 速 度 か ら計算 した.こ れ らの ロガー を 自然 環 境 下 の
ウェ ッデル ア ザ ラシに2日 間装着 した.こ の手 法 を用 い るこ とに よ り,1秒 毎 の3次 元潜 水経 路 と回
転 な ど,よ り詳細 な潜 水行動 を描 くことができた.
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ウェツデルアザラシの3次 元潜水経路 と餌生物 の分布密度
Three-dimensional　diving　 Paths　 of　free-ranging　 Weddell　 seals　 in　relation　 to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 prey　 abundance.
三 谷 曜 子(総 研 大)・ 佐藤 克 文(極 地研)　 ・M.　Cameron・D.　Siniff　(ミ ネ ソタ大 学)・
内 藤 靖 彦(極 地研)
　 　 Yoko　 Mitani　 (Grad・ 　Univ・ 　Advanced　 Study),　 KatsufUmi　 Sato　 (NIPR),
Michael　 Cameron・ 　Donald　 Siniff　 (Minnesota　 Univ・),　 and　 Yasuhiko　 Naito　 (NIPR)
　 Beneath　 the　 Antarctic　 fast　ice,　Weddell　 seals　 (Leptonychotes　 weddelli)　 dive　 to　250-500　 m　 and
occupy　 the　 niche　 of　 top　 predator　 in　 the　 mesopelagic　 food　 chain.　 However,　because　 of　 extensive
thick　 ice,　 little　 information　 on　 the　 mesopelagic　 prey　 abundance　 is　available.　Consequently,　 prey
encounter　 rates　 and　 energy　 cost　 of　 fbraging　 of　Weddell　 seals　 remain　 poorly　 known.　To　 understand
their　 fbraging　 behaviour,　 we　 developed　 three　 types　 of　 loggers　 (DSL,　3MPDT　 and　 D2GT;　 Little
Leonardo　 Corp.,　 Tokyo).
　 From　 November　 to　 mid-December　2000,　 field　 experiment　 was　 conducted　 at　breeding　 colony　 in
McMurdo　 Sound・ 　Three　 free-ranging　 mothers　 were　 equipPed　 with　 the　 three　 types　 of　loggers　 around
Big　 Razorback　 Island.　 The　 loggers　 were　 retrieved　 after　 2　days.　 The　 3MPDT　 and　 D2GT　 data　 were
used　 fbr　 reconstructing　 the　 three-dimensional　diving　 Path. Three　 seals　 breeding　 around　 the　 island
dived　 to　the　 different　 areas,　 and　 each　 seals　 seemed　 to　have　 preferable　 direction.　 The　 DSL　 recorded
lots　 of　 visual　 information　 on　 prey　 abundance　 along　 the　 path.　 At　 depth　 over　 300　 m,　krill　 and　 fishes
looked　 like　 1)leuragrammo　antarcticuM　 were　 observed　 in　some　 pictures.　 These　 data　 in　this　 study
suggest　 that　 seals　 know　 where　 to　go　 for　 feeding　 before　 dive.
南極 の 厚 い氷 の 下,ウ ェ ッデ ル アザ ラ シは250～500mの 潜 水 を繰 り返 す ことが知 られ てお り,中 層
生 態 系 に お い て高 次 捕 食者 の位 置 を 占め て い る と考 え られ る.し か しな が ら,中 層 生 態系 にお け る餌
生 物 の分布 や 密 度 につ い て はほ とん どわ か っ てい ない た め,ウ ェ ッデ ル アザ ラ シが 潜 水 の間 に餌 に 遭
遇 す る確 率や,摂 餌 に か か る コス トにつ い て は未 だ明 らか で はな い.本 研 究 の 目的 は 静止 画像 ロガ ー
(DSL),地 磁 気 ロガー(3MPDT),加 速 度 ロガー(D2GT)と い う3種 類 の ロガー を用 い て,ア ザ
ラ シの摂 餌行 動 を明 らか にす るこ とで あ る.
2000年ll.月 ～12A中 旬,南 極 マ クマー ド基 地周辺 の繁 殖 コ ロニー であ る,　Big　 Razorback島 周辺 の
母 ア ザ ラシ3個 体 に上記3種 類 の ロガー を装着 し,2日 後 に回収 した.　3MPDTとD2GTから得 られ た
デ ー タに よ り,ア ザ ラシの3次 元潜 水経 路 を計算 した.そ の結果,島 周 りで繁 殖す るアザ ラ シは,そ
れ ぞ れ の 個 体 に よ って 行 く場 所 を異 にす る こ と,個 体 ご とに決 ま った 方 向に 潜行 して い くこ とが示 さ
れ た.　DSLか ら潜 水 経路 に 沿 った餌 生物 の画 像情 報 を得 るこ とがで き,300m以 深 で得 られ た 写真 の
うち,オ キア ミや 魚 影 が 見 て とれ るもの が あ った.以 上 よ り,ど こに餌 が あ るか,ア ザ ラ シは潜水 前
に知 ってい る こ とが示 唆 された.
一58一
PM23
アザ ラシ の視 点か ら見 た海 中 の 餌 分布
Visual　 information　 on　vertical　 prey　 distribution　 of　freeranging　 Weddell　 seals
渡 辺 佑 基(東 大)・ 三 谷 曜 子(総 研 人)・ 佐 藤 克 文(極 地 研)・ 内 藤 靖 彦(極 地 研)
Yuuki　 Watanabe　 (Univ.　 Tokyo),　 Yoko　 Mitani　 (Grad.　 Univ.　 Advanccd　 Study),　 Katsufumi　 Sato
(NIPR),　 Yasuhiko　 Naito　(NIPR)
　 In　 most　 diving　 animals,　 dives　 are　 thought　 to　 be　 associatcd　 with　 lbraging;　 howcvcr,　 dircct
mcasuremcnt　of　 foraging　 behavi()r　 is　 difficult.　 Intbrmation　 on　 prcy　 distribution　 ar()und　 diving
animals　 is　still　unknown　 and　 remains　 esscntial　 t()　understand　 the　 foragin轡tratcgics　 of　dccp-diving
animals.　 We　 dccided　 to　 obtain　 the　 inf()rmation　 from　 visual　 images.　 Wc　 dcvcl(、pcd　 a　Digital　 Still
picture　 Loggcr　 (DSL).　 The　 DSL　 was　 attached　 on　 free-ranging　 Wcddcll　 scals　 ¢(iptθnychθtes
weddellii)　 and　 scveral　 hundreds　 of　 picturcs　 (max.　 700)　 al(mg　 with　 thc　 diving　 path　 wcrc　 obtaincd
from　 cach　 animal　 Some　 picturcs　 illustratc　 that　 scals　 encountcrcd　 prc)r-1ikc　 particlcs　 scattcring　 at
thc　 dcpth　 around　 300　 m　 and　 capturcd　 thcm　 in　 somc　 cascs.　 Thc　 prcy-likc　 particlcs　 wcrc　 countcd
using　 an　 imagc　 analysis　 softwarc　 (Win　 ROOF　 vcr.　 35).　 Pcrccntagc　 of　 total　 arca　 occupicd　 by　 thc
particlcs　 was　 calculatcd　 in　 each　 picturc.　 It　incrcascd　 with　 dcpth　 in　 somc　 divcs,　 which　 indicatcs
seals　 might　 cncountcr　 prcys　 in　 dccp　 dcpth.　 Thc　 picturcs　 rccordcd　 by　 thc　 DSL　 huvc　 yicldcd
important　 insight　 int()　thc　 rich　 ecosystcm　 ncar　 thc　 dcmcrsal　 zone.
多くの潜水動物において,潜 水行動は餌捕獲に関係すると考えられている.しかし,捕食行動を直接記録す
る「拝は難 しい.動 物周辺の餌分布状況を把握 することは,彼 らの摂餌生態を理 解するのに必要不 可欠である
が,末 だ達成されていない.そ こで,我 々は新たに画像記録ロガー(DSL)を 開発し,画 像情報から餌分布状 況
を把握することを試みた.DSLは 自然環境 一ドでウェッデルアザラシに装着され,各 個体から潜水軌道 ヒの画像
数百枚を得ることが出来た.ア ザラシが300m付 近で餌生物とおぼしき物体に遭遇する様 子や,魚 とおぼしき
餌を捕獲するシーンを得ることが出来た.画 像解析ソフト(Win　ROOF　 ver.　3.5)を用いて,餌 生物とおぼしき粒
子の数や面積を調べた.画 像毎に計算した粒 子の 占める面積比は,撮 影深度 が深くなるほど高くなる傾 向が




オ ー ス トラ リ ア ア シ カ の 採 餌 潜 水:遊 泳 速 度 の 理 論 予 測 と 潜 水 深 度 の
予 測 可 能 性
Foraging　 dives　of　Australian　 sea　Rions:　Theoretigal　 prediction　 of　swimming
　　　　　　　　　　　 speed　 and　 predictability　 of　target　 depth.
南 川 真 吾(極 地 研 、 科 技 特)　 ,Peter　 Shaughnessy　 (CSIRO),　 Nick　 Gale　 (Australian　 Antarctic
Division),内 藤 靖 彦(極 地 研)
　 　 　 Shingo　 Minamikawa,　 Peter　 Shaughnessy,　 Nick　 Gale　 and　 Yasuhiko　 Naito
The　 model　 about　 travel　 speed　 of　foraging　 dive　 in　air-breathing　 animals　 predict　 that　 the
optim　 al　speed　 rather　 decrease　 with　 increasing　 of　dive　 depth　 (Thompson　 et　al.,1996).　 In　most
species　 that　have　 been　 studied,　there　is　positive　 correlation　 or　no　correlation　 between　 travel　speed　 to　target
depth　 and　dive　depth.　In　the　Thompson　 model　 it　is　assumed　 that　the　diving　 animal　 knows　 its　target　depth　 in
advance.　 But,　it　is　difficult　fbr　animals　 that　forage　 well　offshore　 to　know　 bef()re　they　dive　the　depth　 at　which
they　can　locate　their　prey.　 Tllis　is　one　reason　 fbr　the　lack　of　consistency　 between　 theory　 and　observations.
　 We　 examined　 diving　 in　six　adult　female　 Australian　 sea　lions　at　Kangaroo　 Island,　 South　 Australia　 when
they　 were　 feeding　 on　 the　 bottom　 during　 their　 nursing　 period.　 Therefore,　their　 target　 depth　 was
comparatively　 predictable.　 A　theoretical　 model　 was　 also　 developed　 involving　 swimming　 speed　 during　 an
animars　 bottom　 phase　 while　 it　was　 exploring　 for　prey　.　The　 model　 was　 verified　using　 data　from　 Australian
sea　 lions.　 Results　 indicated　 that　when　 the　 depth　 of　seabed　 was　 predictable　 (as　reflected　 by　 a　small
coefficient　 of　variation　 for　maximum　 dive　dcpth),　the　relationship　 between　 swimming　 speed　 and　dive　depth
was　 consistent　 with　that　in　the　Thompson　 model.　 Acceleration　 indicated　 that　fluttering　of　fbre　flippers　and
body　 swing　 were　 well　 synchronized　 in　animals　 in　which　 swimming　 speed　 was　 consistent　 with　 the
Thompson　 model,　 but　was　 irregular　 in　animals　 in　which　 swimming　 specd　 was　 not　consistent　 with　 that
modelandinwhichthecoef巨cient　of　variation　 of　dive　depth　was　comparatively　 large.
ア ザ ラ シ や ア シ カ な ど 、肺 呼 吸 を行 う動 物 の 採餌 潜 水 に お いて は 、潜 水 深 度 が大 き くな る ほ ど 、 最 適 往
復 速 度 は む しろ低 下 す る と い う理 論 的 予 測 が な され て い る　(Thompson　 et　al.　1993)。 　しか しな が ら、 こ
れ まで 様 々 な種 に お い て 多 くの潜 水 デ ー タ が報 告 さ れ て い る が これ に 合 致 した報 告 は殆 どな い 。 これ まで
報 告 され た 多 くの 種 で は 、往 復速 度 と 深 度 に は 正 の 相 関 が み られ る か 、 相 関 が な い場 合 が殆 どで あ った 。
Thompson　 らの 理 論 で は動 物 が あ らか じめ 目標 と な る深 度 を知 って い る こ と が前 提 と な って いる が 、 中 層
で 捕 食 す る 動 物 の 場 合 、潜 水 の 前 に ど の 深 度 に 餌 が 存 在 す る か を知 る こ とは 難 しい 。 これ が 理 論 予測 との
不 一致 の 原 因 の 一 つ と して考 え られ る 。
南 オ ース トラ リア の カ ンガ ル ー島 に お い て 、 授 乳 期 の オ ース トラ リア ア シ カの 雌6頭 の 潜 水 記録 を得 た 。
彼 らは 授 乳 期 には 底 性 動 物 を 食 べ て お り、 従 って 目標 深 度 は 比 較 的 予測 しや す い と いえ る。 そ の 深 度 で ア
シ カ が 海 底 で 餌 を探 す 場 合 の 遊泳 速 度 に つ い て も 理 論 予測 を 行 い 、検 証 を 行 った 。 そ の 結 果 、海 底 の 深 度
の 予 測 可 能 性 が 高 い と き(最 大潜 水 深 度 の 変 動 係数 が 小 さ い場 合)に 往 復 速 度 、餌 探 索 速度 と も に 予測 に
一 致 す る 傾 向 が 見 られ た 。 ま た 、 左 右 方 向 と前 後 方 向 の 加 速 度 の記 全剥ま、　Thompsonの 予測 に一 致 した個
体 で は 、 左 右 方 向 の体 の 振 り方(あ る い は 回転 運 動)と フ リ ッパ ーの 動 きが 一 致 して い る が 、 そ うで な い
個 体 で は 不 規則 で あ る こと を示 唆 して い た 。
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Whale bones in the nearshore geoecosystem of Admiralty Bay 
          (King George Island, Antarctica)
Stanis3aw  Rakusa-Suszczewski* and Arkadiusz  Nedzarek
Department of Antarctic Biology, Polish Academy of Sciences, 
 Ustrzycka10/12 Warsaw 02-141, Poland 
 *E-mail address:profesor@dab.waw.pl
    Abstract : In the area of the western shore of Admiralty Bay (SSSI 
No 8) , the remains of 52 whale skulls were found; along the shores of the 
entire bay 175 skulls were reported. These skulls of whales caught in the 
area at the begining of the 20th century are now considered as protected 
elements of the landscape. Whale bones provide a continuous source of 
chemical elements and nutrients that are released into the environment; 
they also cumulate elements of  anthropogenc origin, e.g. Pb. The bones 
of whales as well as macroalgae and penguin feathers might be the source 
of calcium, phosphorus, carbon, nitrogen and sulphur for the land 
ecosystem.
key words: Antarctica, whale bones, mineral composition,utrients
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CLONING AND SEQUENCING OF THE FATTY ACID DESATURASE GENES OF A 
          PSYCHROTROPIC NOSTOC FROM ANTARCTICA
S.  Shivaji', C. Suresh Kumar', J. S. S. Prakash and N. Murata2
 'Centre for Cellular and Molecular Biology
, Uppal Road, Hyderabad 500 07         2National Institute of Basic Biology
, Okazaki, Japan.
Unsaturation of membrane lipids is an important event in the acclimatization of 
cyanobacteria to low temperature. This phenomenon has been very well established in 
mesophilic cyanobacteria, but comparatively little is known about the modulation in the 
synthesis of fatty acids in psychrotrophic cyanobacteria. With this in view, the present 
study was undertaken to understand : (a) the temperature dependent regulation in the 
synthesis of fatty acids of the membrane lipids  of psychrotrophic  Oscfflatoria and Nostoc 
and (b) to identify, clone and sequence the des genes from Antarctic Nostoc. The results 
indicated that in psychrotrophic  Oscillatoria and Nostoc from Antarctica a distinct 
increase in the synthesis of 018:3 was  observed when the cyanobacteria were either 
grown at 15°C or when cultures grown at  25  °C were shifted to  15°C. Taken together, 
these results indicated upregulation of the desaturase genes desA and desB at low 
temperature. Therefore, attempts were made to char acterize the desaturase genes from 
psychrotrophic cyanobacteria using amplified fragments of desA, desB and desC from 
psychrotrophic Nostoc to screen a partial genomic library of Nostoc. Using this 
approach, the des genes of psychrotrophic Nostoc from Antarctica were cloned and 
sequenced and the genes showed high homology with the reported des genes of 
mesophilic cyanobacteria. Studies are now in progress to understand the thermal 
regulation of these genes.
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北極および南極域のイオウ酸化細菌の系統と生理　　　　　　　 PT2
　　　　　　　　　　　　　　　 Phylogenetic　 and　 physiological　 characterization　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 thioautotrophic　 bacteria　 from　 Arctic　 and　 Antarctic　 habitats
杉 山 千乃 ・長 沼 毅(広 島大)、 増 沢 武 弘(静 岡 大)、 伴 修 平(滋 賀 県立 大)、 伊 村 智 ・神 田 啓 史(極 地研)
Chino　 SUGIYAMA,Takeshi　 NAGANUMA　 (Hiroshima　 Univ.),　Takehiro　 MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.),　Syuhei　 Ban
　　　　　　　　　　　　 (Univ.　of　Shiga　 Pref.),　Satoshi　 IMURA　 &　Hiroshi　 KANDA　 (NIPR)
Arctic　 and　 Antarctic　 habitats　 are　 known　 to　 hostile　 for　 primary　 production　 by　 eukaryotic　 photoautotrophs.　Instead,
prokaryotic　 photoautotrophs　(e.g.cyanobacteria)　and　 chemoautotrophs　(e.g.　 sulfur-oxidizing　bacteria　 =thiotrophs)
may　 play　 a　central　 role　 in　primary　 production　 in　the　 cold　 and　 dry　 habitats.　 We　 have　 isolated　 >20　 and　 >10　 thiotrophic
strains　 from　 Arctic　 deep-sea　 (hydrothermal　vent-related)samples　 and　 Antarctic　 terrestrial　 samples,　 respectively.
Certain　 isolates　 were　 characterized　as　 uryhaline　 halophiles　 growing　 over　 wide　 NaCl　 range　 of　 1-15%　 NaCl.　 The　 16S
rDNA　 analysis　 suggested　 that　 some　 isolates　 are　 related　 to　 the　 euryhaline　 halophilic　 genus,　 Halo/ηoη ∂s.　 This
euryhaline　 feature　 is　 likely　 associated　 with　 wide　 salinity　 fluctuations　 due　 to　 vapor-brine　separation　 in　 the
sub-sea刊oor　 vent　 and　 to　 the　 mosaic　 of　 sublime　 brine-icemelt　 water　 on　 the　 lyophilized　 terrain.
【はじめに】












O南 極テラノバベイ基地周辺の土、また昭和基地周辺の池水から、イオウ酸化細 菌を分離 ・培養 した。
O北 極海深海熱水ブルーム等からイオウ酸化細菌を分離 ・培養した。
016S　rRNA遺 伝子を用いて、単離株の予備的な系統分類解析を行った。
O単 離 した菌株を異なるNaCl濃 度で培養を行い、生育塩分特性を求めた。
【結果と考察】
イオウ酸化細菌用の培地を用いて、北極海域から20株 以上、南極大陸から10株 以上単離 した。16S　rRNA遺 伝







南 極 テ ラ ノ バ ベ イ 基 地 お よ び 昭 和 基 地 域 か ら分 離 さ れ た 広 塩 菌
Euryhaline　 halophilic　 bacteria　 isolated　 from　 Antarctic　 terrestrial　habitats
長 沼 毅 ・岡 本 拓 士(広 島大)、 増 沢 武 弘(静 岡 大)、 伴 修 平(滋 賀 県 立 大)、 伊 村 智 ・
神 田 啓 史(極 地 研)
Takeshi　 NAGANUMA,　 Takuji　OKAMOTO　 (Hiroshima　 Univ.),　Takehiro　 MASUZAWA　 (Shizuoka
　　　 Univ.),　Syuhei　 Ban　 (Univ.　of　Shiga　 Pref.),　Satoshi　 IMURA　 &　Hiroshi　 KANDA　 (NIPR)
　 Physical　 conditions　 of　Antarctica　 for　 Iife　are　 characterized　 by　 low　 temperature　 and　 Iow
availability　 of　liquid　 water　 for　life.　These　 cold　 deserts　 are　 often　 associated　 with　 hypersaline
conditions.　 On　 the　 other　 hand,　 manyAntarctic　 ponds　 have　 permanent　 pycnocline　 that　 make
variations　 in　salinity　 and　 oxygen　 concentration.Because　of　these　 properties,　 Antarctica　 has
been　 the　 sources　 for　 isolation　 of　halophilic　 (salt--loving)　 microorganisms.　 We　 have　 isolated
many　 of　the　 halophilic　 microorganisms　 IMng　 in　Antarctic　 terrestrial　 habitats　 (the　 Terra　 Nova
Bay　 and　 the　 Syowa　 Station　 area).　 Phylogenetic　 analysis　 based　 on　 16S　 rDNAshowed　that
the　 14　TNB　 strains　 were　 categorized　 into　 s　groups,　 all　of　which　 were　 closely　 related　 to　each
other　 and　 to　Halornonas　 variab〃is.　 The　 H.　 va舵 め 〃s-reIated　 strains　 have　 a　 globaトwide
distribution　 probably　 through　 their　 ability　 for　adaptation　 to　wide　 salinity　 variation.
南極は低温 で乾燥 してお り、生物 にとって利用できる水はほとん どない。このわずかな水
の多 くは高塩分水 とな り、様 々な高塩分の環境を作 り出 している。一方、夏季融氷期 には
低塩分水(淡 水)環 境 が出現す るほか、上部淡水 ・下部塩水の二層構造 をもった池沼 もあ
り、南極 ハ ビタ ッ トは限 られ た面積 ・容積の 中に広範 な塩分条件が隣接する 「モザイク的
な広塩環境 」であると言 うことができる。 この広塩環境 に適応 した微生物が広塩微生物で
あ り、南極 はこれ らの微生物の宝庫 とも言 える。今回、南極Terra　Nova　 Bay　(TNB)　 の陸
上試料 および昭和基地周辺の湖 から、多数の広塩微生物を分離 した。　TNBか ら分離 した25
株の うち、14株 の16S　 rDNAの 塩基配列を決定 した ところ、　Halomonas　 variabilis　に属 す
ると考えられる5グ ループ(亜 種 レベル)に わけ られた。　H.　variabilis近縁菌は世界中の海
洋 および湖沼よ り分離 されてお り、幅広 い塩分適応能力 を持 つ微 生物であることが知 られ
て いる。このため 、南極の陸上 という 「低温 、乾燥、高塩分」 という三重の極 限環境 にお




Removal　 of　nitrogen　 by　 Antarctic　 yeast　 cells　 at　low　 temperature
平山けい子(山 梨大工),小 池優子(山 梨大工),金 子栄廣(山 梨大[二)
西川二郎(東 京理科大理工),平 山公明(山 梨大工)
Keiko　 KATAYAMA-HIRAYAMA,　Yuko　 KOIKE,　 Hidchiro　 KANEKO,
　 　 　 　 　 *Jiro　 NISHIKAWA　 and　 Kjmiaki　 HIRAYAMA
　 　 　 　 　 　 　 Yamanashi　 Univ.,　 *Science　 Univ.　 of　Tokyo
ABSTRACT
　 Nitrate　 removal　 at　low　 temperature　 was　 invcstigatcd　 using　 Candida　 sp.　 isolatcd　 from　 thc　 upper
laycr　 of　Lakc　 Vanda　 in　Dry　 Vallcy,　 Antarctica.
　 The　 strain　 was　 cultured　 on　 the　 synthctic　 mcdium　 containing　 nitrate　 (NO3-N,　 100mgA)　 as　 a
nitrogen　 sourcc,　 and　 cxamined　 thc　 en℃ct　 ()f　pH　 and　 hypochlolite　 (ClO'　 )　on　 thc　 growth　 and　 NO3-N
removal　 at　5°C,　 aerobically.
　 At　 pH　 of　 3　 to　 7　the　 yeast　 cclls　 cxhibited　 a　similar　 rcmoval　 of　 nitratc　 lcvcl.　 Thc　 strain　 also
rcmovcd　 NO3-N　 and　 TOC　 at　 CIO'　 conccntrations　 of　 5　 and　 10　 mg/L　 but　 did　 not　 grow　 at　 ClO-
concentrationof20mg/L.
[は じめに]
南極マクマー ドドライバレイ地域のバンダ湖一ヒ層水 より分離 された　Candida　 sp.を川い、
低温好気的条件下で低温域での硝酸性窒素除去について研究を行った。、開放系での培養
や排水処理に役立てることを目的 として、低pHな い し次亜塩素酸の硝酸性窒素除 去に及
ぼす影響について検討を行った。
[方 法]
本 研 究 で使 用 した好 冷 性 酵 母　Candida　 sp.は 、10～15℃ 付 近 に至 適 生 育 温度 が あ り、 硝
酸 塩 の 資化 性(+)ビ タ ミン要 求性(一)、NaCl耐 性(0～5%)(+)、醗 酵 性(lactoseを
除 く)(+)、 な どが 特徴 の酵 母で あ る。　 Candida　 sp.の 保 存 菌 株 をYM培 地50mLに1白 金
耳加 え5～10日 間 前 培 養 した 後 、 硝酸 塩 を 窒 素源(NO3-N濃 度100mg/L)に した 簡 易合 成 培
地100mLに 菌体 を約0.1g(乾 燥 重量)加 え 、培 養 温 度5℃ で通 気 培 養 した。 こ の培 養 液
のpH,次 亜塩 素 酸(CIO-)濃 度 等 の条 件 を変 え 、菌 体 量 、培 養 液 中 の溶 存 有機 炭 素(TOC)、
硝 酸1生窒 素(NO3-N)を 経 時 的 に測 定 し、酵 母 の 生 育 とNO3-Nの 除 去 を調 べ た。
[結 果]
ClO濃 度5　 mg/Lと10111g/Lで は ほ とん ど差 が 無 く、 い ず れ も5日 で 酵 母 は約4倍 に増 殖
し、　TOC、 　NO,-Nは50%以 上 除 去 され 、　pHは 若 干 上 昇 した。　 ClO－濃 度20mg/L以 ヒで
は、 酵 母 は増 殖 しな か っ た。pH3の 培 地 で は他 の培 地 に比 べ て 若 干 菌体 濃 度 の増 え方 が 遅
い もの の 、pH4～8の 培 地 で のTOC除 去 率 、NO3-N除 去率 とほ とん ど差 が な か っ た。
pH3　 (p　Hコ ン トロー ラで 一 定)　,　ClO-　Omg/Lで 培 養 した場 合 、4日 目で酵 母 は3倍 に
増 殖 し、TOCは95%以 上 除 去 され 、NO3-Nは6日 目で55%以 上除 去 され た。　pH6,　ClO-　5mg/L
で培 養 した場 合 、3日 目で酵 母 は2.6倍 に増 殖 し、　TOCは95%以 ヒ除 去 され 、NO3-Nは4





Occurrence　 of　Sterile　 Basidiomycetes　Causing　 Dead　 Rings　 in　Moss
　 　 　 　 　 　 Mat　 on　King　 George　 Island,　 Antarctica
東 條 元 昭1,　 Hemann,　 A.　MUhlhaus♂,星 野 保3,神 田 啓 史4
1大 阪 府 立 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科
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niversidad　 Central　 de　Chile
3産 業 技 術 総 合 研 究 所
4国 立 極 地 研 究 所
Motoaki　 Tojo1,　 Herrnann,　 A.　 MUhlhause!,　 Tamotsu　 Hoshino2　 and　 Hiroshi　 Kand♂
　 1G・aduat・Sch・ ・1・fAg・icultu・eandBi・1・gicalSci・nces,0・akaP・ef・ctureUniv・・sity
　 　 Japan.
　 2Universidad　 Central　 de　 Chile,　 Chile
　 3Nati・nalIn・titut・・fAdvancedlndu・t・ialS・i・nceandTechn・1・gy(AIST),Japan
　 4　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Japan
A　 survey　 for　 fungal　 infection　 on　 dead　 rings　 ofmoss　 mat　 was　 conducted　 in　 Ardley　 peninsula
(62　 12'S,　 58　 58'W),　 King　 George　 Island　 in　 thawing　 duration　 from　 13　 December　 2000　 to　 8
January　 2001.　 Infection　 of　 the　 non-sclerotial　 form　 of　 Basidiomycetes　in　 the　 dying　 leaves　 was
commonly　 observed　 in　 the　 moss　 mat　 in　 thepeninsula　 This　 seems　 to　 be　 a　first　 record　 of　 moss
disease　 caused　 by　 the　 sterile　 Basidiomycetesin　Arctic　 r g ons.
2000年12月 か ら2001年1月 の 雪解 け直 後 に,南 極 キングジョー ジ島アー ドレイ半 島(6212'S,
5858'W)で,コ ケの壊 死 リングに寄 生 す る糸状 菌 の調 査 を行 った.そ の結 果,壊 死 リング部 にお
ける菌核 形 成 を欠 く不 完 全 担 子 菌 の 寄 生 が,同 半 島 のコケに広 く見 られ た.南 極 域 にお ける不
完 全 担 子 菌 によるコケの病 害 の発 生 は,こ れが初 めての報 告 と思 わ れ る.
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雪 腐 病 菌Typhula　 　ishikariensisの増 殖 に お よ ぼ す 培 地 成 分 の 影 響
　 　 　 Effects　 of　 culture　 media　 on　 mycelial　 growth　 of
　 　 　 　 　 snow　 mold　 fungi,　 Typhula　 　ishikariensis
星 野 保 ・,切 明 路 子 ・,　A.M.　 Tronsmo**,湯 本 勲 ・,横 田 祐 司・,松 本 直 ・怜**
(・産 総 研,**ノ ル ウ ェ ー 作 物 研,***農 理 研)
T　 Hoshino*,　 M.　 Kiriaki*,　 A.M.　 Tronsmo**,　 1.　YUmoto・,　 Y　 Yokota・,　 N.　 Matsumoto・**,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (*AIST,　 **Planteforsk　 Norway,　 ***NIPR)
Snow　 mold　 fUngi　 are　 psychrophilic　 fUngal　 pathogen　 that　 infect　 winter　 cereals　 grown　 in　 northem
hemisphere.　 Tyoh"1α1shikαr/e'ls/s　has　 evolved　 high　 adaptation　 to　 different　 winter　 chmates.　 In
Norway,　 T　 ishikar/e/ls/s　 was　 classified　 into　 3　 groups　 (group　 I,　II　 and　 III)　 according　 to　 genetic
relationships　 and　 cultural　 characteristics.　 Group　 III　is　predominant　 in　northem　 Norway　 and　 shows
irregular　 growth　 at　 lO℃ 　in　 PDA.　 Freezing　 resistance　 is　an　 important　 factor　 that　 correlates　 with
geographical　 distribution　 of　 Z　 ishikαwlensis　 in　 Norway.　 However,　 natural　 condition　 of　 group　 III
localities　 reach　 up　 to　 lO℃ 　at　 early　 spring.　 We　 tested　 mycelial　 growth　 of　 group　 III　 on　 several
medium.　 Group　 III　 showed　 normal　 growth　 in　 CMA.　 We　 also　 obtained　 same　 results　 from　 PDA
contained　 caroteine.　 These　 results　 suggested　 that　 group　 III　gained　 carotein　 from　 host　 plants　 and
adapted　 to　grow　 at　relatively　 high　 temperature.
雪腐病菌　Typhula　ishikariensisは 北半球の積雪地域に広 く分布 し、小麦などの重要な
病原菌として知 られている。 ノル ウェーにおける本菌は3つ のグループに(1、IIお よび
III)に 分類 されている。グループ1と 　IIIは 遺伝的性質が極めて類似 しているが、ノル
ウェー南部ではグループ1が 優 占し、f壌 凍結の起こる環境の厳 しい北部沿岸地域ではグ
ループIIIが 優 占してお り、これ ら分類群間の地理的分布の差は菌糸および菌核の耐凍性
の差によることが明 らかに されている。グループIIIの 生理学的特徴の1つ として、ジャ
ガイモ ・ブ ドウ糖寒天培地(PDA)上 で培養温度4℃ 以下では通常の増殖を示すが、培養
温度10℃ では菌糸の成長が著 しく阻害 される(至 適増殖温度は0～5℃)。 分布する地域の
地一上温度は融雪時、10℃ 付近に達することを考慮す ると、この生理的性質はグループIl1
の分布にとって極 めて不利な要素 となる。種々の天然培地で培養を行 うとコーン ミール寒
天培地(CMA)な どでは培養温度10℃ において も通常の生育を示 した。培地成分の比較か
らPDAに カロチンなどのフリーラジカルスカベンジャーを添加することによって、培養温
度10℃ においても通常の生育を示す ことが確認 された。 グループIII　 は宿主への接種試
験の結果から他の菌株 に比べて病原性が高いことが明かとな り、これ を考慮すると、グル




ヘ リトリゴケ類 のNy-Alesund　 (Spitzbergen)と 日本 との 共 通種 とそれ らの地 理 分 布
　
　 Lecideoid　 lichens　 growing　 in　both　 Ny　-Alesund　 (Spitzbergen)　 and　 Japan,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 their　 phytogeography
井 上 正 鉄 ・秋 田 大 学 教 育 文 化 学 部 自 然 環 境 講 座
　 　 　　 　 　 　 　 Masakane　 INOUE・Dept.　 Natural　 &　Environ.　 ScL,
　　　　　　　　　　Fac.　 Educ.　 &　Human　 Studies,　 Akita　 University
む
　Abstract:　 Genera　 and　 species　 of　lecideoid　 Iichens　 growing　 in　both　 Ny-Alesund
(Spitz-bergen)　 and　 Japan　 are　presented　 by　the　author　 who　 carried　 out　the而eld　 surveys　 in
bothregions.　 Elevengeneraand20speciesaregrowingintheregions.　Phy ogeo raphy
of　the　species　 are　discussed.
要 旨
地 衣 類 の ヘ リトリゴケ 類 の 多 くは 高 山 や 極 地 に 分 布 して い る。演 者 が これ まで 主 として モ ノグ ラフ
的 研 究 で 明 らか に した 日本 産 の34属114種(内 、亜 高 山 ・高 山 生 の もの は20属70種)を 、2000
む
年8月 に　Ny-Alesundで 得 た標 本 と照 らし合 わせ たところ、11属20種 が共 通 であった。なお 、
Elvebakk　 &　 Hertel　(1997)に よる　Svalbard諸 島 全 域 を対象 にしたチェックリストを参 考 にす ると
共通 種 は15属31種 を数 える。
　




Ny-Alesundと の共 通 種 を含 む 属 の内 で 、日本 の 亜 高 山 ・高 山 帯 に広 く分 布す るにもかか わ らず 、
　
Ny-Alesund　 に見 られ ない 種も多 い***。 特 に、Fuscidea(日 本産6種)は 日本 と共 通 の3種 が
NorwayやSwedenで 広 く知 られ てい るにもか か わらず 、　Svalbard全 域 でも報 告例 が なく興 味 深
い 。
む
Genus　 and　 the　 number　 of　species　 growing　 in　both　 Ny-Alesund　 (or　Svalbard)　 and　 Japan
Genus N.of　 Species Genus N.ofSpeciesGenus　 N.ofSpecies
Amygdalaria2(6)★ Lecidoma 1 (1)Tremolecia 1 (1)
Arthrorhaphis1(1) Micarea 1 (1)Fuscidea★ ★★ 0 (6)
Carbonea 1(1) Placynthiella2 (2)lmmersaria轍 0 (1)
Cecidonia 1(1) Porpidia 4 (9)Lecidea　 s.lato　 k,c　,cO (5)
Japewia 1(1) Pso個 1 (2)Trapelia轍 0 (1)
Lecidea 6(14)RhizocarponS",t3 (8)
Lecidella 3(6) Tephromeb 3 (3)
★Figures　 in　parentheses　 represent　 the　 number　 of　species　 occurring　 in　subalpine　 or　alpine
regions　 of　Japan;　 ★★Distribution　 of　Japanese　 representatives　 is　still　unclear;　 ★★★in　text
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Freezing induced changes of mechanical properties in permafrost affected soils 
                 W. Mueller-Lupp, M.  Boelterl, R. Horn
Soils are complex mixtures of solids, liquids, and gases. The soil matrix is formed by a 
complex set of geometries formed by the soil skelet interspersed by voids. These voids form 
different kinds of pores which contain kolloids, liquids and gases. Changes of the soil matrix 
are mainly affected by soil moisture and processes related to the phase change of water during 
freezing. The freezing temperature of the is determined by its solutes, the freezing 
temperature of the soil is related to its water and nutrient content, the particle sizes and the 
mineral constitution. These factors are also evident for heat and water transfer, i.e., they 
control ice formation, and the developing pressure during freezing. Freezing of a soil can 
produce an effective stress and consequently a consolidation of the matrix which further 
induces changes in the pore system and the characteristics for gas fluxes. This stress 
originates from the suction developed in the pore water and an elevated pressure of the ice. 
Hence, compressible soils consist of consolidated aggregates which can be separated by ice 
lences or segregated ice. On the other hand, coarse-grained soils show no migrations of liquid 
water during the freezing process, vapour transfer is probably not sufficient to produce 
segregated ice. In order to predict the freezing induced changes in soils, a sandy clay loam 
and a loamy sand were used in experiments of mono- and bi-directional freezing. 
Determinations of unfrozen water were performed by a general phase composition equation 
on the basis of specific soil surface areas. Tests were conducted in cores (d= 12cm, h=706cm) 
at three freeze-thaw cycles (-5, -10, -15 centigrades) which lasted each for 5 to 6 weeks. 
Thermal regime and water content were logged in intervals of 10  min concomitant to readings 
of the pressure force. The results show evidently the central role of soil structure, the basic 
water content, the cooling rate and the lowest temperature. Observations on the soil surface 
gave evidence for the structural force of these environmental parameters.
1  corresponding author's address: 
Institute for Polar Ecology 
University of Kiel 




Constraints for soil microbiological activity and soil properties in permafrost soils 
    W. Mueller-Lupp, M.  Boelterl, Y. Kodama, T. Ohata, K. Takata, H. Yabuki
Microbiological properties and processes are evidently controlled by abiotic factors. 
Temperature becomes most important in the cold regions as it stops or allows life processes 
which are related to available water. Atmospheric properties - and its effects on the soil 
environment - are modified by properties of the soil surface. They can be snow cover, 
vegetation, or accumulations of organic matter, the mean annual air temperature and soil 
temperature thus differ with respect to the soil cover and its variation on local scales. Further, 
soil microclimate is closely related to soil structure, composition of organic matter, and 
contents of air and water. Hence, the microbial environment is regulated by a great variety of 
factors which also show a specific differentiation in time, i.e, short time effects like rain and 
drought as well as long time effects with changing plant cover and litter. Recurring patterns 
like the temperature drop in autumn cause growing cracks, snow melt in spring tends to 
muddy characteristics in fine-grained soils which may show patterns of slow gliding. The 
thaw of coarse-grained soils allows a relatively even flow of water. The absence of excess ice 
minimises pore water pressure followed by only little loss of soil strength. Thawing can also 
influence the process of consolidation with effects on the pore system. By using informations 
of soil texture and basic soil properties in combination with well recorded temperature 
profiles, the physical and biological behaviour of soils can be predicted to certain extent. Such 
attempt has been made for Siberian tundra soils by combining data from a Russian-German 
and a Russian-Japanese project.
1 
 corresponding author's address: 
Institute for Polar Ecology 
University of Kiel 





Enumeration　 of　viable　 microorganisms　 with　 a]titude　 in　Mt.　 Fuji　 by　a　new
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fiuorescent　 microscopic　 method
出村 義 隆(三 菱 化 学 生命 研)・ 河 崎 行 繁(三 菱 化 学 生 命 研)・ 辻 売(三 菱化 学 生 命 研)・
大 谷 修 司(島 根 大)・ 増 沢 武 弘(静 岡 大)
　 　 Yoshitaka　 Yoshimura,　 Yukishige　 Kawasaki,　 Takashi　 Tsuji,　Shuji　Ohtani,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TakehiroMasuzawa
　 Altitudinal　 distribution　 of　 living　 soil　 microorganisms　n Mt.　 Fuji　 was　 studied　 with　 a　 new
fluorescent　 microscopic　 method.　 5-carboxyfluorescein　diacetate,　 acetoxymethyl　 ester　 (CFDA-AM),
which　 is　 converted　 to　 a　 fluorescent　 product　 by　 intracellular　 esterase　 activity,　 was　 used　 in
combination　 with　 a　 membrane-permeant　t eatment.　 This　 method　 stained　 many　 kind　 of
microorganisms　including　 gram-negative　 bacteria　 which　 was　 di伍cult　 to　 be　 stained　 by　 previous
vital　 staining　 methods.　 This　 method　 showed　 that　 distribution　 of　 living　 microorganisms　in　Mt.　 Fuj
changed　 on　 a　boundary　 of　tree　 line　 (2400　 m　 a.s」.).　 Cell　 numbers　 in　the　 upper　 part　 was　 lOO　 times
fewer　 (2.4-7.2　 xlO7　 cells　 g'1-dry　 soil)　 than　 that　 in　 the　 lower　 part　 (1.8-6.3　 x109).　 In　 contrast
enumerations　 by　 conventional　 plate　 counting　 on　 nutrient　 agar　 were　 >100　 times　 lower　 than　 that　 by
the　 microscopic　 counting.
富士 山にお いて、 高等植物 、蘇 苔類 、地衣類 等、マ ク ロな生物群 集 に関す る研究 は 古くか ら行 われ てい
るが、 」二壌 中の藻類やバ クテ リア等の ミクロな微生物群集 に関す る報 告例は少 ない、特 に、バ クテ リアは、
生態 系におけ る分解者 と して 、また植物 との共生関係 にお いて も重要な役割 を果た して いるが 、測定法 の
技術 的問題 か ら、 生きてい る微生物数(生 菌数)を 正確 に知 る ことは 困難 であ った、,この問題 を解決す る
ため 、生 きて い る微 生 物 が持 つ エ ステ ラー ゼ 活性 を検 出す るCFDA--AM　 (5-carboxylluorcscein　diacetate,
acetoxymethyl　ester)を用いて 、色素の膜透 過性 を向上 させ た染色法 を開発 した。 この方法に よ り、信頼性 の
高い生菌数測定が初 めて 可能 になった、,
本研究では、 このCFDA-AM染 色 法を用いて、富士 山におけ る土壌 中の生 きて い る微 生物 の高度分布 を
明らかに した。2001年8月 、富士tll南斜 面において、山頂部(標 高3755m)か ら標 高1700mま で、標 高差
100-150mお きに土壌試料(表 面F5cm)を 採取 した。試料 中の生 きてい る微 生物数 をCFDA-AM染 色法に
よ り算出 した。比較のため、従来の寒 天培養法による計測 も行 った。その結果、両測 定法 共に森林限 界(標
高約2400m)を 境 に、大 き く測 定値 が異 なっていた。　CFDA-AM染 色 法に よる と、上部 では乾燥 土壌1g
当た り2.4-7.2xlO7個 であるのに対 し、下部では1.8-6.3xlO9個 と、100倍 程度の差が見 られ た,、また、寒天
培養法か ら推 定 した生菌数は、いずれ の高度で も、　CFDA-AM染 色法の100分 の1以 下であ り、上部では、
約1000分 の1の 値を示す 試料 もあった。本研究に よ り、富士山の生 きている微生物群集 の分布特性 に関 し
て、信頼性の 高いデー タを初 めて得 るこ とが出 来た。 また 、通常 の培 養法で は培 養 で きない微 生物 が非常
に多い こ とか ら、新種 の微 生物 も多 く含 まれ て いる ことが 予想 され 、生物(遺 伝 子)資 源の観 点 か ら も富
士山は貴重なフィール ドであると考え られ る。
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海 洋 性 南 極 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 の コ ケ 群 落 に 生 息 す る 線 虫 類 の 垂 直 分 布
Vertical　 distribution　 of　nematodes　 in　a　moss　 community　 in　King　 George　 Island,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 maritime　 Antarctic
鬼 頭 研 二(札 幌 医 大)　 ,　Millhauser,　 H.　A.　(Univ.　 Central　 de　Chile,　 Chile),
大 山 佳 邦(極 地 研)
Kito,　 K.　(Sapporo　 Medical　 Univ.),　 MUIhauser,　 H.　A.　(Univ.　 Central　 de　Chile,　 Chile)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 Ohyama,　 Y　 (NIPR)
As　 one　 of　the　 programs　 of　the　 2000/Ol　 Chile-Japan　 collaborative　 stud》㌧　faunal　 and　 ecological
studies　 of　terrestrial　 invertebrates　 were　 carried　 out　 in　King　 George　 Island.　 Free-living　 nematodes
are　a　major　 taxon　 of　the　invertebrates　 in　moss　 communities.　It　i 　suggested　 that　they　 are　abundant
in　the　upper　 (1-　3　cm)　 layer　 of　moss　 in　summer　 while　 in　the　lower　 (3-6　cm)　 layer　 in　winter　 in　Signy
Island,　 maritime　 Antarctic.　 The　 present　 study　 aimed　 to　see　if　nematodes　 in　moss　 in　King　 George
Island　 also　show　 the　same　 summer　 pattem　 of　vertical　 distribution　 as　in　Signy　 Island　 and　 to　examine
that　the　 distribution　 pattern　 may　 vary　 diurnally　 due　 to　nematode　 migration　 within　 moss.　Each　 2
m・ss　 sample,　 10　cm2　 and　 5　t・　7cm　 deep,　 was　 c・llected　 at　intemls　 ・f6　h・urs　 f・r　2　days　 in　a　stand
of　Sanionia　 uncinata　 near　 Escudero　 Station　 and　 they　 were　 divided　 into　 l　cm-layers　 horizontally.
Nematodes　 extracted　 f士om　 each　 moss　 layer　 were　 identified　 to　species　 level　 and　 counted. Nine
species　 of　 the　 fbllowing　 7　 genera　 were　 classified;　 Geomonhystera,　 1)lectus,　Teratocephalus,
PαrαmphideIMs,　 Coomansms,　 E初dorylαimus,αnd　 Rhyssocolpus.
日本 一 チ リ南 極 共 同観 測 と して2000年12月 か ら2001年1月 にか けて サ ウス シ ェ トラ ン
ド諸 島 キ ン グ ジ ョー ジ 島 の コケ 群 落 に お い て 線 虫類 を主 と した 陸 生 無 脊 椎 動 物 の分 類 学
的 ・生態 学 的 研 究 を行 っ た 。 南 極 で の コケ群 落 に生 息 す る線 虫類 の 生態 学 的研 究 は 少 ない
が 、 同 じ海 洋 性 南 極 の サ ウス オ ー ク ニ ー 諸 島 シ グニ ー 島 で の 研 究 か ら線 虫類 は 夏 期 に は
0-3cmの コケ 上 層 に 、 冬 期 に は3-6cmの 下 層 に 多 く、 種 に よ り季節 的 に垂 直移 動 をす る こ
とが 示 唆 され て い る。 今 回 の 研 究 は 夏 期 とい うこ とで 、 本 島 で も コケ群 落 の線 虫類 が シ グ
ニ ー 島 同様 に コ ケ 上 層 に 多 く分 布 して い るか ど うか 、 そ して そ の垂 直分 布 が 日周 変化 を示
す か 否 か につ い て 種 レベ ル で の解 析 を試 み た 。 エ ス クデ ロ基 地 近 くに あ る比較 的 小規 模 な
Sanioni∂ 　uncinata群 落 を研 究 箇 所 に選 び、L月5日18時 か ら7日18時 にか けて6時 間 お
き に底 面 積10cm2、 深 さ5-7cmの コケ を採 取 した 。 そ して 、 コケ を表 面 か ら順 に1cmご と
の層 に切 り分 け 、層 別 に個 体 数 を カ ウ ン トして線 虫類 の垂 直 分布 を調 べ た。 環 境 要 因 と し
て は 気 温 な らび に コケ の表 面 と内部 の 温 度 を連 続 的 に 計測 した。 こ こで は本 群 落 に生 息 す
る7属 　(　Geomonhystera,　 Plectus,　 Teratocephalus,　 Paramphidelus,　 Coomansus,
Eudoryl∂imus,　 RhyssocolPUS)　 9種 の線 虫 に つ い て 、 そ れ ぞ れ の垂 直 分 布 パ ター ン と 日周
変 化 につ い て 報 告 す る。
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南 極 マ ク マ ー ド ド ラ イ ヴ ァ レ ー 地 域 か ら分 離 し た 単 細 胞 藻 類 の
光 合 成 活 性 と 凍 結 耐 性
Freeze　 tolerance　 and　 photosynthetic　 activity　 of　unicellular　 algae　 isolated　 from　 the
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica
長 島 秀 行(東 京 理 科 大 ・理)、 秋 山 洋 子(東 京 理 科 大 ・基 礎 工)、
井 上 源 喜(大 要 女 子 大 ・社 会 情 報)
且ideyuki　 NAGASHIMA,　 Yoko　AKIYAMA　 (Science　University　 of　Tbkyo)　 and
　 　 Genki　 I.　MATSUMOTO(INOUE)　(Otsuma　 Women's　 University)
　 Two　 unicellular　 green　 algae,　 Chlorella　 sp.　 strain　 A789-12　 and　 Stichococcus　 bacMaris
strain　 A789・13　 were　 isolated　 from　 the　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica.　 These　 algae
have　 psychro-tolerant　 and　 freeze　 tolerant　 properties.　 After　 freezing　 of　the　 algae　 to
-20℃ 　 at　 various　 decreasing　 rates,　the　 photosynthetic　activities　 at　 20℃ 　 remained
mostly,　 but　 the　 extent　 of　it　were　 affected　 by　 the　 rate　 of　freezing.
「は じめ に」 われ われ は、 これ まで の研 究 か ら南極 大 陸 の ドライ ヴア レー地 域 の岩 石 表 層
か ら分 離 した 単細胞 緑藻 伍 血rθ〃asp.A789-12株 とS五c力 ㏄ooou8加 α71a酩A789-13株
は5℃ か ら35℃ まで の範 囲 で生 育 し、光合 成 酸 素発 生能 は0℃ か ら40℃ ま で の範 囲 で 認 め
られ る こ とを明 らか に した。 ま た、 これ らの緑 藻 を 一30℃ まで 凍結 させ た ときの残 存 光 合
成 活性 は ある程度 維持 され たが 、温 帯産 緑藻Chlorella　 vulgaris　 C-135株 で は全 く活 性 を
失 うこ とが わ か った。 今 回 は 、さ らに それ らの 藻類 の 凍結 速 度 と残 存 光 合 成 活性 の 関係 に
つ い て調 べた。
「材 料 と方 法 」 材 料 と して は上 記3株 の他 に南 極 産黄 緑 藻Xanthonema　 sessile　PAB759
株 を用 い た。 藻類 の 凍結 にはプ ロ グラ ムフ リー ザ ー(Espec　 SU240)を 用 い、 光合 成 酸 素 発
生活性 は クラー ク型酸 素計(Hansatech　 Oxygraph　 OXY-1)を 用 い た。
「結果 と考 察 」藻 体 をい ろい ろ な速度 で 一20℃ ま で冷 却 して凍 結 させ た 後、 冷 却時 と同 じ
速 度 で解 凍 し、20℃ にお けるそれ らの残 存光 合成 活性 をみ る と、A789-12株 、A-789-13株
とも凍結 速 度 を各 一〇.03℃/min,-0.06℃/minと した とき活性 が最 も 高 く、速 度 を増加 さ
せ る と活性 は 次第 に低 くなった が、-0.48℃/min以 上 では 逆 に活 性 が 高 くな る傾 向 を示 し
た。PAB-759株 は遅 い凍結速 度(-0.06/minま で)の とき光合 成活 性 は残 存 したが 、C-135
株 で は どの 条件 で も全 く活 性 を 失 っ た。 以 上 の こ とか ら、 南 極 産 緑 藻 αhlorella　sp.
A789・12株 とStichoceccus　 baei71aris　A789-13株 は最 も凍 結 耐性 が あ るが 、それ らの耐 性
の程度 は凍結 ・解 凍速度 に強 く影 響 を受 け る こ とが 明 らかに な った。
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す り ば ち 池 の 生 物 学 的 特 徴
Biological　 characteristic　 in　Lake　 Suribachi
伴 修 平(滋 賀 県 立 大)・ 伊 村 智(極 地 研)・ 工 藤 勲(北 大)
　 　Syuhei　 Ban　 (Univ.　 of　Shiga　 Prefecture),　 Satoshi　 Imura　 (NIPR)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Isao　 Kudo　 (Hokkaido　 Univ)
Biological　 parameters　 as　chlorophyllαconcentration,　bact rial　 and　 primary　 production,　 auto-　 and
heterotrophic　 plankton　 abundance　 were　 determined　 on　 10」2　 January　 2001　 in　Lake　 Suribachi,
Skarvsnes,　 Antarctica.　 Vertical　 profiles　 on　 water　 temperature,　 specific　 gravity,　 pH,　 turbidity,
dissolved　 oxygen　 and　 nutrients　 were　 simultaneously　 measured.　 Lake　 surface　 completely　 opened
during　 this　 study.　 Water　 temperature　 was　 <1°C　 at　Om,　 but　 increased　 unti1　 2m.　It　rapidly　 increased
below　 6m,　 being　 l7℃ 　at　lOm.　 According　 to　vertical　 profile　 ofσi5　 (specific　 gravity　 at　l5℃),　 there
were　 two　 distinct　 pyconclines　 at　O-2m　 and　 8-10m.　 Dissolved　 oxygen　 was　 6-7μ102/L　 above　 6m,　and
increased　 up　 to　>20μ102/L　 by　 gm,　 but　 abruptly　 declined　 below　 lOm,　 being　 anaerobic　 condition.
Chlorophyll　 a　concentrations　 were　 >0.4μg/L　 at　Om　 and　 9-14m,　 while　 <0.08μg/Lat:;≧-8m.
Chlorophyll　 peaks　 were　 found　 at　lO　 and　 l4m,　 and　 chlorophyll　 degradation　 products　 also　 increased
below　 lOm.　 pH　 peaks　 were　 at　O　and　 9m.　 Both　 NH4and　 PO,accumtilated　over　 500　 and　 40μM,
respectively,　 below　 10m,　 and　 NO3　 concentrations　 were　 high　 at　O　and　 gm.　 The　 vert}cal　 profiles　 of
these　 physico-chemical　and　 biological　 parameters　 suggest　 that　 primary　 production　 might　 be
restricted　 at　the　 surface　 and　 thin　 layer　 just　 above　 the　 anaerobic　 deep　 part　 of　the　 lake.
南 極 昭和 オ ア シ ス の スカ ル ブ ス ネ ス に あ るす りば ち池 にお いて 、2001年1月10.12日 に水 温 、
比 重 、pH、 濁 度 、溶 存 酸 素 、 栄 養 塩 濃 度 の 測 定 に加 え、 生 物 学 的パ ラ メ ー タ と して ク ロ
ロ フ ィルα量 、 一 次 生産 量 、バ クテ リア生 産 、 独 立 及 び 従 属 栄 養 プ ラ ン ク トン細 胞 数 を測
定 した 。 調 査 時 に は 、湖 面 は 完全 に開 氷 して お り、 表 面 水 温 は1℃ を下 回 っ て い た。 しか
し、2mで は4℃ まで 上 昇 し、6m以 深 で は急 激 に昇 温 して10mで は17℃ に達 した。 σ1,(15℃
で の 比重)の 鉛 直 プ ロ フ ァイ ル か ら見 る と、0-2mに 大 きな 不連 続 層 が 見 られ 、12m以 深 で
はH5を 上 回 る もの のそ れ 以 上の 大 きな 変 化 は見 られ な い。 溶 存 酸 素 量 は 、4mま で
6-71tlOYLだ が 、6mか ら急 激 に 上昇 し、8-9mで は20μ10/Lを 上 回 った 。 しか し、10-24mで
は溶 存 酸 素 は検 出で きず 、10m以 深 は嫌 気 状 態 に あ る こ とが 示 唆 され た 。 ク ロ ロ フ ィルa
量 は 、2-8mで は0.08μ9/Lを 上 回 る こ とは な か った が 、　Omと9-14mで0.4μ9/Lを 上 回 った 。 ク
ロ ロ フ ィル極 大 は10mと14mで 見 られ た が 、10m以 深 で は ク ロ ロ フ ィル 分解 産 物 も増 加 し
た 。 さ ら に、　pHはOmと9mで ピー ク を示 し、NH4とPO4はIOm以 深 で そ れぞ れ500お よ び
40μM以 上蓄 積 して お り、NO3はOmと9mに ピー ク を示 した。 これ ら物 理化 学 的 パ ラ メー タ
と ク ロ ロ フィ ル の鉛 直 プ ロフ ァイ ル か ら、 す りば ち 池 にお ける 基礎 生 産 はOmと 還 元 層 直
上 に 限 られ 、2-6mで は ほ とん ど行 わ れ な い もの と考 え られ た。 発 表時 には検 鏡 結果 も合




Water　 column　 stratified　 structure　 and　 subbottom　 environment　 in　the　 Lake　 Nurumeike
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 on　the　LUtzow-Holm　 Bay,　 Antarctica.
瀬 戸 浩 二(島 根 大 学 ・地 球 資 源 環 境)
　　　 K.　Scto　(Shimane　 Univ・)
Lake　 Nunime-ike　 is　located　 on　the　Langhovde　 arca,　 IMtzow-Holm　 Bay.　 「1'o　discuss　 thc　watcr.mass　 stnlcturc　 and
cnvironment　 in　this　lakc,　we　 mcasured　 the　water　 quality　 such　 as　water　 tempcraturc,　 salinity,　dissolvcd　 oxygcn　 alid　so　on.　As
a　result　of　analysis,　 lakc　watcr　 divided　 to　4　watcr-masscs　 by　halocline.　 First　Watcr　 I.aycr　 is　charactcrizcd　 by　l()w　salinity　 (5
to　15psu).　 The　 s,　alinity　is　29　psu　 in　thc　Second　 Watcr　 I.ayer,　and　32　psu　in　the　Third　 Watcr　 I.aycr.　That　 salinity　is,　closc　 to　thc
scawatcr.　 Forth　 Watcr　 I.aycr　 sh()ws　 the　hypersalinc　 water　 (about　 53　psu).　 「lhc　salinity　 has　becn　 st　abilizcd　 throughout　 thc
annualbclowtheScc(mdWatcrLaycr.Thcwatertcinpcraturcchangesconccn]ingthiswatcrniass,stnicturc.　Inthewintcr,
the　Sccond　 and　lhird　 WatcrI.aycr　 circulatc　 in　cach　 watcrmass.　 'Fhose　 water　 niass　do　not　circvlatc　 in　thc　sunimcr　 bccausc　 of
tcmpcraturc　 stratification　 ig.　fornied　 in　watcr　 niass.　It　docs　 not　circulatc　 Forth　 Watcr　 I.aycrthroughout　 thc　annual.
　The　 differcncc　 bctwccn　 cooling　 and　 hcating　 systcm　 and　 circulation　 systcm　 of　 cach　 watcr　 mass　 intlucnccs　 thc
envirOnniental　 factor　 WhiCh　 iS　directly　 rClatCd　 tO　the　OrganiSm,　 and　 Controls　 thC　SUbbottoin　 Cl1VirOllnlc'llt.　ThCSC　 dit'fcrcnCeS
are　also　rcllcctcd　 lbr　analytical　 data　of　organic　 gcochcmistry　 .
ぬ る ダ)池 は リュ ツ オ ・ホ ル ム 湾 の ラ ン グ ホ ブ デ に あ る 水 深16m,面 積3.lhaの 小 規 模 な 塩 湖 で あ る.ぬ る め 池 の 湖 水 は,
2層 構 造 を な して い る ことが 知 られ て お り,そ の 形 成 過 程 に つ い て 議 論 され て い る(佐 野 ほ か,1977).そ の よ うな 多 層 構
造 を 示 す 塩 湖 で,底 生 生 物 が 生 息 す る 底 質 の 環 境 に つ い て 検 討 す る た め,詳 細 な 水 質 及 び 採 泥 調 査 を 行 っ た.
水 質 の 解 析 を 行 っ た 結 果,水 深2m付 近,5m付 近,10m付 近 に 塩 分 躍 層 が 認 め られ,表 層 水 を 加 え る と塩 分 躍 層 を
境 界 として4つ の 水 塊 が 存 在 す る.第1層 は,塩 分 が4-15ps,uで 夏 季 と冬 期 で 大 き く塩 分 が 異 な る.第2層 と第3層 は そ
れ ぞ れ 塩 分 が29psuと32psuで 比 較 的 海 水 に 近 い 塩 分 を 示 し て い る.第4層 は53psuで 標 準 的 な 海 水 の1.5倍 の 塩 分
を 示 し て い る.第2層 よ り深 い 水 塊 の 塩 分 は,年 間 を 通 じて ほ とん ど 変 化 す る ことは な い.水 温 は 水 塊 構 造 に 関 連 し て 変
化 す る.夏 季 は,塩 分 躍 層 を 中 心 に 水 温 が 上 昇 し,第2層 よ り深 い 水 塊 は 水 塊 中 に 温 度 成 層 が 生 じ,循 環 し な くな る.
一一方
,冬 期 は,第2層 お よ び 第3層 で,水 塊 ご とに 水 温 が 減 少 して い る.第4層 で は,冬 期 の 観 測 に お い て ほ とん ど 水
温 変 化 が 認 め られ な か っ た.こ れ らは,第2層 お よ び 第3層 で は そ れ ぞ れ 水 塊 中 で 循 環 が 起 こ り,ミ キ シ ン グ さ れ な が ら
水 温 が 低 ドし て い るこ とを 示 し て い る.ま た,冷 却 過 程 が2段 階 あ る こ と と塩 分 躍 層 の 塩 分 変 化 率 が 緩 や か で 水 温 変 化
に よる 循 環 が 起 こ らな い こ と に よ っ て 第4層 は 保 温 さ れ て い る も の と思 わ れ る.
各 水 塊 の 冷 却 ・加 熱 シ ステ ム や 循 環 シ ステ ム の 違 い は,溶 存 酸 素 量 な ど の 生 物 に[F'll接 関 わ る 環 境 要 素 に 影 響 し,底
質 環 境 を コ ン トロー ル し て い る.第1層 は ほ とん ど が 砂 一 礫 で,生 物 は 少 な い.こ れ は 冬 期 に 第1層 の ほ とん ど が 凍 結 す
る こ と に 起 因 し て い る.第2層,第3層 は 有 機 物 に 富 む 褐 色 の 泥 質 砂 で 第2層 上 部 か らコ ペ ボ ー ダ が 発 見 さ れ て い る.
第4層 は 有 機 炭 素 量 が5%の 黒 色 の 有 機 質 泥 で あ り,還 元 環 境 を 反 映 し て い る.こ の 水 塊 で は 底 生 生 物 は 確 認 され て
い な い が,高 塩 分 に 生 息、で き る 浮 遊 性 あ る い は 遊 泳 性 の 微 生 物 が 確 認 さ れ て い る.こ れ らの 違 い は,有 機 地 球 化 学 的




1)istribution　 of　aquatic　 mosses　 in　the　lakes　 in　the　vicinity　 of　Syowa　 Station　 area,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Antarctica
伊 村 智(極 地 研)・ 板 東 忠 司(京 都 教 育 大)・ 大 谷 修 司 ・瀬 戸 浩 二(島 根 大)・
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　 　 76　 1akes　 in　the　vicinity　 of　Syowa　 Station　 area　 were　 surveyed　 to　investigate　 the　distribution　 of　two
speciesofaquaticmosses,Blッu〃1　sp.　and　 Leptobryu〃2　 sp.　 Blッu〃1　 sp.　was　 fbund　 in　31　 (41%)　 lakes
and　 widely　 distributed　 in　the　 study　 area.　 Leptoろryum　 sp.　was　 fbund　 only　 in　l2　(16%)　 1akes　 in
restrictedareamainlyinSkarvsnes.　Bjッu〃2　 sp.　is　thought　 to　be　the　aquatic　 form　 of　B.
.ρseudotriquetrum,　 which　 is　one　 of　the　most　 common　 species　 on　 the　ground　 in　this　area.　 On　 the　 other
hand,　 no　 species　 of　genus　 Leptobリ ノumhasbeenreportedinContinentalAntarctica.　Thisdifference
in　the　 origin　 of　distribution　 may　 efllect　on　 the　distribution　 of　two　 aquatic　 mosses　 in　the　 lakes.
昭和基地周 辺の湖沼には,シ アノバ クテリアや藻 類に加えて,　Bryttm　sp.とLeptobryum　 sp.の2種
類の水 生蘇類が旺盛 に生育している.こ の春帰国 したJARE42夏 隊(2000-2001)で の調査結 果を中
心 に,こ れ までに得 られた両種 の分布 に関する知見をまとめて報告する.
アム ンゼン湾,プ リンスオラフ海岸,宗 谷海 岸の露岩地域を調査 地域とし,ここに点在 する76の
湖 沼を対象 として水生蘇類の分布を調べた.Bryu〃1　sp.は,淡 水で水 深3m以 上の31の 湖沼から
見 出された.こ れ は調査湖 沼の41%に 相 当し,本 種 はこの地域 の湖 沼植 生の主要な成分の一つと
考 えられる.一 方 の　Leptobryum　 sp.は,ス カルブスネスを中心としてラングホブデ,ス カーレンの一
部 の,多 少 塩分濃度の高 い水 深3m以 上の12の 湖沼から見出された.Brγu〃1sp.は陸上 に広く分
布 しているB.pseudotriquetrttmの 水 中型と考えられているが,　Leptobryum　sp.はこの地域 の陸上に
は分布 していない.湖 沼内へ の分布 の起源 の違いが,両 種 の分布 に差 をもたらしている可能性が
ある.
JARE42で の調査 により,白 旗氷河 の流 出ロに近い調査地域最南 端のストランニッパ の湖 沼か ら
も,Bryum　 sp.の旺盛な群落が見 られた.ま た,東 西に長 いスカルブスネスを,東 に位置する氷床 か
らの開放 年代 を反映するラインと想 定したが,東 部と西部での水生蘇類の植 生には大きな違 いが




ス カ ル ブ ス ネ ス 湖 沼 群 に お け る 水 生 コ ケ 群 落 中(コ ケ 坊 主)の 藻 類 の 種 組 成
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Species　 composition　 of　freshwater　 algae　 in　benthic　 moss　 p皿ars　 and　 algal　 mats
were　 studied　 in　the　 lakes,　 Skarvsnes,　 Antarctica.　 Lepto加gbya　.perelegans,
Amp加ra　 sp.　 and　 Oedogonium　 sp.　dominated　 in　moss　 pillars　 of　B-4　 Lake.　 Algal
cells　 outside　 of　moss　 piUars　 of　B-4　 Lake　 were　 alive　 or　dead.　 On　 the　 other　 hand,
most　 cells　 inside　 of　moss　 pillars　 were　 dead.　 Epiphytic　 algae　 on　 moss　 pillars
were　 similar　 to　those　 in　algal　 mats　 collected　 from　 lakes　 around　 B-4　 Lake.
南極 ス カ ル ブ ス ネ ス 湖 沼 群 に は,水 中 に コ ケ 群 落(コ ケ 坊 主)が 発達 し,通 称
B-4池 で は,50cmの 高 さ を超 え る群 落 が 見 つ か って い る.2000年1月19日,
JARE40-41隊 員 の共 同で 潜 水 調 査 を実施 し,水 中 コケ 群 ・落の 構 造 を壊 す こ とな く採
取 した.そ の 他,ス カル ブス ネ ス のA群,B群 の 湖 沼 で藻 被 を採 取 した.こ こで は,
これ らの水 生 コ ケ群 落 と藻 被 に付 着 す る藻 類 の 種 組 成 を 報 告 す る.
現 地 に て,採 取 した水 生 コ ケ群 落 と藻 被 よ りそ の 部 分 を ピ ンセ ッ トを川 い て採
取 し,光 学 顕 微鏡 にて 種 の 同定 を行 った.
B-4池 の 水 生 コ ケ 群 落 か ら採 取 した 試 料 の コ ケ は,　Leptobrγum　 sp.と 　Bryum
pseudotriquetrumの 二 不重が混 生 した もの かLeptobryum　 sp.一 ・種 か らな って い た.
付 着 藻 類 と して は,藍 藻Leptolyngbya　 　perelegans,珪 藻 加phora　　sp.,緑 藻
Oedogonium　 sp.が 高 い頻 度 で 出現 し,こ れ らの 種 が基 質 を形 成 した.前3種 が構 成
す る基 質 に藍 藻Aphanocapsa　 spp　.　Nostoc　　sp.,珪 藻Navfcula　 sp.,緑 藻Cosmarium
subcrenatum,　 Cosmarium　 clepsydraが 混 生 して い た.
水 生 コ ケ群 落の 一部の 試料 につ い て は,内 部 と外 部 か ら試 料 を採 取 し,細 胞 の 生
死 の 判定 を行 った.コ ケ坊}三の 外 部 では,い ずれ の 種 も生細 胞 と死 細 胞 が混 在 して
い た が,内 部 で は,藍 藻,珪 藻,緑 藻 い ず れ もほ とん どが死 細 胞 で,ま れ に内 部 に
内容 物 が残 っ た細 胞 が 見 られ た に過 ぎな か った.こ の 結 果 か ら,水 生 コ ケ 群 落 の 外
部で 藻 類 は成 長 し,内 部 で は分 解 が進 ん で い る こ とが推 察 さ れ た.
B-4池 以 外 のB群 湖 沼 やA群 湖 沼 か ら採 取 した 藻被 か らは,B-4池 と同様 に 藍 藻
Leptolyngbya　 　perelegans,珪 藻Amphora　 sp.,緑 藻Oedogonfum　 sp.が 高 い頻 度 で 出
現 した.こ れ らの藻 被 中 に 出現 し,B-4池 水 生 コ ケ 群 落 にIH現 しな い種 は,緑 藻 の
GonatozygOi}　 sp.　KeRtrosphaera　 sp.の1種 だ けで あ り,水 生 コケ 群 落 に付 着 す る
藻 類 と藻 被 を構 成 す る藻類 の種 組 成 は互 い に類 似 して い る こ とが 明 らか とな っ た.
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     Cyanobacteria and eukaryotic algae appear to play an important role in deglaciated 
polar soils. They colonise mainly the soil surface and subsurface and, over time, they create a 
distinct hardened layer, called a soil crust. This results in a stabilisation of these loose 
substrate, but, more importantly, it begins the incorporation of organic matter, the nutrient 
enrichment of the primary substrate, and soil development. Organic matter and nutrients 
accumulated by cyanobacteria and algae are used in subsequent successional processes by 
bacteria, fungi, bryophytes and vascular plants. 
     In 1997 and 1998, the species diversity of soil blue-green and eukaryotic algae was 
studied along a 800m transect from the edge of the glacier across ground moraine of the East 
 Brogger glaciers, in vicinity of Ny-Alesund, the north-western part of Spitsbergen (Svalbard). 
The East Brogger moraine is approximately 2 km wide. 1997 and 1998 transects were in 
western part of the moraine. In 1999, three transects (A, B, C) across ground moraine were 
collected for cyanobacteria and eukaryotic cell quantification. The localisation of A transect 
correspond to 1997 and 1998 transect. The transect B was localised in central part and the C 
in the eastern part of the moraine, respectively. Sampling sites were 25 m apart, along a gentle 
slope varying in: micro-topography, drainage, soil nutrients, organic matter content, substrate 
granular disintegration, and in composition and cover of bryophytes and vascular plants. 
     Fluorescent microscopy (Olympus BX 60) was used for soil cyanobacteria and 
eukaryotic algae cells quantification.. Two based group cyanobacteria and algae were 
separated. In addition coccoid, filamentous and colony producing forms were quantified 
separately. These three morphological forms were divided after their size into four groups. 
The cell biovolume per  lg of soil was calculated. In this presentation the results of 
cyanobacteria and eukaryotic algae cell quantification is introduced.
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マ リモ の 世 界 的 分 布 と分 子 系 統 学 的 相 同 性
Global　 distribution　 and　 molecular　 phylogenetic　 homology　 of　the　freshwater　 green
alga　 Marimo,　 Aegagroρila　 !innaei
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マ リモ は 東 ア ジ ア お よ び ヨ ー ロ ヅパ の 淡 水 湖 沼 に 生 育 す る 糸 状 性 緑 藻 の 一種 で 、 球 状 の 集 合 を 形
成 す る こ とで よ く知 られ る。 日本 に お い て は 、 本 種 は 絶 滅 危 惧 種 に指 定 さ れ て お り、 ま た 球 状 集 合
の 群 落 を 有 す る 北 海 道 阿 寒 湖 の 個 体 群 が 特 別 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い る こ とか ら、 そ の 生 態 や 保
護 に対 す る関 心 が 高 い 。
こ れ ま で 、 東 ア ジ ア に 分 布 す る マ リ モ は 、 ヨ ー ロ ッ パ で 記 載 さ れ たAegagropila　 linnaei
(=Cladophoraaegagropila)と同種 され 、 形 態 的 ・生 態 的 な 差 異 に よ って 、 さ ら に 多 くの 品種 や
変 種 に 分 類 さ れ て き た 。 しか し、 最 近 の 分 子系 統 学 的 な検 討 に よ っ て 、 こ れ らは マ リモ あ る い は タ
テ ヤ マ マ リモ(未 記 載 種)の い ず れ か に 収敏 さ れ る こ とが 明 らか に さ れ て い る 。 そ こ で 本 研 究 で は 、
東 ア ジ ア お よ び ヨ ー ロ ッパ の マ リモ に つ い て 、 分 子 系 統 学 的 な 見 地 か ら種 の 相 同 性 に つ い て 再検 討
を 行 う と と も に 、 こ れ ま で 検 討 さ れ た こ と の な か っ た 北 ア メ リカ の 類 似 藻 類 も解 析 に 加 え る こ と に
よ っ て 、 世界 的 な 分 布 と 系 統 関 係 に 関 す る実 態 の 解 明 を試 み た 。
1993年 か ら2001年 に か け て 、 形 態 形 質 に 基 づ い て マ リモ と 同 定 され る 藻 を 、 日 本 国 内 を は じめ 、
極 東 ロ シ ア(サ ハ リン)、 エ ス トニ ア 、 ス ウ ェー デ ン、 オ ー ス ト リア 、 ア イ ス ラ ン ド、 お よ び ア メ リ
カ 合 衆 国 ミネ ソ タ 州 の26カ 所 で 採 取 し、核 の18SrDNA遺 伝 子 領 域 な らび にITS領 域 の 塩 基 配 列 情
報 に 基 づ い て 系 統 関 係 を 解 析 した 。 そ の 結 果 、検 討 した 全 て の サ ン プ ル に つ い て 、　18SrRNAの 塩 基
配 列 は 産 地 間 で 変 異 が ま っ た く見 られ ず 、 ま た 進 化 速 度 が よ り速 い と さ れ るITS領 域 で も921塩 基
中8塩 基 の 変 異 しか 認 め られ な か っ た 。 こ れ らの こ とか ら、 ヨ ー ロ ッパ 、 東 ア ジ ア 、 北 ア メ リカ の
マ リモ は 分 子 系 統 学 的 に 同種 とみ な さ れ る こ と、 ま た 、 シ オ グ サ 科 な ど他 の ア オ サ 繰 網 藻 類 で は 同
一 種 内 のITS領 域 の 変 異 が 数%以 上 に 達 す る例 が 報 告 され て い る もの の、 マ リモ の 場 合 、 広 布 種 で
あ る に も か か わ ら ず極 内 の 遺 伝 的 分 化 の 程 度 は極 め て 低 い こ と が 分 か っ た 。
The　 marimo　 .4egagropi/a　 linnaei　 (=C}adoρhora　 aegagropila)　 isaspecies　 of　(31am(、ntous
green　 algae　 (Ulvophy(}eae)　 that　grows　 in　f¥eshwater　 lakes　 of　Europe　 as　well　 as　East　 Asia,　 and　 is
well　 known　 as　forming　 globular　 aggregations.　 In　this　research,　 algal　 materials　 identified　 as
Marimo　 morphologically　 were　 collect,ed　 from　 26　10calities　 of　the　Northern　 I'lemisphere　 in(}luding
North　 America　 in　which　 there　 is　no　record　 of　this　alga　 until　 now.　 The　 genetic　 homology　 an(1!or
heterogeneity　 were　 investigated　 through　 a　moleculor　 phylogenetic　 method.　 As　 for　 the　 base
se(luence　 in　the　nucl(、ar　18SrRNA　 gene　 region,　 no　divergence　 was　 found　 among　 all　ofthe　 samples
examined.　 Al　so　in　the　ITS　 region　 (921bp),　 only　8　sites　were　 polymorphic,　 ITS　 has　relatively　 rapid
evolutionary　 rate　and　 the　 genetic　 divergence　 of　ITS　 within　 many　 species　 of　the　 Ulv()phyceae
investigated　 is　several　 percent　 or　more.　 These　 result,s　suggest,　 that　the　marimo　 is　a　cosmopohtan
species　 with　 a　very　 low　genetic　 differentiation.
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Moss　 balls　 on　 the　 glacier　 Vatnajokull,　 Southern　 Iceland
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Response　 of　the　 moss　 propagule　 bank　 to　a　controlled　 environment
　 　 　 　 　 　 　 　 in　the　 Yukidori　 Valley,　 Antarctica
鮎 川 恵 理(総 研 大),伊 村 智,神 田啓 史(極 地 研)
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　 　 　 　 The　 in　 situ　 response　 of　the　 propagule　 on　 bare　 ground　 and　 moss　 community　 to　 a
controlled　 environment　 was　 investigated.　 Transparent　 acrylic　 dome　 had　 been　 placed　 on　 the
communities　 and　 bare　 grounds　 in　the　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　 Antarctica　 from　 December
31st,　 2000　 to　February　 7th,　 2001.　 The　 changes　 of　climate　 (soil　 moisture　 befbre　 and　 after　 the
environment　 control　 experiment　 and　 air　 temperature　 in　 the　 domes)　 and　 the　 response　 of
propagule　 to　the　 experiment　 will　 be　 reported.
南極 の蘇類群落周辺 の禄地⊥ 壌 には,水 分,温 度な どの環境条 件が整わ ないため に発芽 し
ないま ま蓄積 された蘇類 の繁殖 体バ ンクが存在す る ことが知 られ て いる.こ れ まで,実 験 室
内で.⊥二壌そ の ものを培養す る ことによ り,繁 殖体バ ンクの分布,量,種 構成 な どが 明 らか に
されて きた.し か しなが ら,実 験室 内で の実験 にお いてはサ ンプル の保存 方法,土 壌採 取時
の物理的 な撹 乱,培 養時 の水分 条件 な ど発芽 に影響 す る様 々な人為的要素が重 な り,自 然状
態で の栄養繁 殖体 の発芽,定 着 に関する議論が難 しい.そ こで本研究で は南極 ラングホ ブデ
雪鳥沢 で環境 操作 実験 を行 い,禄 地や癬類群落 に含 まれる蘇類 の栄養繁殖体 の野外環 境 にお
ける反応 につ いて明 らか にす る ことを 目的 とした.
2000年12月31日 か ら2001年2月7【]ま での期間,南 極 ラ ングホ ブデ露 岩域 の雪鳥 沢
の蘇類群落お よび裸地 に,直 径50cmの 透 明アク リル製半球型チ ャ ンバーを設置 した(図).
蘇類群 落およ び裸地 の状態,.i1壌 中 の栄養散布体 の数 と形状,土 壌水 分 をチ ャ ンバ ー設 置の
前後 に調べた.ま たチャ ンバー 内外の温度 をデータ ロガー によ り記録 した.
チ ャ ンバー 内の気温 は コ ン トロール 区に
比べ平均で8.8℃ ヒ拝 した.実 験 前の土壌
水分 は さまざ まで あ ったが,実 験後 に増加
して い る場合 が多 く見 られ た.禄 地 に置か
れた19の 実験 区の うち13区 で は植 生に変
化がなか ったが6区 で は新 たに蘇類 の出現
が観 察 された.出 現 した 蘇類種,栄 養繁殖




Vegetation　 structure　 and　 dynamics　 of　 the　 bryophyte　 communities
　　 　 　　 　　 　　 around　 the　 Syowa　 Station,　 Antarctica
沖津 進(千 葉大学 園芸学部)
Susumu　 Okitsu　 (Faculty　 of　 Horticulture,　Chiba　 University)
Vegetation　 structure　 and　 dynamics　 of　the　 Ceratodon　 purpμreμs-Bryttm　 pseudotriquetrum　 comm皿ity　 along　 the
Yukidori　 Valley,　 Langhovde　 near　 the　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 were　 documented.　 This　 moss　 community
showed　 a　clear　 vegetation　 structure　 in　relation　 to　micro-topography:　 on　 the　 mound　 part　 Ceratodon　 purpureus
prevailed,　 while　 on　 the　 hollow　 part　 Bryttm　 pseudotriquetrum　 exclusively　 dominated.　 The　 dynamics　 of　 this
community　 showed　 somewhat　 cyclic　 manner.　 The　 sand-covered　 Blッ 〃n　 pseudotriquetrum　 patch　 basically
remained　 itself　 Some　 of　them,　 however,　 changed　 into　 the　 Ceratodon　 purlフureus　 mixed　 patch,　 and　 finally　 this
patch　 shifted　 to　the　 Cyanobacteria-covered　Ceratodon　 pμrpureus　 patch.　 This　 patch,　 again,　 degraded　 into　 the
sand-covered　 Bリ ノu〃1　pseudotri(1uetru〃z　 patch.
【は じ め に 】 日本 南 極 地 域 観 測 隊 に よ る こ れ ま で の 陸 上 蘇 類 群 落 研 究 で は,主 要 蘇 類 の 分
類 や 分 布,群 落 分 類,あ る い は ス ノ ー ドリ フ トと の 関 係 で の 分 布 立 地 な ど,植 物 群 落 学 の
基 礎 を な す 生 態 学 的 記 載 が 主 体 で あ っ た.し か し,群 落 の 成 立 過 程 や 更 新 動 態,維 持 機 構,
な ど の 動 的 な 問 題 は こ れ か ら検 討 す べ き 課 題 と して 残 さ れ て い た.こ の 報 告 で は,最 も主
要 な 蘇 類 群 落 で あ るCeratodon　 purρureus-Bryu〃1　 p∫eudotriquetrum群 落 を 取 り 上 げ,そ の 群 落 構
造 を 明 らか に し,更 新 動 態 に つ い て 展 望 す る.
【調 査 地 と方 法 】 昭 和 基 地(69°02'S,39°28'E)に近 い ラ ン グ ホ ブ デ の 雪 鳥 沢 沿 い に分 布
す るCeratodon　 purpureus-Bryum　 pseudotriquetru〃1君 羊落 を 調 査 対 象 と し た.お お む ね30cm　 x　30cm
程 度 以 上 の 広 が り を 持 つ 群 落 を 選 び,群 落 構 造 調 査 を 行 っ た.群 落 表 面 の 微 地 形 を 凹 地
斜 面 凸 地 の3タ イ プ に 区 分 し,そ れ を 覆 っ て い る 蘇 類 と そ の 地 表 直 下 に 現 れ る 蘇 類 な ど
を 記 録 した.
【結 果 と考 察 】　Ceratodon　 purpureUS-Bryu〃t　 P∫eudotriquetru〃Z群 落 の 構 造 を 微 地 形 と の 関 連 で み る
と,凸 地 の 多 く に は 藍 藻 類 で 覆 わ れ たCeratodo〃 　purpureusが 分 布 し て い る.一 方,凹 地 で
は 砂 で 覆 わ れ たBryu〃1　 pseudotriquetru〃1の 出 現 頻 度 が 高 い.こ の 群 落 に は 微 地 形 と対 応 し た
明 瞭 な 構 造 が 認 め ら れ る.　 Cerαtodon　purρureusは 相 対 的 に 乾 燥 し た 凸 地 で 優 占 す る.一 方,
Bryu〃i　pseudotriguetru〃1は 凸 地 に は 現 れ ず,相 対 的 に 湿 っ た 凹 地 を 中 心 に 分 布 す る.
こ の 群 落 の 更 新 動 態 を 調 べ る た め に,地 表 と 直 下 の 蘇 類 の 関 係 を 検 討 し た.　 Ceratodon
purpureusの み 群 落 は 藍 藻 類 か 藍 藻 類 で 覆 わ れ たCerαtodon　 purpureU∫ 群 落 へ 移 行 し て い る.砂
で 覆 わ れ たCeratodo〃 　purpureus群 落 の 多 く は 藍 藻 類 で 覆 わ れ たCeratodon　 purpUreUS群 落 へ 移
り変 わ る が,　Ceratodon　purpureusの み の 群 落 へ も 移 行 す る.砂 で 覆 わ れ たBryu"t　 pseudotriquetru〃1
群 落 の 多 く は 変 化 無 く 推 移 す る が,一 部 に はCeratodon　 purpureusが 混 生 す る よ う に な る.
以 上 の 結 果 か ら こ の 群 落 の 更 新 動 態 を ま と め る と 以 下 の よ う に な る.無 被 植 の 砂 地 が 存
在 した 場 合,ま ずBryu〃1　 pseudotriquetrumが 定 着 し て 砂 か ぶ りの 群 落 を 形 成 す る.こ れ は 凹
地 で は,湿 潤 で あ る 一 方,定 常 的 に 砂 が か ぶ りや す い こ と も あ っ て 安 定 継 続 す る が,乾 燥
化 進 む と 一 部 に はCeratodon　 purpureusが 進 入 す る.よ り 乾 燥 す る 凸 地 で は,　 Bryu〃1
pseudotriquetru〃1群 落 はCeratodon　 purpUreUSの み の 群 落 へ と移 行 し,最 終 的 に は 藍 藻 類 で 覆 わ
れ る.こ の パ タ ー ン は 冬 期 の 風 衝,積 雪,飛 砂 な ど で 崩 壊 し,も と の 砂 地 へ 戻 る.ま た,
Ceratodon　 purpureusの み の 群 落 は 砂 を か ぶ っ た 場 合 砂 で 覆 わ れ たBryum　 pseudotriquetru"z群 落
へ と変 化 す る が,こ れ は 最 終 的 に は 藍 藻 類 で 覆 わ れ たCeratodon　 purpUreUS群 落 へ 推 移 し て




Distribution　 of　moss　 community　 and　 permafrost　 on　summit　 of　Mt.Fuji
増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理 ・生 物 地 球)・*鈴 木 俊 宏(静 岡 大 ・理 ・生 物 地 球)・藤 井 理 行(極 地 研)
　 　 　 　 MASUZAWA,　 Takehiro,　 *SUZUKI,　 Toshihiro　 (Shizuoka　 University),
FU皿1,　Ybshiyuki　 (National　 Institude　of　Polar　Research)
Mt.F町i　 is　an　 independent　 mountain　 in　central　 Honshu.　 The　 diameter　 of　summit　 is　about　 600m.　 There　 are
several　 peaks　 around　 the　 crater　 such　 as　 Kengamine　 (3776m)　 and　 Hakusandake　 (3756m).　 Maximum　 air
temperature　 in　the　summer　 season　 on　 the　 summit　 of　Mt.F可i　 approximately　 10℃ 　and　 at　the　freezing　 period　 it
is　reduced　 to　-30℃.　 The　 ground　 of　summit　 is　covered　 by　 snow　 at　the　 two-third　 period　 of　the　year　 Therefbre,
the　 growing　 season　 of　 plants　 is　short　 and　 permafrost　 is　available.　 On　 the　 Mt.F両i　 west-wind　 is　flow
throughout　 the　 year　 due　 to　their　 westerlies　 and　 independent　 stnlcture.
　 The　 soil　 of　summit　 is　stable　 fbr　 that　 reason　 1)ogonatuM　 sphoerothecium,　 Racomitrtum,　 Grimmio　 etc.　is
widely　 distributed　 on　 this　 area.　 The　 distribution　 pattems　 of　moss　 communities　 were　 investigated　 from　 1998
to　2001.　 The　 distributions　 of　mosses　 were　 not　 uniforrn　 on　 this　 area.　 There　 were　 higher　 vegetation　 covers　 of
mosses　 on　Kengamine,　 Kaminari-iwa,　 north　 and　 northeast　 slope　 of　Hakusandake　 than　 other　 places　 of　summit.
The　 large　 communities　 of　 mosses　 form　 at　the　 places,　 which　 is　we廿ed　 by　 the　 dropping　 water　 of　 rock　 in
summer　 About　 20　 species　 of　mosses　 were　 distributed　 on　 the　 summit,　 out　 of　them　 Ceratodon.ρurpureus　 and
Bリ ノ〃〃1　arge〃teu〃i　 were　 found　 on　 the　 Kengamine.
The　 availability　 of　perma丘ost　 was　 investigated丘om　 l999　 to　2001.　 The　 permafrost　 were　 found　 mostly　 on
the　 Kengamine,　 Kaminari-iwa,　 Hakusandake　 and　 Izudake　 in　summer　 The　 availability　 of　permafrost　 was
estimated　 by　 the　 measurement　 of　soil　temperature　 at　30cm,　 50cm　 and　 70cm.　 Almost　 permafrost　 were　 found
at　around　 the　 large　 cornmunities　 of　 mosses.　 Therefore,　 it　is　assumed　 that　 the　 distribution　 of　 moss　 and
permafrost　 is　closely　 related　 to　each　 other.
富士山は本州 のほぼ中央 に位置 す る独 立峰で あ り、 山頂 は直径 約600mの ほぼ円形の噴火 口と剣
が峰(3776m)や 白山岳(3756m)を は じめ とす る外輪山か らな る。富 士山山頂 は、夏期には最高気温 が
10℃ 前後 まで上 昇す るが、最寒月 の1-・2月 には最低気 温が一30℃に達 し、年間 のほぼ3分 の2が 雪
に覆 われて い る。そ のた め、植 物の生育可能期間が短 く、永久凍 土が発 達 してい る。 また、富 士山
は独 立峰で あるため偏 西風 の影響 を大 き く受 け、年 間 を通 じて強い西風 を受 けてい る。
山頂 は比較的基盤 が安 定 してい るため、　Pogonatum　 sphaerothecium、　Raco〃2itriUM、　Grimmiaな どの
豊富 な蘇類群落 が局所的 に存在 してい る。1998年 か ら2001年 にかけてお こなった調 査の結果、蘇
類の分布 は山頂全体で一様で はな く、剣 が峰周辺、雷岩 周辺、 白山岳北斜面 、白山岳北東斜 面 に多
くの種類 の蘇類 による高い密度の群落 が成立 していた。また、これ らの群 落の周辺 には岩盤 か ら水
が浸 出 し、蘇類群落が ある一定期間湿潤 な環境 にある ことが観 察 され た。
富士山 山頂 には約20種 の蘇類 が分布 していたが、　Ceratodonpurpureus　 (ヤノ ウエ ノアカ ゴケ)や
Bryumargenteum　 (ギンゴケ)な どは、主 と して剣が峰の周辺 にみ られ た。
1999年 か ら2001年 にか けてお こな った凍 土調査 によ り、剣 が峰、雷岩 、 白山岳、伊豆岳 お よび
その周辺に大規模 な永久凍土 の存在 が確 認 され た。 永久凍土 の存在 は、地表 面か らの深 さ30cm、
50cm、70cmの 地温 の変化 か ら推 定 した。そ の結果、 山頂 にお ける永久凍 土の分布 と蘇類群落 の分
布(種 数 、密度)が ほぼ一致 していた こ とが明 らか とな った。
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バ イ カ ル 湖 のBDP96&98堆 積 物 コ ア 中 の 有 機 成 分 に よ る 過 去1200万 年 間 の
グ ロ ー バ ル な 環 境 変 動
　　 Global　 environmental　 changes　 in　 the　 last　 12　 million　 years　 inferred　 from
　　　　　　 organic　 components　 in　 BDP96&98　 sediment　 cores　 from　 Lake　 Baika1
松 本 源 喜,尾 形 理 恵,長 谷 川 香 織(大 妻女 大 社情),高 松 信 樹(東 邦 大 理),河 合 崇 欣(国 立 環 境 研)
　Genki　 Inoue　 Matsumoto,　 Rie　 Ogata,　 Kaori　 Hasegawa　 (Otsuma　 Women's　 Univ.),　 Nobuki　 Takamatsu
　　　　　　　　　　　　　(Toho　 Univ.),　 Takayoshi　 Kawai　 (Natl.　 Inst.　 Environ.　 Studies)
Organic　 components　 in　BDP96&98　 sediment　 cores　 from　 the　 Academician　 Ridge　 of　 Lake　 Baikal　 were　 studied
to　elucidate　 changes　 in　biological　 production,　 sources　 of　organic　 matter　 and　 gl　obal　 pal　eoenvi　 ronmental
changes　 for　 the　 last12　 million　 years.　 The　 sediment　 cores　 composed　 of　silty　 cl　ay　al　ternate　 with　 diatom
frustules.　 Total　 organic　 carbon　 (TOC)　 contents　 in　the　 cores　 werelow,　 and　 similar　 to　some　 oligotrophic
lakes.　 TOC　 and　 total　 nitrogen　 (TN)　 contents　 decreased　 about　 a　half　 from　 the　 past　 12　million　 years
to　 the　 present,　 reflecting　 decrease　 of　 biological　 production　 and　 coolong　 of　 climate　 on　 the　 earth.
AIlocthonous　 organic　 matter　 can　 be　 mainly　 supPIied　 by　 river　 waters　 in　 warm　 with　 humid　 climate.
地球環境 は長 期 間でみ た場 合大 き く変動 して いる.本 研 究 ではバ イカル湖の ア カデ ミシャン リッジで,
1996年 に掘 削 された堆積物 コア(BDP96/1&2)お よび1998年 に掘 削され たBDP98/1,2堆 積物 コア中の有機成
分の特徴を総括(BDP96&98堆 積物 コア)し,過 去1200万 年間におよぶ グローバルな長期環境変動 を推定 し
た.
全有機炭素(TOC)お よび全窒素(TN)は,堆 積物試料の炭酸塩 を除去す るため塩 酸 で処理後,　NCS自 動元
素分 析 計　(Fisons　 NCS　NA　2500)　 で測 定 した.試 料 中の炭 化 水素,脂 肪酸 お よ びステ ロールの 分析 は,
Matsumotoeta1.(1979,1982)およびMatsumoto　 and　Watanuki　 (1992)　 の方法に準 じて行 った.
BDP96&98堆 積 物 コアは シル ト ・粘土層 と珪 藻殻 を含む層 か ら構成 されて いた.BDP98/2堆 積物 コアの堆
積年代 は,深 度290.352mを 除 きBDP96/1&2堆 積物 コアとほぼ同 じ堆積速度(約4　 cm/ky)で あ った.深 度
290.352mの 堆積 速度は約29cm/kyrと 非常 に大 きいがその理 由は不明であ る。BDP96&98堆 積物 コア 中のTOC
およびTN濃 度 は,そ れ ぞれ0.13.2.8%(平 均0.93%)お よび0.024.0.40%(平 均0.14%)と かな り低 く,
バ イカル湖流域 の生 物生産 量は過去約1200万 年間小さか った.BDP96&98堆 積物 コアのTOC濃 度 は短期 間(約
1000年)で 大 き く変わ り,環 境変動 に伴 い生物生産量 が大 き く変 化 して いることが示 され た.
長期環境変動 を把握 するためにTOC,　 TN濃 度 と年代 との相関係数(r2)を とると,そ れぞれ+0.21(n=7710)
および+0.40と かな り大 きか った.1200万 年前のTOCとTN濃 度 は,そ れ ぞれ1.3%と0.18%で,こ れ らは
現世 に向か って 半分 以下 の0.6%と0.07%に 減 少 した.過 去1200万 年間は グローバルな寒 冷化 が進行 した時
代で あることが判 明 した.ま た,　TOC濃 度 の加 重平均値(1%)の 時間変動は,海 底 堆積 物の酸 素同位体 比の
変動傾 向と一致 し,環 境変動 がユーラ シア大陸 内部 と海洋で同時 にグ ロ.バ ルに進 行 して いた と判 断で きる.
TOCとTN濃 度の加重平均値 は,過 去1200.900,750.650,440.360,200.160万年前で高 く,温 暖な時
期 に対応す る と考 えられ るが,逆 に900.800,620.450,280.200万年前,140万 年前.現 世 は寒 冷 であ
った と推定 され る.と くに,約270万 年前か らの寒 冷化は,南 北ア メ リカを結ぶパナ マ陸橋 の成立に起 因す
る海流の変化 などによる北半球 に おけ る氷床の形成 時期 に一致 する(e.g.,増 田,　1991　;　Driscoll　and　Huag,
1998).
BDP96&98堆 積物 コアのTOC/TN重 量比の 変動 はTOC濃 度の変動 と同様で,生 物生産量の多 い時期 には,外
来 性の維管束植 物の寄与が大 きい ことを示 して いる.外 来性有機物 は主 と して 河川 によ り供給 されるので,
この寄与率の高 い年 代は温暖湿 潤で河川流量 が大 きか った といえよう.比 較的生物生産量 が大 きい880.820
万年前 に自生性 有機 物の寄与 が大 きいのは,温 暖で結氷期 間 が短縮 したが流域 の乾燥化 によ り植 生が貧弱 に
な った ため と考 えられ る.
炭化水素 は長 銀oア ルカ ン(>Clg)が 卓越 し,と くに多 い成分はn-C27,n-C2g,n-C3iア ル カンあ るいはスク
ア ランで,こ の うちn-C27ア ルカ ンに極大 ピー クを有する堆積 層が多 かった.こ の ことか ら,マ ツやシラカ
ンバな どは,過 去約1200万 年 間バイカ ル湖盆 における代表的 な樹木 であ った と考 えられ る.ま た,約620,
510,90万 年前 ではス クア ランが最 も卓越す る炭化水素 と して検 出され,メ タ ン細 菌の寄与が大 きいことが
示唆 された.脂 肪酸 は長鎖thア ル カ ノイ ック酸(>C↑g)の み を検討 したが,n-C26お よ びn-C2sア ルカノイッ
ク酸 に極大 ピークを有 する堆積層 が多 く,マ ツ,シ ラカンバ,ヤ ナギやポプラな どの植 生の変遷 を反映 して
いると考 え られ る.外 来性 ステ ロール[C2gス テ ロール/(C27+C2gス テ ロール)]の 割合(%)は40.80%で 変
動 し,　 TOC/TN比 か ら求めた外 来性有機物の変動傾 向と調和的 であ った.ス タ ノール/ス テ ロール比 よ り,湖
底 は過 去1200.1000万 年前 が酸化的 で,逆 に800.600万 年前は還元的 であったと推 定 される.
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高 山 植 物 の 耐 凍 性 とFDA染 色 に よ る 生 存 率 測 定
Cold　 tolerance　 of　alpine　 plants　 and　 measurement　of　survival　 percentage
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　 FDA・staining
*矢 守 航 ・小 神 浩 幸 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理 ・生 物 地 球)
　 *YAMORI,　 Wataru,　 KOGAMI,　 Hiroyuki,　 MASUZAWA　 ,Takehiro　 (Shizuoka　 University)
For　 study　 of　 cold　 tolerance　 of　 plants,　 it　is　important　 to　 analyze　 by　 physiological　 approach,　 again　 by
morphological　 and　 ecological　 approach.　 Now,　 we　 tried　 to　analyze　 metabolitical　 feature　 (cold　 tolerance)　 of
the　 cells　 next　 to　morphological　 and　 environmental　 analysis　 of　the　 plant.　 Sampling　 of　plant　 materials　 for
this　stUdy　 was　 performed　 at　Yatsugatake　 (Mt.　 Iwo　 2760　 m　 a.s.1.)　and　 the　 sets　 of　analysis　 about　 cold　 tolerance
(-5℃,-30℃,-80℃,△=-2.0℃/hour)　were　 perfbrmed,　 too.　 FDA-staining　 method　 can　 detect　 a　sarvive　 cell
on　 cross　 section　 of　plant　 tissue　 because　 alive　 cell　 show　 fluorescence　 as　a　result　 of　 its　endogenous　 esterase
activity.　 For　 this　 study,　 we　 are　trying　 to　establish　 FDA-staining　 method　 because　 this　 method　 can　 provide
usefUl　 data　 to　analyze　 a　relationship　 between　 survival　 rate　of　the　cells　 and　 morphological　 feature　 of　the　 plants.
Since　 the　 result　 of　cell　survival　 rate　 by　this　 method　 was　 consist　 with　 the　 one　 by　the　 method　 using　 a　parameter
of　electric　 conductivity,　 it　is　possible　 to　say　 that　 FDA-staining　 method　 can　 provide　 reliable　 data.　 We　 are
going　 to　make　 a　poster　 session　 about　 the　 effbrts　 to　establish　 FDA-staining　 method　 and　 a　part　 of　result　 using
plant　 material　 from　 Yatsugatake.
植物個体の低温耐性について解析 を行 う際にはその植物体の形態学的 ・生態学的な特徴
を考慮に入れた比較を行 うことが必要である。本研究ではまず、個々の植物体が生存する
環境やライフスタイル及び形態学的な特徴を比較 ・評価 し、その上でその植物体を構成す
る細胞内での(低 温環境に対する)代 謝的な変化を比較することに した。その為、我々は
八ヶ岳(標 高2760m)に 生育、越冬する常緑植物を対象 として選び、季節ごとに植物試料
を採取 して各種の解析を行 っている。我々が対象 として選んだ植物体において、低温処理
(.5℃,-30℃,-80℃,△=-2.0℃/時 間)に 対す る細胞の生存性 を確認す る為、　FDA染 色法によ
る結果を評価のインデ ックスとして用いることにした。　FDA染 色法は細胞内に内在す るエ
ステラーゼ活性を利用す ることによ り、生存細胞のみを蛍光 させ、生存細胞を追跡す る方
法である。 この方法によって、従来の培養細胞を用いた実験系 とは異な り、植物器官の組
織切片上で生存細胞の追跡を行 うことが可能 となる。今後、このFDA染 色による結果を蓄
積 ・解析することによって低温耐性における植物器官や個体の形態学的特徴 と細胞 の代謝
的な特徴の因果関係 を定量化できると考えている。またこのFDA染 色による結果 は従来法
である電気伝導度を測定 した結果 とも一致 してお り、信頼性が高い方法であることも確認




カナ ダ北極域 にお けるCassiopetetragonaの 形態学的研 究
Morphological　 study　 on　 Oassioρe　 tetragona　 at　Canada　 arctic　 area
*増 沢 武 弘 ・八 十 島 悠 貴(静 岡 大 学 ・理 ・生 物 地 球)西 谷 里 美(日 本 医 大・生)・
神 田 啓 史(極 地 研)
　 *MASUZAWA,　 Takehiro,　 YASOSHIMA　 ,Yuki　 (Shizuoka　 University),
NISHITANI,　 Sato血(Nihonika　 University),　 KANDA,　 Hiroshi　 (NIPR)
Elesmere　 is　polar　 desert,　 one　 of　the　 driest　 areas　 of　northern　 he血sphere,　 with　 an
annual　 precipitation　 of　only　 60mm.　 In　area　 where　 ground　 water　 is　retained,　 vegetation
such　 as　grass-sedge　 meadows　 near　 snow・bed　 and　 retreated　 glacier.　 0ヨs立()pe　 tetragona　 is
dwa㎡evergreen　shrub　 and　 grows　 in　mats　 of　moss　 or　on　moist　 snow-bed　 slope,　 where　 it　is
sometimes　 associated　 With　 Drア'asintegrifolia.
We　 measured　 length　 of　branches　 and　 number　 of且owers　 on　 C.　tetragona　 according　 to
moist　 revel　 at　 snow　 bed　 slope.　 In　 the　 laboratory　 we　 made　 a　microscopic　 study　 of






















北 極 圏 の ム カ ゴ トラ ノオ に お け る 、フ ェ ノロ ジ ー と葉 の 特 性
　 　 　 　 Phenology　 and　 leaf　traits　 of　arctic　 Polygonum　 vivip∂rum
西 谷 里 美(日 本 医 大 ・生 物)・ 増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理)
Satomi　 NISHITANI　 (Nippon　 Medical　 School)　 &　Takehiro　 MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)
Phenology　 of　arctic　 Polygonumレ1ゆ∂rtノ〃7　was　 investigated　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard　 (79N,
12E)　 for　three　 growing　 periods　 (throughout　 the　 growing　 period　 in　1998　 and　 only　 mid　 summer
in　2000　 and　 200D.　 Three　 study　 plots　 were　 set　 along　 a　snowmelt　 gradient,　 where　 about
25plants/plot　 were　 tagged　 and　 developmental　 stage　 and　 color　 of　all　Ieaves　 were　 recorded
weekly.　 In　98,　the　 length　 of　the　 growing　 period　 was　 8-9weeks,　 and　 the　 longevity　 of　each　 leaf
was　 about　 7weeks,　 which　 didn't　 differ　 among　 the　 plots.　 Plants　 at　early　 snowmelt　 plot　 started
and　 stopped　 growing　 early.　 The　 tendency　 was　 similar　 in　2000　 and　 2001.　 These　 results
suggest　 that　 the　 timing　 of　growth　 cessation　 may　 be　 determined　 independent　 of　external
environmental　 factors,　 such　 as　 low　 temperature　 and　 day　 length.
極域では植物 の生育可能期 間 は短い。したがって、その期 間を有効 に利用して物 質生産
を行い、来年の成長にむけたプレフォーメー ションや貯蔵物 質の蓄積を行わ ねばならない。
一方で落葉性の植 物では、実際 の生育不適期(冬)が 到 来する前に生育を停止 し、栄養塩 の
回収 を行うことも重要である。生 育停止 の時期 は、その地 における平 均的な冬の到来 と、そ
の年 変動に関連し、適切な時期に設 定されていると考えられる。
私 たちはスバ ルーバル諸島二一オルスン(北 緯79度 ・東経12度)に おいて、雪 解け時期
の異なる3地 点で、ムカゴトラノオ(タデ科)の 葉 のフェノロジーを調査 した。雪解 けから初雪 ま
での詳細な調査を98年 に、また盛 夏期 のみの調査を2000年 と2001年 に行った。いずれも
標識 した個体(各 地 点約25個 体)に ついて、すべての葉の状態を1週 間ごとに記録するという
方法で行った。調査 地は緩 やかな斜面で、雪解けは斜 面上部で早い。斜面 の下部 ほど土壌
含水率 は高く、全窒素濃度も高かった。隠花植物を含めた全植物 の被度も斜面下部で高 か
ったが 、ムカゴトラノオの被度 は中間地 点で最 大であった。また98年 は気温が高く、乾燥 した
夏であったのに対し、2000・2001年 の降水量は比較的 多かった。98年 において、ムカゴトラノ
オの個葉 の寿命 は約7週 間 、生育期間(最 初の葉の展開か ら最後 の葉の枯死まで)は8-9
週間で、雪解 けの時期による有意な差 は見られ なかった。雪解 けの早 い地点では、早くか ら
葉を展開 し、枯死も早かった。2000年 ・2001年 においても、雪解けの早い地 点で枯死期が早
いという傾 向は一致 していた。これ らの結果 は、ムカゴトラノオが何 らか のメカニズムによって、




北 極 二 一 オ ル ス ン に お け る,異 な っ た 水 分 条 件 下 で 生 育 して い る
ム ラ サ キ ユ キ ノシ タの 生 育 形 別 の 炭 素 同 位 体 比 の 比 較
　Carbon　 isotopic　composition　 (12C/13C)　of　dif『erent　growth　forms　of　Purpleむ
Saxifrage,　 Saxifraga　 eppositifo〃a　 L,　 in　the　 high　 arctic,　 Ny-Alesund,　 Svalbard.
久 米 篤(九 州 大 学 農 学 研 究 院),別 宮 由 紀 子(都 留 文 科 大 学),
半 場 祐 子(岡 山 大 学 資 生 研),神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
　 　 　 Atsushi　 Kume　 (Kyushu　 University),　 Yukiko　 Bekku　 (Tsuru　 University),
　　 　　 　　Yuko　 T.　Hanba　 (Okayama　 University),　 Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
ln　 high　 arctic　 regions,　 contrasting　 extreme　 micro-climatic　 environments,　 short
growing　 season　 and　 dump　 environment　 (snow-bed)　 and　 Iong　 growing　 seasons　 and
dry　 environment　 (ridge)　 are　 adjacent　 to　each　 other.　 The　 plants　 receive　 sun　 light
directly　 in　summer　 and　 the　 soil　 is　freezing　 in　winter.　 Thus　 proper　 control　 of　water
use　 is　important　 for　 the　 plants　 in　surviving　 in　such　 an　 environment.　 ln　the　 glacial
む
recession　 area　 at　 Ny-Alesund　 in　Svalbard　 lsland　 (79°N),　 various　 types　 of　 plant
samples　 (including　 mosses　 and　 lichens)　 were　 collected　 and　 their　 carbon　 isotope
ratios　 (13C112C)　 were　 compared　 as　an　 index　 of　water　 utilization　 of　photosynthesis.
周 北極 域 の氷 河 後 退 域 では,微 地 形 の違 いや構 造 土 の 形 成 などによる地 表 面 の わず か
な高 低 の違 いや 土 壌 構 造 の微 妙 な 違 いによって,植 物 の 生 育 環 境 に大 きな違 いが 生 じる。
数 十cmの 高 低 差 によって,土 壌 水 分 条 件 や 地 表 面 が積 雪 に覆 わ れ てい る期 間 が大 幅 に
変 化 し,そ の 結 果,カ ラカラに乾 燥 した環 境 と水 にひたった過 湿 な環 境 が,数mも 離 れ ずに
隣 接 していることもよく観 察 され る.ま た,冬 季 は土 壌 が凍 結 し,夏 季 は 直 射 日光 が 当 たり,
水 の 形 態 や 蒸 散 強 度 も大 きく変 化 す る.し たが って,こ のような環 境 下 で生 育 している植 物
は,水 の 利 用 様 式 につ いて温 帯 地 域 の植 物 とは 大 きく異 な ることが予 想 され る.
甜 κ/'fraga　oppos/'tifo/iaは 周 北 極 域 の氷 河 後 退 域 で遷 移 の 初 期 段 階 に 出現 す る高 等 植
物 で、個 体 に より葡 毎 型(P-form)と クッション型(C-form)の2つ の生 育 形 を取 る。Kumeθt
∂∠(1999)は,生 育 形 の 違 い と繁 殖 特 性 の違 い の関 係 を示 し,　Crawford　 θt∂∠(1993)は 、
水 利 用 効 率 や 湿 重 当 たりの 光 合 成 や 呼 吸 速 度 が生 育 形 によって異 なることを示 している。
しかし,こ れ らの 生 育 形 の違 い,お よびそれ をもたらしているシュー トの伸 張 特 性 の違 いが,ど
のように水 分 利 用 様 式 の違 いと関 係 してい るか は明 らか ではなか った.C3植 物 の光 合 成 に
おいて気 孔 によってCO2取 り込 み に制 限 が 生 じると,RuBPカ ル ポキシラー ゼの 同位 体 分 別
効 果 が減 少 し炭 素 同 位 体 比 が増 加 する.そ こで,　SvalbardのNy-Alesund(79°N)、 　Bregger
氷 河 下 流 域 におい て,遷 移 段 階 別,生 育 環 境 別 に多 数 の植 物 体 を採 取 し,炭 素 同 位 体 比
δ13C(13C/12C)の 測 定 を行 った.ま た,気 孔 を持 た ない蘇 苔 類,地 衣 類 でも同 様 の分 析 を





ニ ー オ ル ス ン 氷 河 後 退 域 のSalix-Sanionia群落 に お け る 生 態 系 純 生 産 硅
　 　 　 　 　 Net　 ecosystem　 production　 of　Salix-Sanio〃ia　 community
　 　 　 　 　 　 　 on　a　glacier　 fbreland　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard
内 田 雅 己(岐 阜 大 ・流 環 研),莫 文 紅(筑 波 大 ・生 物 科 学),中 坪 孝 之(広 島 大 院 ・生 牛刎 習),村 岡
裕 由(岐 阜 大 ・流 環 研),神 田 啓 史(国 立 極 地 研),小 泉 博(岐 阜 大 ・流 環 研)
Masaki　 UCHIDA(GifU　 Univ.),　 Wenhong　 MO　 (Univ.　Tsukuba),　 Takayuki　 NAKATSUBO　 (Hiroshima　 Univ.).
Hiroyuki　 MUR.AOKA　 (Gifu　Univ.),　Hiroshi　 KANDA　 (NIPR),　 Hiroshi　 KOIZUMI　 (Gifu　 Univ.)
　 As　 a　part　 of　the　 study　 of　carbon　 cycle　 on　 a　deglaciated　 area　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard,　 we
measured　 net　 ecosystem　 production　 (NEP)　 in　the　 mixed　 community　 of　Sa1/xpθlcMsandamoss
Sa〃io}liα 〃ncilla/αin　 their　 growing　 season　 of　2001　 by　 using　 a　gas-exchange　 technique.　 Under
ambient　 meteorological　 conditions,　 the　 NEP　 was　 highly　 varied　 from　 -44　 to　 l71　 (average　 43)
mgCO2-C　 m-2　 h'1.　 Early　 in　the　 growing　 season,　 the　 communities　 tended　 to　be　 net　 sources　 of　CO2
to　the　 atmosphere　 because　 of　low　 photosynthetic　 activities　 of　the　 plants.　 After　 rainy　 days,　 however,
the　 ecosystem　 became　 a　large　 sink　 of　CO2　 because　 of　a　higher　 photosynthetic　 activity　 of　the　 mosses.
It　is　suggested　 that　 the　 NEP　 in　the　 community　 varies　 spatially　 by　 biomass　 di　stribution　 of　the　 plants
and　 temporally　 by　 leaf　 phenology,　 light　 incidence,　 precipitation　 and　 temperature　 which　 affect　 the
physiology　 of　the　 plants　 and　 soil　 microbes.
北極 域 の 陸域 生 態 系 は 近年 ま で炭 素 の シ ン ク と して機 能 して き た.し か しな が ら最 近 の 報
告で は,温 暖 化 の 影響 に よっ て炭 素 の ソー ス とな る 可能 性 が 指摘 され は じめて い る.本 研 究
で は,北 極 域 陸 域 生態 系 の炭 素循 環 に 対す る温暖 化 の影 響 を 予測 す る一環 と して,高 緯 度 北
極域 の植物 群 落 にお け る生態 系純 生産 量(NEP)の 測 定 を行 い,　NEPの 変 動 に 与え る要因 を検 討
した.
調 査 区は ノル ウェー ・ス ピ ッツベ ル ゲ ン島 ニー オ ル ス ン(790N)に あ る東ブ レッカー 氷 河後 退
域 のモ レー ン上に設 定 した.2001年7刀 中旬 か ら8月 中旬 にか けて,調 査 区付近 の優 占種で
あるキ ョクチヤナ ギSo〃x　polo!isと カギハイ ゴケSonionia　 〃nciuataの 混成群 落 にお け るNEPを
携 帯川 光合成 蒸散測 定装 置(Li-cor6400)を 川 い て野外 環境 条 件 ドで測 定 した.　NEPに 影響 を 与
え る環境 要 因 と して,土 壌 温度,蘇 類群 落 の 温度,ヤ ナ ギ の 身ξ面 温度,光 合 成 有 効波 長域 の
光11贅 束密度(PPFD),群 類 お よび 土壌 の含水率 を調査期 間 を通 じて測 定 した.
調 査期間 中のNEPのf直 は一44～171('F均43)mgCO2-Cm'2h-1とな り変動 はか な り大 きか った.
NEPが 負(系 か らのCO2の 放 出)の 値 を示 した の はヤ ナ ギの 開葉 期 間で あ り,ヤ ナ ギの 葉 の
成 長 とフェ ノロジー はNEPのf直 に人 きな違 い を示 した.降 雨後 の コケの 含水比 が高 い ときに
はNEPのf直 も大 きくな り,コ ケ の含水比 が小 さい ときの2倍 近 くに達す る こともあっ た.コ
ケの乾湿 に関わ らず,光 が400μmol　 m"2　s'1に 達す るまでは光 の増加 とともにNEPは 増加 し,
400～800y,molm'2s'1で 光 飽和 に 達 した.一 一方,群 落 全 体の 呼 吸速 度 は 温度 の1iS"と ともに増
加 した.以 一ヒか ら,　NEP　 を制 限 して い る要 因 には生 物 的 要 因 と非 生 物 的 要【刈が あ り,生 物 的
要因 と して はヤナ ギの成 長に ともな う同化 器 官 の バ イ オ マ ス の変 化や ヤ ナ ギ,コ ケ お よび1二
壌 微 生物 の バ イオ マ ス,そ して 非 生物 的 要因 と して は 光,水(降 水)お よび温 度 な どで あ る
と推 察 され た.今 後 は 本調 査 結 果 と現 在 まで に得 られ た植 物 お よび 一1二壌 微 生物 の 生 理 生態 的
デ ー タ等 を統 合 して 本 生態 系 に お け る炭 素循 環 モ デ ル を構 築 し,高 緯 度 北極 の陸 域 生 態 系 に
与え る温暖 化の影響 を予測す る予 定であ る.
一89一
 PT29 
SEED ENTRAPMENT OF THREE HERBS IN ALPINE ECOSYSTEM OF MT.  FUJI: 
RELATIONSHIPS BETWEEN SOIL PARTICLE SIZE AND SEED MORPHOLOGY 
              G M. Anisuzzaman and MASUZAWA Takehiro
    Department of Biology and Geoscience, Faculty of Science, Shizuoka Univ.
  Artemisia pedunculosa, Polygonum cuspidatum and P weyrichii are herbaceous perennials, and 
co-occurring species on alpine region of Mt. Fuji. There are different distribution patterns among 
the species on the study site (Hoei second crater of Mt. Fuji). A. pedunculosais widely distributed 
compared to rest two polygonum species on the study site. The soil environment (especially soil 
particle distribution) of this area is varied place to place. We examined the seed entrapment (first 
initial stage of seedling establishment) in relation to seed morphology and soil particle size. Three 
particle size soils (large size=LPS, medium  size=MPS and small size= SPS) were used in this 
experiment. Based on weight, length and width, seeds size greatly varied between A. pedunculosa 
and Polygonum species. Despite the characteristics of appendage A. pedunculosa has small seed and 
Polygonum species has large seeds. The pattern of seed entrapment was greatly varied between 
small-seeded A. pedunculosa and large-seeded two Polygonum species. A remarkable number of 
large seeds were trapped in LPS class and no seed traps in SPS class. Surprisingly in the case of A. 
pedunculosa, almost similar numbers of seeds were trapped in three particle size classes, despite 
their smaller seed size. A. pedunculosa has adhesive seed coat that may help to trap a remarkable 
numbers of seeds in different particle size soils. Above mentioned characteristics of A pedunculosa 
is one of the advantage to increase seeds in the seed in various places. It is also an initial advantage 
to wider distribution of A. pedunculosa.
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チ ン グ ル マ と チ ョ ウ ノス ケ ソ ウ の 花 粉 発 芽 特 性 と 温 度 依 存 性
Temperature-dependency　 of　pollen　germination　 in　Sieversia　pentapetalαandDryasθctθpetala
和 田直 也 ・厚 木勝洋(富 山大学理学部生物 圏環 境科学科)
NAOYAWADA&KATSUHIROHOHNOKI　(FacultyofScience,ToyamaUnivcrslty)
We　 examined　 pollen　 germination　 of　Sieversia　 pentapetala　 and　 1)ryas　 octoρetala　 in　three　 thermal　 condition　 (15℃,　20℃,
and　 25℃)　 for　 24　 hr　 after　 pollens　 incubated.　 Samples　 were　 collected　 from　 S.　pentapetala　 population　 located　 at　2820m
a.s.1.,　and　 from　 D.　 octoρetala　 population　 at　2700m　 a.s.L　 in　Mt.　 Johdo,　 Tateyama　 Range,　 central　 Japan.　 S.　pentapetα1α
showed　 the　 highest　 rate　 of　pollen　 germination　 at　20℃,　 while　 D.　 octoρetala　 at　15°C　 .　We　 discussed　 these　 differences　 with
viewpoint　 of　historical　 differences　 of　phytogeographical　dynamics　 and　 evolution.
現在、地球温暖化が 北極 ・高山植物 の成 長や 繁殖 に どのよ うな影 響 を及 ぼ しうるのかを予測 ・解 明す る研
究 が、世界的に活発 に行 われ てい るが 、 日本における研究 は決 して 多 くはな い。温暖化 の影響が高 山植物 の
繁殖様 式に及ぼす影響 を明 らかにす る上で 、受精時 に生 じる生理的過程 を知 る ことは 重要であ るが 、その基
本 となる花粉の温度依存的発芽特 性 に関す る研究 は特 に少な く、様 々な種 につ いて 早急 にその特性 を明 らか
にす る必 要がある。
日本の高 山帯 には、東 アジア山地起 源 の高山植物 と、極 地起 源の 高山植物(周 北極 植物)が 、混在 して
分 布 して いる(高 橋2000)。 系統 ・進 化の起源 が異 な る植物 間では 、同所的 に生 育 して いて も、環境 に対
す る成長や 繁殖様 式の反応が異な ることが 予想 され る　(e.g.　Kud(⊃　et　aL,　1999;　Suzuki　and　Kudo,　2㎜;Wadaet
aL,inpress?)。 チ ングルマ(Sieversiαpentapetα1a)は 、極東 アジアの北部 ・ア リュ… シャ ン諸島中央部か ら日
本 の中部山 岳地域 にか けて分布 して お り、北緯70度 以11の 北極 圏 には分布 していな い極東 アジア 要素 の植
物 である(Hult6n,1968)。 ・方、チ ョウ ノスケソウ(Dryas　 octepetola)は 、北緯約80度 の北極 圏か ら北緯約
36度 の温帯性高山 にか けて分布 して いる周 北極 植物 である(Hult6n,1968)。 日本の 中部 山岳地 域は、周北極
植物 の世界的南限 に位 置す るが、両種 は しば しば同地域の高 山帯 に分布 してい る(但 し局所的には、前者は雪
田的環境、後者は風衝地環境を中心 にそれぞれ分布 している)。 本研究 では、 日本の高 山帯 に広 く分布 してい る極
東 アジア要素の高山植物 ・チ ングル マと、北海道 と中部山 岳地域 に局所 的に分布 している周北極植物 ・チ ョ
ウ ノスケソウにつ いて 、両種 の花粉 の発芽特性 と温度依存 性 を明 らか にす る ことを目的 と した 。
調査 は、両植物 の開花期で ある7月 に、富山県立 山山地 の浄土山 ←一ノ越 を含 む)に お いて行 った。それ
ぞれ の種 について 、開花直後の花 を採取 し、低 温状態 で素 早く研 究室 に持 ち帰 った。そ の後、ス ライ ドグラ
スhの シ ョ糖10%を 加 えた寒 天培地 に素早 く花 粉を まき 、15℃ 、20℃ 、25℃ の温度 条件(晴 天時 におけるメ
シベの温度範囲)で24時 間培養 し、グ リセ リンゼ リー ・ゲ ンチアナバイオ レッ ト法を用 いて花粉 を染色及び
固定 した。 このプレパ ラ一一トを、各温度 条件について 、チ ングル マでは10枚(〃=10flowcrs)、 チ ョウ ノス
ケソウで はll枚 　(n　=　11　flowers)　作成 した。 各プ レパ ラー トについて、顕微鏡 を用 いて 花粉 をIOO個 体 任
意 に抽 出 し発芽率 を記 録 した。なお、本研究で は、花粉管が花粉 の直径 よ りも長 く伸長 した ものを発芽個体
と定義 して発芽率 を求 めた。両極 ともほ ぼすべての花粉が染色 され、不稔花粉 はほ とん どなか った。チ ング
ルマ の花粉発芽 率は、15℃ 、20℃ 、25℃ の各温度条 件下 で、それぞれ 、35.0±6.3%、41.1±8.9%、
及び32.7±11.6%で あった。花粉発 芽の最適温度 は20℃ で あった が、統 計的有意性 は検 出されなか った
(arcsine変 換後ANOVA、F;2.33、P=0.116、ll=30)。一方 チ ョウノス ケソウ については、42.2±11.2%、
37.2±15.696、 及 び26.6±11.7%と な り、最 も低 い15℃ の温度環境下 で最 も発芽率が 高 く、20℃ 及び
25℃ の温度環境下では、その順に発芽率が低下 していた。統計的 にも有 意な差が検 出された(arcsine変 換後
ANOVA、F=4.10、P=0.027、n=33)。以上の結果 は、周北極植物で あるチ ョウ ノスケ ソウの方 が、チ ング
ルマよ りも、花粉発芽 の最適温度が5℃ 以下低 いところに存在す る ことを示す の と同時に、温帯性 高山 にお
ける温暖化の繁殖 に及ぼす影 響は周北極植物で より大 きい ことを示唆 していた。
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岩 を 這 う チ ン グ ル マ の 生 態 的 特 徴 と そ の 周 辺 植 生 の 多 様 性
Ecological　 traits　of　Sieversia　 pentapetala　 creeping　 on　the　rock　 surfaces　 and　 its　influence
　　　　　　　　　　 on　the　surrounding　 vegetation　 structures　 and　 diversity
柳 川 朋 美 ・和 田 直 也(富 山 大 学 理 学 部 生 物 圏 環 境 科 学 科)
Tomomi　 YANAGAWA　 &　Naoya　 WADA　 (Faculty　 of　Science,　 Toyama　 University)
We　 surveyed　 groWth　 and　 reproductive　 performances　 of　deciduous　 dwarf　 alpine　 shrub　 Sieversia　 pentapetaala　 creeping
on　the　rock　 su由ces,　 at　Murodo　 (2460　 m　 a.s.1.),　Tateyama　 Range,　 central　 Japan.　 We　 also　investigated　 how　 the　behavior
of　this　species　 influences　 on　the　 surrounding　 vegetation　 stmctures　 and　 diversit)・.　In　our　 study　 site,　S.　、pentapetalo　 was
丘equently　 observed　 on　 the　 rock　 surfaces　 than　 on　 the　 flat　ground　 with　 relatively　 developed　 soils.　 Soil　 depth　 was
significantly　 negatively　 correlated　 with　 coverage　 of　S.　1フen施tpetala,　 while　 positively　 correlated　 with　 graminoids　 such　 as
Cαrex　 b1ψ 磁 α脚 ㎝d　 De蜘 姻 α趣 μo∫α.　Moreover,　 soil　depth　 was　 positively　 correlated　 with　 the　 number　 of
species　 per　 area　and　 species　 diversity　 'ndex,　 suggesting　 that　soil　development　 may　 be　one　 of　the　key　 factors　 to　enable
many　 species　 to　establish　 and　 grow　 n　the　 rocky　 (mound)　 habitats.　 We　 discussed　 the　 relationship　 between　 growth
progress　 of　S..ρentapetaala　 and　 variat'ons　 of　species　 diversity　 and　vegetation　 structures　 on　the　rocky　 habitats・
高 山帯 の雪 田環境 にお い て は、大 小 さま ざまの岩石 が各所 に 点在 してい る景観 を しば しば 目にす る こ
とが あ る。極 地 域 で は蘇 苔 類 や地 衣類 が これ ら岩 石 の表 面 に付 着 して生 育 して い る。 一方 、温 帯性 高 山
帯 におい て は葡 萄性 多妻小 低木 が岩石 上 に這 い 上が り、岩 の 上 に有機 物 土壌 を形成 して い くこ とが知 られ
て い る(Kudo&Ito,1995)。 富 山 県 立 山町 室 堂 平(2460m)で は、 葡 萄 性 綾 小 落 葉 低 木 ・チ ン グル マ
(Sieversia　pentapetalo)が 岩 を這 い上 が り完 全 に覆 い 尽 くす まで 、様 々 な発 達過 程 が見 られ る。本研 究 では 、
チ ン グル マ を主 な対 象 と して 、1)岩 を利 用す る こ とで どの よ うな利 点 が ある のか 、2)チ ン グル マ が岩 を
効 率 よ く利用 して い るの で あれ ば、その結 果 と して周 辺 の植 物 群 落 は どの よ うな影 響 を受 けて い るのか 、
につ いて 明 らか にす る こ とを 目的 と した 。
調 査 は2001年6月 ～10,月 にか けて 、室 堂平 の雪 田植 物群 落 内で行 った。岩 石 上 と地面 上 に生育 して
い た チ ングルマ のパ ッチ各5個 につ いて 、温度 デ ー タ ロガー　(KADEC　 U-H)を 用 い て地温(パ ッチの リ
ター 下約1　cmの 土壌 温 度)を 測 定 した ところ(6月23日 ～10H6日)、 平均 で約2℃ 岩 石 上の 地温 が高
か っ た。両ハ ビタ ッ トの シ ュー ト高 を測 定す る と、岩 石 上 では2.5±1.8cm,地 面上 で は4.9±2.Ocm(平
均 値 ±標 準偏 差,n=50)と な り、約2倍 の差 が認 め られ た。また 、両 ハ ビタ ッ トに0.5m×0.5mの 方形
区 を各々10カ 所 設 置 し、全 シ ュー ト数 当 りの繁殖(開 花)シ ュー ト数 を数 えた ところ、岩 石上 で は4.2
±5.0%(n=10),地面上 で は1.0±1.4%(n=10)とな り、岩 の上 の方 が高 い値 を示 した。全 シュー ト
数 につい て も同様 で あ った。 さらに、両 ハ ビタ ッ トにお いて 、単位 パ ッチ 面積 当 りの全葉 重量 の推 定値
を求 めた ところ、岩 の上 に生 育 してい たチ ングル マ の方 が高 い値 を示 した。 これ らの ことか ら、チ ン グ
ル マ の シ ュー トが岩 の 上 をハ ビタ ッ トと して利 用 す る利 点 と して は、1)岩 石 上 で は よ り高い温 度環 境 を
利 用 で き る,2)丈 の 高 い他 の植 物 との 競争 を回避 で き る、3)1,2の よ うな環 境 ス トレスの緩和 に よ り物
質 生 産性 を高 め るこ とが で き、そ の結果 と して繁 殖 シ ュー トを増 やす こ とが で き る、 とい った こ とが考
え られ た。
チ ン グル マ の岩 の利 用 が周 辺植 生 に与 える影響 を明 らか にす るた め、チ ングルマ の植被 のあ る岩 を含
ん だ0.25m×5mの 帯 状 区 を10カ 所 設 置 し、各 帯状 区 を0.25m×0.25mの 小 区画 に細分 して、 その
中に 出現 した 全 ての植 物 につ い て の被度 及 び各小 区画 にお け る土壌深 を測 定 した。全帯 状 区の全 小 区画
を込 み に して解 析 した結 果 、土 壌 深 とチ ン グル マ の被 度 との 間 には 負 の相 関関係 が見 られ た(r=-
0.14,p=0.046,nニ204)。この こ とは 、チ ングル マ が岩 の上 をハ ビタ ッ トと して効 率 よく利 用 して い る
の と同時 に 、岩 以外 の土壌 層 の厚 い立地 で は優 占度 が低 くな るこ とを示 して い る。 また 、土壌 深 と出現
種 数 並び に群 落 多様 度(Sharmon-Wienerの 多様性 指数)と の 間 には、 それ ぞれ 正 の相 関関係 が認 め られ た
(r=0.18,p=0.011,n=204;r=0.19,p=0.008,n=204)。この こ とか ら、雪 田植 物群 落 にお ける多様
性 が土壌 深 と深 く関わ っ てい る こ とが示 され た。チ ン グル マ が岩 の上 に這 い上 が る現象 は 、長 い時 間 ス
ケー ル で考 える と、そ の成長 ・発 達 に伴 って岩石 上 に土壌 を形 成 しなが ら禾 本 類等 の定着 を促 し、結果
的 に周辺 植 生 の多様 性 を増 加 させ てい る もの と考 え られ る。言 い換 えれ ば、チ ン グル マ な どの葡 萄性 綾
生低 木 は雪 田植 物 群 落 にお い て は、 「岩 」 とい う他 の 維管 束植 物 が利 用 しに くいハ ビタ ッ トに土壌 を形
成 ・蓄積 す るこ とで、 多種 の侵 入 と定着 を促 し、そ の結果 と して植 物 群落 の遷 移 を早 め、多様性 を高 め
て い る可能 性 が考 え られ た。
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 TAIGA-TUNDRA TREELINE AS 
CHANGE OF THE CLIMATE IN 
 .Adrian E. Katenin 
Komarov Botanical Institute, 197376,
AN INDICATOR OF THE GLOBAL 
 THE NORTHERN HEMISPHERE
Popov. str.2, St.Petersburg, Russia
     The taiga-tundra boundary is very dynamic phenomenon. Its sensitive response 
to climatic changes find expression in displacement to the south or to the north. 
Therefore it can be used as an indicator  of  recent and  modern climatic changes. Reaction 
 of  this zonal boundary toward climatic changes is clearly seen, because it is expressed in 
aggravation of trees behavior and their death in one case and in occupying  of  the new 
territories formerly treeless in other. Whereas the reaction of subzone boundaries 
within tundra or taiga is expressed slightly and needs more laborious investigations. 
     Some signs of vegetation response to climatic changes can be observed by single 
investigation, but completely they can be revealed only by repeated visits to the same 
sites (by monitoring). 
     Phytocoenotic characteristics are: deforestation of taiga communities or 
appearance of young tree growths in tundra  communities; substitution of the lower 
layer formed by specific tundra communities herbs and shrubs (Betula nana) by specific 
forest communities herbs and dwarf shrubs (Vaccinium myrtillus) due to the closed 
canopy of the tree layer of the forest-tundra community. 
     Biomorphological characteristics are: the change of the birch growth form 
typical of forest-tundra communities to those with straight single trunk typical of 
forest communities. As indicator of climate improvement can serve Populus 
balsamifera, existing in vegetative form among tundra surroundings, which was found 
on Chukotka peninsula (Katenin, 1978). Its growing each year branches doesn't 
develope in generative form, but perish in winter. The appearance of generative shoots 
of Populus balsamifera in these communities will indicate the climate improvement in 
Chukchi sector of the Arctic. 
     The measurement of the trees annual increment thickness ( on example of their 
trunk sawcircles) is a convenient method of revealing of the climatic changes. The most 
effective method is the large scale mapping of the taiga-tundra boundary vegetation with 
subsequent visits to the earlier mapped plots. Investigations conducted several years 
later can reveal the changes of the communities  areas; appearance or disappearance of 
wood  communities; the tree growth changes and extent of communities  closeness; the 
substitution of rarefied forests by closed forest communities. Releves done 
simultaneously with mapping will show the differences in structure and composition of 
the same communities that take place during the period between two visits. For 
control of climate changes can be also used the data, obtained by russian geobotanists 
 (  Norin B.N., Katenin A.E., Tyrtikov A.P.) when studing the forest "islands" within 
tundra zone in Bol'shezemel'skaya Tundra, in south-east of Taymyr Peninsula and in 




中 央 シ ベ リア の 亜 寒 帯 に お け る森 林 高 お よ び 森 林 被 覆 率 の 地 理 的 分 布
Geographical　 distribution　 of　forest　height　 and　 cover　 density　 in　boreal　 zone　 of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Central　 Siberia
都 築 勇 人 、 日 下 部 朝 子 、 末 田 達 彦(愛 媛 大 農)
Tsuzuki,　 H.,　Kusakabe,　 T.　and　 Sweda,　 T.　(Ehime　 U.)
　 　 　 　 We　 have　 been　 involved　 with　 estimation　 of　fbrest　 resources　 using　 a　continuous　 fbrest　 canopy
pro丘le　 acquired　 by　 airborne　 laser　 altimetry　 Since　 the　 fbrest　 profile　 thus　 obtained　 consists　 of　laser
reflection　 from　 forest　 canopy　 where　 forest　 cover　 exists　 as　well　 as　from　 the　 ground　 where　 no　 such　 cover
does,　 it.　carries　 information　 both　 on丘)rest　 height　 as　well　 as　the　 proportion　 of　forest　 cover,　 and　 thus　 its
integration,　 i.e.　the　 area　 under　 the　 pro丘le　 is　closely　 related　 with　 the　 amount　 of　fbrest　 biomass,　 In
this　 study,　 distribution　 of　 forest　 height　 and　 fbrest　 cover　 density　 was　 analyzed　 to　 clarify　 the
characteristic　 of　the　 associated　 biomass　 distribution丘)r　 a　200-km　 long　 f()rest　 canopy　 pro丘le　 which　 we
had　 obtained　 from　 an　 airborne　 laser　 pro丘ling　 mission　 over　 the　 boreal丘)restsofcentralSiberia.　Our
study　 area　 is　located　 along　 the　 middle　 reaches　 of　the　 Bakhta　 river,　 where　 in　 reflection　 of　 regional
distribution　 of　permafrost　 and　 winter　 coldness,　 a　strong　 NE-SW　 environmental　 gradient　 dominates
which　 corresponds　 with　 the　 direction　 the　 Bakhta　 flows.　 Another　 environmental　 factor　 affecting　 tree
growth　 in　 the　 study　 area　 is　topography　 The　 hammocky　 terrain　 of　the　 mid(lle　 portion　 of　the　 laser
pro丘ling　 transect　 contrasts　 sharply　 with　 gently　 rolling　 topography　 of　the　 ul〕per　 and　 lower　 portions.
Taking　 this　 local　 topographic　 variation　 and　 the　 more　 macroscopic　 environmental　 gradient　 mentioned
earlier　 into　 consideration,　 the　 transect　 was　 divided　 into　 upper,　 middle　 and　 lower　 sections,　 and　 canopy
density　 and　 mean　 canopy　 height　 were　 compared　 among　 the　 sections.　 As　 a　 result,　 a　comparison
within　 the　 rather　 flat　 topography,　 i.e.　between　 the　 upper　 and　 lower　 sections,　 revealed　 that　 the　 fbrest
cover　 density　 of　46　 %　 and　 mean　 f()rest　 height　 of　7.7　 m　 of　the　 former　 increase　 (lownstream　 to　66　 %　 and
8.5　 m　 in　 the　 latter.　 On　 the　 other　 hand,　 in　 a　comparison　 between　 the　 hummocky　 and　 flat　 terrain,
fbrest　 cover　 density　 of　60　%　 for　the　 central　 section　 ranks　 between　 the　 upper　 and　 lower　 sections,　 but　 the
mean　 forest　 height　 of　9.6　 m,　 was　 even　 higher　 than　 that　 of　the　 lower　 section,　 thus　 making　 the　 central
even　 with　 the　 lower　 section　 in　comparison　 in　biomass　 indicating　 that　 the　 steepness　 or　flatness　 of　the
terrain　 also　 affect　 considerably　 biomass　 through　 their　 inf[uence　 upon　 lbrest　 height　 and　 cover　 density
我々は、航空機 に搭載 したレーザー測距儀によって得 られる広域的な森林の縦断プロフィールを用 い
て森林資源 ・機能量の推定法開発 に取 り組んでいる。この縦断 プロフィールは、森林の林冠部に加えギャ
ップや禄地など地面か らのレーザー反射から成るので、森林 の高さのほかレーザー測距 トランセク ト全体
に占める森林被覆の割合 をも表すので、プロフィールの積分は当該 トランセク ト上のバイオマスとも高い
相関がある。本報では、中央 シベ リアの亜寒帯林を対象 とした約200kmの レーザー測距の結果を用 いて、
森林被覆 と森林高の分布 を解析 し、トランセク トに沿 ったバイオマスの地理的分布の特性を明 らかに した。
研究の対象 としたエニセイ河支流のバクタ川流域は、川が南西に流れていることに加え、北東方向に中心
を持つ永久凍土や冬季の気温の分布 をも反映 して、上流ほ ど植物に対する生育条件が厳 しくなっているが、
平坦な上 ・下流部に対する中流部の起伏の激 しさという調査域内の地形の違いも植生の分布に影響を及ぼ
している。これ ら大局的な環境傾度 と局所的な地形の違いを考慮 して、計測区間を上流 ・中流 ・央部、下
流部に三分 した うえ、それぞれの森林被覆率 と平均森林高 を求めたところ、 まず平坦部間での比較では、
上流部の46%と7.7mに 対 し下流部では66%と8.5mと 増加 し、バイオマスも含め強い環境傾度があるこ
とが分か った。他方、地形の違いによる比較では、 中央部は、被覆率60%と 上 ・下流部の 中間的な値 を
示すが、森林高は9.6mと 下流部よ りも高 く、その結果バイオマスは下流部 と同程度にな り、地形の起伏




Distribution　 of　 forest　 leaf　 area　 index　 in　 central　 Siberian　 taiga
日 下 部 朝 子 、都 築 勇 人 、末 田 達 彦(愛 媛 大 農)
Tbmoko　 Kusakabe,　 Hayato　 Tsuzllki　 and　 Tatsuo　 Sweda　 (Ehlme　 Ullivcrsity)
In　 our　 cffbrt　 of　 airborne　 lascr　 pro丘ling　 of　 borea.l　 fbrests　 of　 the　 globc　 fヒ)r　prccisc　 cstinlation　 of
fbrest　 biomass　 and　 leaf　 area,　 another　 pro丘ling　 mission　 was　 flowll　 to　 obtain　 a　vegctation　 pro田c　 ill　ycar　 2C}CIO
over　 a　2(10-km　 strctch　 along　 the　 middle　 reaches　 of　 the　 Bakhta　 River,　 a　tributary　 of　 thc　 Yenisci,　 ccntral　 Sibcda.
For　 interpretation　 of　 the　 vegetation　 pro丘le　 into　 fbrcst　 biomass　 and　 leaf　 area,aset　 of　 ground　 tnlth　 data　 is
llecessary　 to　cstabllsh　 rcgression　 betwecn　 thcm.　 This　 paperpresellts　 rcsdts丘om　 20C)0/2C)01　 plot　 survcy　 of
氏)rest　 lcaf　 arca　 on　 the　 ground　 along　 with　 its　esdmates　 rcsulting丘om　the　 2ClO-km　 lollg　 vcsrctation　 pro丘lc.
According　 to止e　 Rllssian　 classificadon,　 thc　 vegctadon　 of　 this　 s.　trldy　 arca　 is　classificd　 as　 middlc　 taiga,　 but
reflecting　 the　 d{sthbution　 of　 permafrost　 and　 xVintcr　 coldlicss覇tll　 thcir　 ccllter　 to　 the　 northcast,　 thc　 study　 arca
is　dictated　 by　 a　strong　 cnvironmental　 gradient　 running　 NE-SW　 which　 coillcidcs　 with出c　 flow　 dircction　 ()f　thc
Bakhta.　 Ill　the　 ground　 survey,　 11　 sample　 plots　 wcre　 sct　up　 undcr　 the　 lascrprofilillg　 flight　 coursc　 with　 spccics
identification　 and　 measurement　of　 stem diamctcr　 of　 aU　 the　 trees　 ill　cach　 plot.　 Scveral　 sample　 trecs　 wcrc
fcllcd　 ill　cach　 plot　 fbr　 direct　 measurement　of　 leaf　 arca　 to　 cstal)lish　 its　rcgressioll　 uPOII　 stcm　 diaineter.　 Thcll
using　 this　 rcgrcssioll,　 the　 plot　 leaf　 arca　 was　 calculated,　 upon　 which　 the　 arca　 of　 vcgctation　 profile　 was　 rcgrcssed.
In　 rcflection　 of　 dle　 cnvironmental　 gradient,　 it　turned　 out　 dlat　 not　 only　 thc　 dominancc　 of　 larch　 (L〃 か ∫ノb1ノブしめ
in　 thc　 uppcr　 rcachcs　 weakened　 dowiistream　 with　 increaSing　 admixturc　 of　 pinc　 (P〆1〃∬ 立拗 ブ`'a),　birch　 (Be〃Zd
ノ)enduLa)　 and　 sprucc　 (∫)ic'ea　ohotul4),　 but　 also　 trcc　 sizc　 alld　 stcm　 dcnsity　 increased　 downstrealn.　This　 discrctc　 but
quantitative　 chaligc　 rcvealed　 by　 thc　 plot　 survey　 was　 a|so　 witriessed　 ln　 thc　 colltilluouS.　 cstimatc　 of　 lcaf　 arca
ca!culated　 from　 the　 vcgetation　 profile.








llの プロットを設 置したうえで、プロット内の全立木 について樹種を同定し、直径を測定した。さらに各プ
ロットで数本のサンプル木を伐倒し、個体単位のバイオマスと葉面積を実測した。その結果にっいて、ま






シ ベ リア 永 久 凍 土 地 帯 に お け る 河 岸 効 果
一 樹 木 に 対 す る 川 堤 の 生 長 促 進 効 果 －
Riverbank　 effect　on　tree　groWth　 in　permafrost　 region　 of　Siberia
池 添 浩 之 、 都 築 勇 人 、 日 下 部 朝 子 、 下 川 元 三 、 末 田 達 彦(愛 媛 大 農)
　 Hiroyuki　 Ikezoe,　 Hayato　 Tsuzuki,　 Tomoko　 Kusakabe,　 Genzo　 Shimokawa
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　Tatsuo　 Sweda　 (Ehime　 U.)
　 The　 most　 common　 riverside　 landscape　 in　 central　 Siberia　 is　 zonation　 of　 vegetation
consisting　 of　 several　 belts　 of　 naked　 gravel,　 of　 grass,　 and　 of　 shrub　 on　 a　gradually　 steepening
riverbank　 away　 from　 the　 waterfront　 and　 then　 fbllowed　 by　 a　tall　 dense　 fbrest　 and　 finally　 by
short　 sparse　 fbrest　 on　 a　flat　bench.　 To　 clarify　 factors　 controlling　 the　 zonation,　 especially　 the
one　 within　 the　 fbrested　 zone,　 a　study　 area　 was　 established　 in　the　 middle　 reaches　 of　the　 Bakhta
River,　 one　 of　 the　 tributaries　 of　 the　 Yenisei.　 The　 cause　 of　 zonation　 on　 the　 non-fbrested
riverbank　 is　 rather　 obvious,　 i.e.　 it　 simply　 depends　 on　 the　 frequency　 and　 duration　 of
submergence　 under　 water　 by　 spring　 floods.　 On　 the　 other　 hand,　 factors　 controlling　 the
zonation　 by　 tree　 size　 on　 the　 fbrested　 bench　 are　 not　 so　 apparent.　 Thus,　 in　 this　 study　 we
hypothesized　 permafrost　 as　 the　 major　 controlling　 factor,　 and　 examined　 the　 relationship
between　 the　 thickness　 of　 active　 layer　 and　 the　 standing　 stock　 of　 the　 forest　 above.　 For　 this
purpose,　 a　50x4　 m　 transect　 consisting　 of　ten　 consecutive　 sx4　 m　 plots　 was　 established　 from　 the
f()rest　 edge　 inland,　 and　 the　 thickness　 of　active　 layer,　 stem　 diameter　 at　breast　 height　 and　 height
of　 all　the　 standing　 trees　 in　 each　 plot　 were　 measured.　 It　turned　 out　 that　 the　 active　 layer　 as
thick　 as　 60　 cm　 at　the　 fbrest　 edge　 decreased　 exponentially　 inland　 in　good　 correlation　 with　 tree
size,　 stem　 density　 and　 standing　 stock.　 This　 fact　 of　 bank　 effect　 suggests　 that　 fbrests　 in　the
permafrost　 region　 may　 well　 co皿teract　 global　 warming　 by　 sequestering　 more　 CO2　 due　 to
enhanced　 groWth　 resulting　 from　 thickening　 active　 layer.
中央 シベ リアにおいては一定規模以上の河川の河岸景観は、水辺か ら傾斜 を増 しな
が ら続 く斜面に、礫に覆われた無植生帯 と草本帯 と潅木帯がこの順に続き、その先 に
現れ る平坦地 に出現す る森林帯では河岸側か ら内陸に向けて構成林木のサイズが減
少 してゆくとい う、地形 と連動 した植生の成帯構造が一般的である。本研究はこの植
生の成帯構造、とくに森林部分のそれを支配する要因を明 らかにするために行ったも
ので、対象をエニセイ河の支流バクタ河中流域 とした。非森林部分の成帯構造の原因





の端か ら内陸側へ幅4m、 奥行き5mの 連続 したプロッ トを10箇 所設定し、活動層
の深 さと、プロット内金立木の胸高直径 と樹高を測定 して森林蓄積を求めた。その結
果、活動層は河に近いほど厚 く、その厚 さと森林蓄積に強い相関が認められた。河岸
近 くで活動層が厚 くなるのは、春の増水 と雪解け後の 日射 により、森林被覆を欠いた
河岸部分か ら相当量の熱が供給され、永久凍土が融解す るためと考えられる。この事
か ら、今後予想 される地球温暖化が凍土を融解 し活動層の厚 さを増す ことにより森林
蓄積を増加する方向に働 くと考えられるので、永久凍土地帯における森林の存在は温
暖化に負のフィー ドバ ックをお よぼす可能性が高いことを示唆する。
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ア ラ ス カ 、 チ ュ ガ チ 山 脈 亜 高 山 帯 に お け るAinus　 sinuata群 落 の 植 生 構 造
Vegetation　 8tructure　 of　Ainus　 sinuata　 community　 in　the　Subalpine　 Zone
　 　 　 　 　 　 　 　 of　the　 Chugach　 Mountain8,　 Ala8ka
小 島 覚(東 京 女 子 大 ・文 理)
Satoru　 Kojima　 (Tbkyo　 Woman's　 Christian　 University)
　 　 　 Vegetation　 structure　 was　 analyzed　 for　 the　 Alnus　 sinuata　 community　 developing　 in
the　 subalpine　 zone　 of　 the　 Chugach　 Mountains,　 Alaska.　 In　 the　 southern　 slopes　 of　 the
mountains　 facing　 the　 Paci丘c　 Ocean,　 the　 subalpine　 zone　 developed　 covering　 an　 altitudinal
range　 from　 ca.　 100　 m　 up　 to　900　 m　 asl.　 The　 vegetation　 is　best　 represented　 by　 a　complex　 of
shrub　 thickets　 of　 Alnus　 sinu∂ta　 and　 open　 meadows.　 In　 August,　 2001,　 structure　 of　 the
vegetation　 was　 studied　 in　 the　 Thompson　 Pass　 area　 of　the　 Chugach　 Mountains.　 A　 total　 of
52　 relev6s　 were　 established;　 32　 relev6s　 representing　 the　 A!nus　 sinuata　 thickets　 and　 20
relev6s　 the　 open　 meadows.　 For　 each　 relev6　 all　 the　 vascular　 plants　 were　 listed　 and　 their
coverage　 was　 assessed.　 Vegetation　 synthesis　 tables　 were　 constructed　 separately　 fbr　 the
shrub　 thickets　 and　 open　 meadows.　 The　 shrub　 thicket　 community　 was　 characterized　 by
the　 presence　 o£　Alnus　 sinuata,　 Calamagrostis　canadensis,　 Epilobium　 angustif()lium,
Trientalis　 europaea,　 Vaccinium　 caespitosum,　Spiraea　 beauverdiana,　Rubus　 arcticus,
Athyrium　 filix-femina,　 and　 Veratrum　 eschscholtzii,　 wh"e　 the　 gPen　 meadows　 by出e
presence　 o{　 Vaccinium　 caespitosum,　Empetr 　 nigrum,　 Artemisia　 arctica、 　 Carex
spectabilis,　 Cornus　 suecica,　 Spiraea　 beauverdiana,　 Festuca　 altaica,　 Arctostaphylos　alpina,
Anemone　 narcissiflora,　 Epilobium　 angUstifolium,　 Rubus　 arctica,　 and　 Andromeda　 polifolia.
Such　 an　 altitudinal　 belt　 as　 was　 best　 characterized　 by　 the　 .41nus　 sinu∂ta　 thicket　 appeared
to　 represent　 subalpine　 zone　 of　 the　 Paci丘c-facing　 slopes　 of　 the　 Chugach　 Mountains　 and
somewhat　 comparable　 to　the　 Pinuspumi7a　zone　 of　the　 northeastern　 Asia.
アラスカ南部 には太平洋岸 にほぼ平行 して長 大なChugachMountains　 (チュガチ山脈)が
認 め られ る。 その山脈 の南斜面では 、太平洋 か らの湿潤 な気団の影 響 の もとにあ るため極 め
て雪 が多 く、そ のため高 木を欠如 し、そ こには倒伏 型の生育形 を示すAIRussinuata低 木叢
が広 く発達 して いる、)この低木叢 は、海 抜100m～900mの 高度範囲 に分布す るが、全 く樹 木
を欠如す る草地(open　 meadow)と 錯綜 しなが ら、チ ュガチ 山脈南斜 面にお け る亜高 山帯 を特
徴づ ける。発表者 は、2001年8月 、同山脈のThompson　 Pass地 域 にお いて、Alnussinuata
低木叢 を含む亜高 山帯 の植生構成 を52のrelev6sに よ り解析 した、,植生 は.41nussinuata低
木叢 と草地 とで全 く異な る種構成 を示 したが、 これ らは微地形 的条件に よって分かれ る もの
であった。　A!nus　 sinαata低 木叢 に よって代表 され るこの地域 は、景観的 に もまた環境 条件




Ecophysiological　approach　 to　"Shimagare"　type dieback　 on　 Mt.　 Shimagare
O鈴 木 あ ゆ み ・奥 山 雄 樹 ・山 崎 淳 也 ・丸 田 恵 美 子 ・上 村 保 麿(東 邦 大 ・理 ・生 物)
OAyumi　 Suzuki,　 YUki　 Okuyama,　 Jun-ya　 Yamazaki,　 Emiko　 Maruta,　 Yasumaro　 Kamimura
　 (Department　 of　Biology,　 Faculty　 of　Science,　 Toho　 University)
Mt.　 Shimagare　 (2,395　 m　 a.　s.　1),　a　part　 of　 Mt.　 Kita-yatsugatake　 in　Nagano　 Pref,　 is　famous　 for　the
striped　 pattern　 of　 the　 wave　 regeneration　 of　tree,　 and　 the　 phenomenon　 is　called　 ``Shimagare"　 (striped
stand-1evel　 dieback)　 according　 to　its　conspicuous　 physiognom)乙 　 The　 phenomenon　 is　observed　 the
subalpine　 coniferous　 forests　 dominated　 by　 Abies　 veiご 磁andA.Mariesii.　Thefo㎜ationof
Shimagare　 is　speculated　 the　 involvement　 of　the　 drought　 stress　 induced　 by　 the　 prevailing　 wind　 that
blows　 almost　 all　year　 However,　 it　has　 been　 unknown　 that　 how　 such　 a　regular　 spatial　 pattern　 can
beformedinthebeginning.　 Moreover,A.veitchiiandA.脚riesii　are　 segregated　 in　the　 side　 of　 the
Pacific　 Ocean　 and　 the　 Japan　 Sea,　 respectively.　 This　 segregation　 also　 is　explained　 by　 the　 different
mechanismagainstthedroughtstress.　Basedonphysiologicalandbiochemicalanalysis,we
examined　 that　 the　 winter-stresses　 such　 as　low-temperature　and high-light　 involved　 in　their　 habitat
segregation　 and　 the　 fomation　 of　the　 "Shimagare"　 dieback.
長野県北八ヶ岳にある縞枯山(標 高2,395m)で は、その南西斜面に幅10m、 長 さ300-
800mの 白い縞が100m間 隔で見 られ る。 これは常緑針葉樹のシラビソやオオシラビソが
優 占す る亜高山帯の純林部分の立ち枯れ幹が多数並んだものであ り、 「縞枯現象」と呼ば
れている。 この現象には数多 くの生理的および生態学的考察が行われてきた。その結果、
山麓か ら山頂 に向かって吹 く恒常風により針葉が損傷 し、水分の蒸発が起きることにより
引き起 こされ る乾燥ス トレスによるものであると考えられている。また、コンピュータシ
ミュレーシ ョンにより締括の維持機構のモデ リングは行われているが、その初期成立要因
については未だはっきりとした結論 は得 られていない。さらに、オオシラビソは日本海側、
シラビソは太平洋側 とすみ分けがな されてお り、これも冬季の乾燥に対す る両種のメカニ
ズムの違いによるものと考えられているが、この点についても未だ明確 にはわかっていな
い。
本研究では、両種のシュー ト部分 を乾燥の影響がない純林部分か ら採取 し、人工的に乾
燥処理 と強光処理を行い、それぞれの処理に対する両種の応答の違いを、クロロフィル蛍
光による光化学系II活 性(Fv/Fm)、　HPLCに よる色素分析お よび電気泳動法を用いて生理
生化学的に解析 した。 これ らの結果 をもとに、冬季における強光 と低温が、すみ分けに対






Ecophysiological　significance　 of　red-brownish　 needle　 color　 change　 inAbies　 mariesii
grown　 at　timberline　 on　 Mt.　 Norikura
○橋本裕子 ・山崎淳也 ・丸田恵美子 ・上村保麿(東 邦大 ・理 ・生物)
OYuko　 Hashimoto,　 Jun-ya　 Yamazaki,　 Emiko　 Maruta,　 Yasumaro　 Kamimura
　 (Department　 of　 Biol()gy,　 Faculty　 of　Scicncc,　 Toho　 University)
Under　 wintcr-strcss　 condition,　 necdle　 color　 of　an　 abaxial　 side　 of　coniferous　 cvcrgrccn　 firAbies
Mariesii　 (んmariesii)　 growing　 in　thc　 forcst　 limit　 (ncar　 2,500　 m　 a.　s.　1.)　(⊃f　Mt.　 Norikura　 (36°6r　 N,
137°33'　 E,　altitudc　 3,026　 m)　 changcd　 from　 grccn　 to　rcd-brown　 in　April.　 This　 color　 changc　 is　(mly
obscrvcd　 in　shoots　 sticking　 out　 from　 snow　 surfacc,　 and　 not　 (、bscrved　 in　oncs　 buricd　 in　sn(w　 or
located　 at　the　 lowcr　 elcvations.　 This　 phcnomcnon　 is　considcrcd　 to　be　 causcd　 by　 thc　 intcraction　 of
rcflcctcd　 sunlight　 fr()m　 the　 snow　 surfacc　 and　 k)w　 temperaturc.　We measurcd　 somc　 photosynthctic
charactcristics　 and　 pr()tcction　 machineries　 from　 cxccss　 light.　 Based　 on　 thc　 rcsults　 obtaincd,　 wc
discusscd　 whcthcr　 the　 red-brownish　 color　 changc　 inA.　 mariesii　 was　 causcd　 by　 thc　 strong　 light　 or
not.
北アルプス乗鞍岳の森林限界付近に生育す るマツ科モ ミ属の針葉樹オオシラビソは、4
～6月 に雪面よ り上に出ているシュー トの裏面葉のみが褐変ずる現象がみ られる。 この と
き、シュー ト部分は致死含水量までには至ってお らず、冬季の乾燥により褐変化が引き起
こされ る可能性はない。1つ の仮説として、積雪面1二にあるシュー ト部分に雪面で反射 し
た強い太陽光が当た り、さらに低温条件が重なって起 きる光阻害であると予測 される。マ
ツなど他の針葉樹では、低温 ・強光に対する順化において活性酸素除 去酵素活性お よびキ
サン トフィルサイクル関連色素 量の季節変動がいくつか報告されている。
褐変化 したオオシラビソでは、冬季に光化学系Hの 量子収率(Fv/Fm)の 低 ドおよび酸素
発生能の低下がみられた。 さらに、キサン トフィルサイクルに関連す る色素では、強光を
受けたときに現れるゼアキサンチンの量が、褐変化が激 しい春先の積雪面上のシュー トに
おいて多量に存在 した。 これ らは、冬季の強光に対する順化応答であると考えられ る。活
性酸素除去酵素活性 については、スーパーオキシ ドジスムターゼ活性は年間を通 じてあま
り大きな変動はみ られなかったが、アスコル ビン酸ペルオキシダーゼ活性 は4刀 に著 しく
低下 した。また光合成の炭酸固定経路の鍵酵素であるRubiscoは 年間を通 じて量的変化は
見 られなかった。 したがって、これらの酵素活性の低下は、冬季の低温によるものと考え




乗 鞍 岳 ・森 林 限 界 付 近 の オ オ シ ラ ビ ソ が 冬 季 に 受 け た
ス ト レ ス の 後 遺 症 が 夏 季 の 生 産 に 及 ぼ す 影 響
Effects　 of　winter　 stresses　 on　dry　matter　 production　 of　Abies　 mariesii
　 　 　 　 　 at　the　tree-line　 on　Mt.　 Norikura
丸 田 恵 美 子(東 邦 大 ・理)池 田 武 文(京 都 府 大 ・農)
EmikoMARUTA(TohoUniv.)　Takef㎞ni　 IKEDA　 (Kyoto　 Prefectural　Univ.)
Shoots　 of　 tr㏄ －line　Abies　 Mariesii　 on　 Mt.　 Norikura　 suffered丘om　 winter　 desiccation　 and　 embolism
during　 wint釘ovαthe㎝ow唾ce.　 In　 early　 summer,　 embolism　 remained　 and　 predawn輌n　water
potential　 was　 low.　 Stomatal　 conductance　 was　 low　 during　 daytime　 possibly　 due　 to　 low　 xylem　 water
potential.　 Embolism　 and　 predawn　 xylem　 water　 potential　 were　 recovered　 by　 late　 summer　 in　accor伽ce
with　 new　 xylem　 formation.　 Thus,　 stomatal　 cond皿ctance　 increased　 as　high　 as　that　 of　sound　 shoots.
本 州 中部 ・北 ア ル プ ス の 南 端 に あ る乗 鞍 岳 の森 林 限 界 を構 成 す る常 緑 針 葉樹 の オ オ シ ラ
ビ ソは 、 冬 季 に 積 雪 面 よ り も上 に伸 長 した幹 で は 、様 々な ス トレス を 受 けて針 葉 の寿 命 が
短 縮 され 、枝 の 発 達 が 悪 く偏 形 化す る こ とはす で に 報 告 した。 本 研 究 で は、針 葉 の枯 損 に
ま で は 至 らな い 冬 季 に 受 けた 軽 度 の ス トレス が 、続 く生 育 期 間 に どの よ うな影 響 を及 ぼ し
て い る か に つ い て 調 べ た もの で あ る。
森 林 限 界 の 樹 木 は 冬 季 に は 土 壌 や 幹 が凍 結 して水 分 吸 収 が 困難 で あ る が、 わ ず か ず っ で
も ク チ ク ラ蒸 散 は続 い て お り、 特 に冬 季 の 強風 に よ って 飛 散 す る雪 氷 片 に よ って ク チ ク ラ
層 が傷 つ け られ た針 葉 で は含 水 量 が 枯 損 域 に まで減 少 す る こ とが あ る,す で に 報 告 した よ
うに乗 鞍 岳 の 森 林 限 界 で は 、 そ の よ うな枯 損 は 毎 冬 起 こ っ て い るが 、 わ ず か な 量 に過 ぎな
い 。 しか し、秋 か ら冬 に か けて 針 葉 と枝 の含 水 量 は徐 々 に 減 少 し、4月 初 め に は 最 低 値 と
な る。 この 時 、 木 部 負 圧 も低 下 し、 か な りの程 度 の キ ャ ビテ ー シ ョン(木 部 内 に 気 泡 が生
じて水 の 通 導 を妨 げ る)が 生 じて い る。 この よ うな 致 死 に は至 らな い 冬 か ら春 先 にか けて
の 水 分 ス トレス は 、 そ の 後 どの よ うな 経 過 をた ど る のだ ろ うか。 雪 融 け がす す ん だ6月 上
旬 に は 、 す で に針 葉 の 含 水 量 は 回 復 し始 め て い る。 この 時 、 冬 季 に積 雪 面 上 に あ った 枝 で
は 通 水 の 阻 害 率　(Percent　loss　of　conductance,　PLC)は 依然 と して60%近 か った が 、 積 雪 面 下
に あ っ た 枝 で は通 水 阻 害 は ほ とん どみ られ なか った,当 年 の 木 部 が 形 成 され始 め た7月 下
旬 に は 、 積 雪 面 上 に あ っ た 枝 のPLCは 約40%ま で 回復 した が 、 日最 大(predawn)木 部 水 ポ
テ ン シ ャル は低 く、 夜 間 に も針 葉 の水 分 欠差 が 回復 しな い こ とを示 して い る。 そ して 気 孔
コ ン ダ ク タ ン ス は 日中 を通 じて 低 く蒸 散 量 も小 さか った。 これ に 対 して 、 積雪 面 下 の 枝 で
は 、　preda㎜ の 水 ポ テ ン シ ャ ル は 高 く、 気 孔 コ ン ダ ク タ ン ス も通 常 の 常 緑 針 葉 樹 と同 じ レ
ベ ル を 示 し、特 に ス トレス を受 け て い な い こ とを示 して い る。 当年 の 木 部 の形 成 が ほ ぼ 終
了 した9月 初 め に は積 雪 面 上 の枝 のPLCは 約10%に まで 減 少 し、 水 ポ テ ン シ ャル や 気 孔
コ ン ダ ク タ ン ス の 日変 化 も積 雪 面 下 と 同様 の 正 常 の 状 態 とな っ た。
以 上 の こ とか ら、 冬 季 に積 雪 面 上 の枝 が受 け た水 分 ス トレス は 、新 しい 木部 の 形成 が 完
了 す る まで 、気 孔 コ ン ダ ク タ ン ス を低 下 させ る とい う形 で 残 存 し、年 間 の 光合 成 量 を減 少
させ て い る とい うこ とが で き る。
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富 士 山 の 森 林 限 界 の 異 な っ た 植 生 遷 移 段 階 に お け る
カ ラ マ ツ 実 生 の 枯 死 要 因
　 Factors　 affecting　 the　 mortality　 of　larch　 seedlings
　 　 　 　 　 　 　 in　different　 successional　 stages　 on　 Mt.Fuji.
小 口 愛 ・丸 田恵 美 子(東 邦 大 理 学 部)中 野 隆 志(山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所)
Ai　OGUC田 　and　 Emiko　 MARUTA　 (Toho　Univ　),
　 　　　 　 Takashi　NAKANO　 (Yamanashi　 institute　of　Envlronmeatal　 Sciences)　,
Larch　 is　a　pioneer　 species　 at　the　 early　 stage　 of　 primary　 succession　 on　 MtF頓However,　it　can ot
regenerate　 with　 no　 saplings　 surviving　 at　the　 fbrest　 floor.　 Gemination　 and　 survival　 of　 larch　 seedlings
were　 compared　 at　alarch　 forest　 floor　 with　 abare　 gro皿d.　 Ge㎜ination　 occurred　 at　both　 sites　 in　mid
June.　 Mortality　 factors　 after　 ge㎜ination　 appears　 to　be　 desiccation　 on　 the　 bare　 ground　 and　 pathogenes　 at
the　 forest　 floor.　 In　 summer,　 mortality　 was　 nearly　 the　 same　 value　 at　both　 sites.　 On　 the　 other　 hand　 winter
mortality　 of　 seedlings　 was　 much　 higher　 at　 the　 fbrest　 floor　 than　 the　 bare　 ground.　 Thus,　 no　 seedlings
appear　 to　survive　 more　 than　 20　 years　 due　 to　high　 mortality　 during　 overwintering.
なぜ カラマツは極相樹種 とな りえないのだろ うか?カ ラマ ツは富士山の森林限界付
近 の噴火跡地に入 り込む代表的な先駆樹種 であるが、更新を行 うことができずに、や
がてシラビソが占有す る極相林へ遷移 し消滅 して しま う。富士山の成熟 したカ ラマツ
林 内では、次世代のシラビソの稚樹 は見 られ るものの、後継樹 とな るカ ラマツの稚樹
は見 られない。そ こで、カラマツの実生が よく定着で きる禄地 と比較 し、なぜカ ラマ
ツは後継樹 が生育で きないのか を明 らかにす るために、カ ラマツの実生の生長 と生存
に関わる環境要因について調査研究を行った。
禄地 と成熟 したカラマツ林床 に2000年5.月 下旬、カラマツの種子を蒔いた ところ、6
月 中旬 には どちらか らも発芽が認 められ、また 自然落下 した種子か らも発芽が確認 で
きた。禄地は厳 しい環境 のため、発芽数 は成熟 カラマ ツ林 と比較す ると少な く、7月
か ら8月 には乾燥のため多 くの当年生実生が枯死 した。 しか し、その後生 き残 った 当
年生実生や以前か ら存在 している実生は、 コケ ・地衣類 に守 られ 、高い生存率 を示 し
た。一方、成熟カラマツ林では、同 じく7月 か ら8月 に多 くの当年生実生が枯死 した
が、その原因は リターのよ うな有機物の多い林床 では、病原 菌によって枯死 した もの
とみ られ る。その後、菌根菌が根に付着 したことが確認 され、実生 として1年 目の生
育 を完了 したが、越冬後の2001年7月 には、以前か ら存在 していたカラマツ実生 も
含め、多 くの実生が枯死または半分枯死を していた。禄地 と比較 し林内は全般 に光不
足であると考え られるが、林内の光環境 の範囲においては、越冬 中の枯死 と明る さと
の間に相関は見 られなかった。そのため、成熟カラマツ林では、夏か ら秋に1割 程度、
冬期に3割 程度カラマツ実生が枯死することによって、カラマ ツ実生の更新がで きず、
やがて生長 して くるシラビソ林へ移行 していくもの と考え られ る。
一101一
国立極地研究所















































－ 一 ⑳ 一 一 一 一
　　　　　　 Shin-ltabashi











































澤 ぐ'襲 、 ・
警纐纈轡潔








































































　 .ヤ 　 イ 　　 吋
■ 、
耀,
「 　 ∵ 　酔 ・
・ ・
　 　 誓 　
懸
??、
??? ??
??
?←?
、
??、、、??? ? ??
?
憲驚
 
?
?
??
?
写 笥kN
鰯
